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第5章 コミュニティレベルの現状と課題 

コミュニティレベルの現状と課題を把握するため、現地調査期間中、下記に示す 3 つのサブ流域を

訪問・調査した。 

・ パイロット・サブ流域候補地： Lower Lumi サブ流域、Lower Gucha-Migori サブ流域 
・ 既存 JICA プロジェクト対象地： Nyando 川氾濫原 

 

 
図 5-1 現地調査位置図 
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なお、パイロット・サブ流域候補は、現地調査時点で、WRMA より推奨されているサブ流域であ

り、以下の基準の下に選定されている。 

① 洪水頻発地域であり、被害が深刻なこと。 
② WRMA は組織されているが、サブ流域管理計画は策定中で確定していないこと。 
③ 水セクターの他プロジェクトによる支援がなされていないこと。 
④ サブ流域内でパイロット事業が安全に進められること（水紛争、安全管理上問題のないこと。） 

 
パイロット・サブ流域、そのサブ流域内でのパイロット事業候補地は、他のパイロット・サブ流域

候補を含めて、プロジェクト開始後、決定することが WRMA 本部と合意されている。 

5-1 Lower Lumi サブ流域 

5-1-1 地域概要 

Lower Lumi サブ流域は、現地調査位置図に示したようにケニア国南部のタンザニア国境に位置す

るジペ湖の北側に位置しており、タンザニアに位置するキリマンジャロ山南東斜面を水源とする国際

河川である Lumi 川の下流域に当たるサブ流域である。水資源管理上は、図 5-2 に示すように、WRMA 
Athi 地域事務所の Loitokitok サブ地域事務所管轄下のサブ流域である。 

 
図 5-2 Lower Lumi サブ流域位置図 

 
行政的には、Coast 州 Taveta 県 Bomeni 郡および Jipe 郡に属している。地形的には、西側をタンザ

ニア国境、東を Tsabo 国立公園、北を Taveta から Monbasa に向かう地方道路で囲まれた地域であり、

最下流部ジペ湖周辺の低湿地で標高約 1,200m、上流道路部で標高約 1,800m である。サブ流域は、気

候的には半乾燥帯に属しており、年間雨量は、約 250～400mm であるが、上流部キリマンジャロ山
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斜面で涵養された地下水によるものと考えられる湧水（泉）が数多くあり、ケニア国の中では、水資

源には恵まれている状況である。Lumi 川は、サブ流域上流部では自然河道、下流部では乾季流量見

合いの築堤河道である。 

サブ流域は、従来、放牧地/草地および農地として利用されてきたが、Taveta の人口増大に伴い、

住宅地、小規模農地、未利用地であった低湿地での農地が拡大しており、大きく土地利用が変化して

いる。 

サブ流域に関係するロケーション（村落に相当する行政単位）の人口・世帯数は、下表に示すよう

である。 

表 5-1 Lower Lumi サブ流域に関連する人口・世帯数 

ロケーション 人口（人） 世帯数（世帯） 

Tibira 4,272 1,036 

Jipe 8,147 2,000 

Ngarashi 10,188 2,766 

Kemorigo 6,500 1,432 

Bomani 3,163 1,036 

合計 32,270 8,270 
出典：サブ流域管理計画案（2009 年 12 月版）に記載の 2009 年人口動態調査結果。 

注：ロケーションの全域が、必ずしもサブ流域に含まれているわけではない。 
 

サブ流域では、人口増加に伴う土地利用変化による様々な問題に対処するため、コミュニティベー

スの組織（Community-Based Organization: CBO）が組織され、活動してきている。Lower Lumi サブ

流域 WRUA は、2007 年に、灌漑、森林等に関する 5 つの CBO メンバーで設立・登録され、現在、8
つの CBO、会員数約 1,500 人に拡大している。同 WRUA は、現在 WDC の出資を受けて、WRMA 
Loitokitok サブ地域事務所およびコンサルタントの支援のもとにサブ流域管理計画を作成中である。 

作成中のサブ流域管理計画案（2009 年 12 月版）によると、住民の間で深刻な水資源問題は、下表

に示すようであり、洪水が住民の間でもっとも深刻な問題として取り上げられている。 

表 5-2 水資源に係る深刻な水資源問題（Lower Lumi サブ流域） 

 
出典：Lower Lumi サブ流域 WRUA サブ流域管理計画案（2009 年 12 月版） 
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5-1-2 洪水被害状況 

現地調査時のインタビューによると、洪水被害は以下のようである。 

- 洪水期は 3～5 月の 2 ヶ月程度。 
- 上流域では河川の氾濫によりフラッシュな洪水となり、家屋・農地に被災。ガリ浸食が顕著で

ある。また水源でもある湧泉の土砂堆積による被害も多い。原因は、過放牧による流域の荒廃

と住民は考えている。 
- 下流域の低平地では、Lumi 川、他の排水路よりの氾濫水、Tsavo 国立公園域からの流出により、

氾濫する。減水までの期間は 1 ヶ月に及ぶ。家屋への浸水は、30-50cm（最大で 1.0m 程度）で

あり、最大でも 1 週間程度である。近くには避難する高台がないため、住民は避難はしていな

い。衛生状況も悪化し、マラリア、下痢等が発生する。 
- Lumi 川の下流域では、毎年のように堤防が破堤し、住民の手で復旧している。 
- WRUA の情報によると、統計はないが、毎年、洪水により深刻な被害を受けている住民は 4,000
人以上にのぼる。 

5-1-3 活動状況 

1） CBO・WRMA による活動状況 
現地調査時のインタビューによると、人口増加・土地利用変化に起因する問題の発生に伴い、

地方自治体、世銀等の支援によりコミュニティ活動が行われてきている。そのうち、水資源に関

する活動として、以下が挙げられている。 

・ 湧泉の保護（堆積土砂の除去、周囲堤の建設等） 
・ 排水路の堆積土砂の除去 
・ 新規排水路の開削 
・ Lumi 川下流部の堤防の維持管理（破堤箇所復旧を含む） 

 

 
湧泉（写真左側）を、河川氾濫水から保護するため

設置された蛇篭式の堤防。 

Njoro Kubwa Spring Project by Reu Reu Environmental 

CBO funded by UNDP & GEF 

（2010 年 9 月 10 日撮影） 

 
Lumi 川左岸下流部における破堤部復旧状況。撮影時

点で 700 袋の土のう、延べ動員約 2,000 人。 

（2010 年 9 月 10 日撮影） 

 



 

 5-5 

CBO 活動の主要な資金支援者として、以下の４者が挙げられている。 

・ AfDF（アフリカ開発基金、African Development Fund） 
・ CDF（選挙区開発基金、Constituency Development Fund） 
・ 世界銀行 
・ 赤十字 

 
WRUA へのインタビューによると、サブ流域における WRUA の役割、現在の活動状況・問題

点は次のようである。 

- WRUA の主たる役割は、CBO の活動調整、関係機関との窓口、資金調達の支援。 
- WRUA の運営は、月 2 回の運営部会により行われている。 
- WRMA サブ地域事務所と 1-3 ヶ月に 1 度会議を開いている。 
- 現在、サブ流域管理計画を策定中。 
- 専門家（Expert）が不足しているため、活動およびその資金調達が充分ではない。 
- 資金不足のため、運営部会外のメンバーと充分と充分な連絡体制が取れていない、また、他の

WRUA との交流ができていないことも活動上の懸案事項。 
 

2） WRMA Loitokitok サブ地域事務所の状況 
Lower Lumiサブ流域の水資源を管轄し、WRUAの支援を支援するWRMAのサブ流域事務所は、

Athi 地域事務所に属する Loitokitok サブ流域事務所である。Loitokitok サブ地域事務所は 2009 年

に設立され、ようやく職員・事務所の体裁が整いつつある段階で、その管轄区域は図 5-2 に示し

た区域である。職員は、下表に示した 9 名（定員 10 名）となっている。技術系職員は、MWI、
WRMA の地方出先機関から配置転換された水文専門家でしめられており、洪水管理プロジェクト

経験はなく、洪水管理プロジェクト活動遂行には、事前の充分な研修が必要である。 

表 5-3 WRMA Loitokitok サブ地域事務所の職員構成（2010 年 9 月現在） 

No. 職責 人数 備考 

1 サブ地域事務所長 1 水文専門家、コミュニティ業務経験あり 

2 流域管理担当官 1 水文専門家 

3 流域管理担当補佐 1 水文専門家 
4 水利権担当補佐 2 水文専門家、1 名コミュニティ業務経験あり 

5 データベース担当補佐 1 水文専門家 

6 経理担当補佐 1  

7 事務 1 臨時雇用 

8 運転手 1  

 合計 9  
注：Loitokitok サブ地域事務所所長へのインタビュー結果をもとに調査団作成。 

 
調査団の現地調査時点では、サブ流域事務所は仮住まいの状況で、新事務所が建設中であり、

ほぼ完成間近の状況であった。新事務所では、インターネット等の通信設備も布設中であり、

WRMA 本部、地域事務所、他のサブ地域事務所との連絡網は確保できるものと考えられる。 
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Loitokitok サブ地域事務所のある Loitokitok から Lower Lumi サブ流域は、未舗装の地方道路で

結ばれており、乾季では 4 輪駆動車利用で、3 時間程度の所要時間である。現地での情報による

と、雨季の移動は、降雨時には路面がぬかるむため車両を停止して待機し、降雨後路面の回復を

待って走行することを強いられ、車両での移動は無理ではないが、非常に難しいとの情報である。 

5-1-4 コミュニティ活動からの教訓（今後のプロジェクトの留意点） 

現地調査により得た情報から、今後のプロジェクトで留意すべき点は、以下のようである。 

- Lower Lumi サブ流域では、ドナーによるプロジェクトにより、コミュニティ活動は行われてき

ており、活動の基盤となるコミュニティは育っており、調整役として WRUA が組織されている。

しかしながら、コミュニティ活動・資金調達の柱となる人材が不足しているため、活動が停滞し

ている状況のようである。今後のプロジェクトでは、コミュニティの中や支援 NGO の中にコミ

ュニティ活動の柱となる人材を育成する必要がある。また、WRMA サブ流域事務所のコミュニ

ティ活動に関する人材育成能力を強化する必要があるものと考えられる。 
- 住民からの情報およびサブ流域管理計画案からも、サブ流域での洪水状況・洪水原因が判然とし

ていない状況である。住民の間には、日本の援助が入れば、洪水は解決するとの過剰な期待があ

るようである。パイロット・サブ流域として選定された際には、洪水状況・洪水原因を充分に把

握し、可能な対策を考慮した上で住民に伝え、プロジェクトを進めることが必要である。 
- 現地調査結果より、コミュニティで適用可能な構造物対策として、小規模排水路の開削、地域連

絡道路を横断する暗渠・橋梁の整備、浸水しない避難・集会場の土地整備、それに付随する井戸・

飲用水タンク・食糧等の備蓄庫の整備があげられる。 

5-2 Lower Gucha Migori サブ流域 

5-2-1 地域概要 

Lower Gucha-Miigori サブ流域は、図 5-1 現地調査位置図に示したように、タンザニア国境に接し、

ヴィクトリア湖南岸に位置しているサブ流域である。サブ流域の大部分は、Nyanza州Migori県Nyatike
郡に属しており、Nyatike 郡の人口は、1999 年の人口動態調査によると 65,502 人である。Lower 
Gucha-Migori サブ流域が属する Gucha-Migori 川流域は、図 5-3 に示すように、ヴィクトリア湖南岸

の山地部の大部分を流域とし、水資源管理上は、WRMA ヴィクトリア湖南部地域事務所の Kisii サブ

地域事務所の管轄である。 
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出典：WRMA Kisii サブ地域事務所よりの提供資料 

図 5-3 WRMA ヴィクトリア湖南部地域事務所の管轄区域 

 
注：WRMA Kisii サブ流域事務所よりの提供資料をもとに調査団編集 

図 5-4 Lower Gucha-Migori サブ流域図 
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Lower Gucha-Migori サブ流域は、図 5-4 に示すように、Migori 川と Gucha 川の合流後からヴィク

トリア湖に注ぐ残留域で、地形的には上流の斜面部および河口の低平地部から構成されている。洪水

の危険の尐ない上流に住民の大多数が居住しており、上流部は、ほぼ森林、畑地及び住宅地となって

いる。河口の低平地部は、主として稲作水田、その他は小規模な畑地があるものの、家畜の放牧に利

用されている状況である。 

Lower Gucha-Migori サブ流域 WRUA は、Kisii サブ流域事務所の支援で 6 つの水資源関連の CBO
のメンバーを中心に 2009 年に設立されている。会員数は 500 人程度である。 

5-2-2 洪水被害状況 

Gucha-Migori 川の氾濫により、河口部低平地で洪水被害は深刻である。氾濫水位はゆっくり上昇し、

湛水深は、概ね 1-1.2m 程度である。洪水による住民の避難は、3-5 月 1 ヶ月、11 月 1 ヶ月の 2 ヶ月

に及んでおり、河川の氾濫に加え、排水路の未整備が洪水期間を長引かせているものと考えられる。

洪水期間、住民はまず近くの微高地に避難し、水位上昇とともに、上流斜面部に作られた 2 箇所の避

難センターに避難をする状況である。氾濫原にある小学校は、洪水期には住民と同様移転を強いられ

ている。また、本川と派川に囲まれた区域では、洪水時に孤立し、漁船により救助される住民が生じ

るとのことである。住民によれば、洪水時対応については、地方自治体、赤十字社が、主として支援

しているとの情報である。 

河口部低平地部は、湿地が点在し居住に適した場所とは言い難いが、水田稲作が始められており、

住民の移転は難しい状況である。 

 
洪水により放棄された民家。 

（2010 年 9 月 20 日撮影） 

 
無堤の Gucha-Migori 川（河口より約 3km） 

（2010 年 9 月 20 日撮影） 
 

5-2-3 活動状況 

1） CBO、WRUA の活動状況 
Lower Gucha-Migori サブ流域 WRUA は、WDC 活動の初回契約を結び、サブ流域管理計画作成

に取り掛かったところである。現在、活動を支援するコンサルタントが住民の啓蒙活動を行って

おり、その終了を待って、サブ流域管理計画の策定作業が本格化することとなっている。しかし

ながら、氾濫域の住民からの聞き込みでは、サブ流域 WRUA の存在が未だ認知されていない状

況であった。 
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現地での聞き込みによると、水に関するコミュニティ活動として、人口の多い上流斜面部で、

給水、灌漑等に関するコミュニティ活動が実施されているようである。支援者としては、以下が

挙げられている。 

・ キリスト教会 
・ NGO（ワールドビジョン） 
・ オランダ（Kenya Netherland Rual Water） 

 
2） Kisii サブ地域事務所の状況 

Kisii サブ地域事務所は、図  5-3 に示したように Lower Gucha-Migori サブ流域を含む

Gucha-Migori 流域とヴィクトリア湖の南岸流域の水資源を管轄し、流域内の WRUA を支援する役

割を担った事務所である。職員は下表に示す 10 名で、そのうち技術系職員 7 名の体制となってい

る。技術系職員は、全て大学以上の学歴を持ち、MWI およびその地方出先機関からの配置転換で

雇用されており、同職での経験は 10 年以上のベテラン職員である。なお、Nyando 流域のあるヴ

ィクトリア湖南部地域事務所の管轄下にあるものの、サブ地域事務所職員全員が、Nyando 流域で

行われている JICA プロジェクトについての情報を持っていない状況である。 

表 5-4 WRMA Kisii サブ地域事務所の職員構成（2010 年 9 月現在） 

No. 職責 人数 備考 

1 サブ地域事務所長 1 水質専門家 

2 流域管理担当官 3 それぞれ水文、地下水、水供給の専門家 

3 水利権担当官 2 表流水専門家 

4 デ ー タ ベ ー ス 担 当 兹

WRUA 調整官 
1 水工学専門家 

5 経理・事務補佐 1  

6 事務補佐 1  

7 運転手 1  

 合計 10  
注：Kisii サブ流域事務所長へのインタビュー結果をもとに調査団作成。 

 
人件費以外の事務所の活動予算は、2009/2010 会計年度で、1.7 百万ケニア・シリング（約 1.85

百万円）となっており、管轄区域が広いことを考えると、充分な活動が難しい予算状況となって

いる。 

サブ地域事務所長によれば、管轄区域の水資源管理上の問題としては、洪水管理の他に、以下

が挙げられている。 

・ 人口増大に伴う農地開発、湿地の開発による流域の荒廃 
・ ユーカリの 1 種であるブルーガムの繁茂による水資源の減尐 
・ 河岸の浸食 
・ 渇水 
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WRUA に関しては、現在、管轄区域内で 25 の WRUA の設立を計画しており、2 つが組織中、

Lower Gucha-Migori を含む 3 つの WRUA が、WDC の資金を得て活動中である。しかしながら、

NGO、ローカルコンサルタント等の WRUA を支援する組織は存在するが、技術的な能力が不足

しており、適切なサブ流域管理計画を作成できていない状況である。 

Kisii サブ地域事務所から Lower Gucha-Migori サブ流域への移動は、水はけの良い尾根沿いの道

路となっており、乾期・雨期とも 2-3 時間程度である。 

5-2-4 コミュニティ活動からの教訓 

現地調査により得た情報から、今後のプロジェクトで留意すべき点は、以下のようである。 

- サブ地域事務所の管轄区域内では、コミュニティ活動を支援する NGO あるいはコンサルタント

の技術的な能力は高いとは言えないため、WRMA サブ地域事務所職員に、NGO あるいはコンサ

ルタントの技術的な能力強化を支援するスキルを身につけさせることが必要である。 
- サブ流域事務所の予算は限られており、WRUA・支援 NGO・支援コンサルタントへの直接的な

技術的支援を充分に行うことは困難な状況である。WRMA の予算も限られているため、水セク

ターの全体の中で、WRUA・支援 NGO・支援コンサルタントへの技術的支援のための予算確保

の枠組みを作ることが必要である。 
- 低平地での洪水原因は、Gucha-Migori 川および派川の氾濫であり、排水路の未整備が洪水期間を

長引かせていると考えられる。しかしながら、サブ流域内の氾濫域・水深、洪水氾濫のメカニズ

ム、住民の分布、洪水時の状況は、プロジェクト初期に充分に把握する必要がある。 
- コミュニティによる洪水管理のために想定される構造物対策としては、小規模排水路の開削、排

水路の橋梁の整備、船外機付き小型ゴムボートの配備、浸水しない避難・集会場の土地整備、そ

れに付随する井戸・飲用水タンク・食糧等の備蓄庫の整備、避難センターへのトイレの増設・井

戸の設置等があげられる。 

5-3 Nyando 川氾濫原（Nyando 流域） 

5-3-1 地域概要 

 
出典：ニャンド川流域統合洪水管理調査最終報告書要約、平成 21 年 3 月 

図 5-5 Nyando 流域図 



 

 5-11 

Nyando 流域は、ケニア国西部のヴィクトリア湖東部に位置し、Nyando 川流域（流域面積 3,625km2）

及びその北西部の Nyamasariaa 流域（流域面積 859km2）より構成される流域（面積 4,484km2）であ

る。Nyando 流域の特徴は、ケニア国の他の流域に比べ豊富な年平均雨量 1,298mm と潜在的な農業生

産高である。しかしながら、下流域のカノー平野（Kano Plain）では毎年の洪水が発生し、その洪水

氾濫域は 567km2 に及び、そのため、貧困率は、ケニア国の全国平均よりも高くなっている。 

Nyando 流域は、行政的には Nyanza 州の Nyando 県及びキスム県、Rift Vallay 州の Kericho 県および

Nandi South 県に属し、流域内人口は 75 万人、氾濫域内の人口は 24.9 万人（1999 年センサス）であ

る。Nyando 流域の最も重要な産業は農業であり、氾濫域には、灌漑農地が広がっている。 

流域の水資源管理は、WRMA ヴィクトリア湖南部地域事務所の Kisumu サブ地域事務所が管轄し

ている。 

ケニア政府の要請を受け、JICA は本流域を対象として以下に示すプロジェクトを実施している。 

-「ニャンド川流域統合洪水管理計画調査（2006-2009）」（以下、JICA 統合洪水管理計画調査） 
-「ニャンド川流域気候変動に適応したコミュニティ洪水対策プロジェクト（2009-2011）」（以下、

JICA 環境プログラム無償プロジェクト） 
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5-3-2 洪水被害状況 

Odesso

Kokwaro

Kochiewo

Kasiru

Kericho県Siwot村・Kamiwa村（上流域）

前パイロットプロジェクト: 5村

現プロジェクト：24村

 
注：ニャンド川流域気候変動に適応したコミュニティ洪水対策プロジェクト概略設計調査現地調査結果報告書を元に調査団編集 

図 5-6 既往最大洪水氾濫域および JICA プロジェクトサイト位置図 

 
2006 年から 2009 年にかけて行われた JICA 統合洪水管理計画調査において流域内の常襲氾濫域で

の氾濫状況が聞き取り調査により明らかにされている。図 5-6 に、聞き取り調査結果による既往最

大洪水氾濫域を示した。 

聞き取り調査結果によると氾濫状況は次のようである。 

- 洪水被災発生頻度は年 2 回（55％）が最も多く、年 3 回以上の洪水に遭う住民（5％）もいる。

浸水深平均 0.6m、浸水時間は平均 16 日。住民の多く（73％）は豪雨の発生とともに洪水氾濫を

予感しているが、洪水警戒情報を行政機関から得たことはない（89％）。このため住民はテレビ

かラジオで洪水情報を得ようとしている（60％）。 
- 一旦洪水が発生しても家にとどまる住民（46％）が最も多く、避難所に逃げる（33％）、微高地

へ避難する（21％）住民が続く。家にとどまる住民は、盗難よりも、避難路の状態が悪く、障害

物による怪我や蛇、ワニ、カバとの遭遇が危険と考えている。 
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- 避難する住民のほとんど（79％）が徒歩で避難し所要時間は平均で 89 分である。平均浸水深が

0.6m なので歩行速度は極端に遅くなっている。避難所として最も利用するのが学校（36％）、次

いで微高地（29％）、教会（15％）の順である。避難所の生活は 1 ヶ月以上に及ぶ住民（49％）

が多い。 

5-3-3 活動状況 

JICA 統合洪水管理計画調査の報告書によると、コミュニティ対象の防災活動の最大のものとして、

USAID の支援のもと、Care Kenya と VIRED International（Kisumu をベースとした NGO）が 2004 年

9 月から 2008 年 9 月までの 5 年間で実施した Flood Mitigation Food for Works があり、Nyando 流域の

洪水被害地区を対象に道路改修、河川、排水路の掘削およびため池の造成を行っている。また、赤十

字社は他の NGO との連携で災害管理の訓練を行っているが、予算が充分でないため限定されたもの

にとどまっている。 

また JICA 統合洪水管理計画調査の中では、パイロット事業として、5 つのコミュニティについて

コミュニティ防災管理活動が行われた。その調査結果を踏まえ 2009 年から行われている JICA 環境

プログラム無償プロジェクトでは、流域内 24 コミュニティを対象としてコミュニティ洪水管理活動

が実施中である。両プロジェクトの対象コミュニティは図 5-6 に示すようである。JICA により行わ

れているコミュニティ洪水管理活動項目は以下のようである。 

①コミュニティ向け構造物対策 
コミュニティ・アクション・プランの内、優先度の高いものから選定。 
・ 避難所関連：避難所・井戸・トイレ・倉庫・給水タンク（全て高床式） 
・ 避難路関連：避難路の嵩上げ、カルバート、歩道橋、堰（上面を避難路兹用、洪水を灌漑水に

利用） 
②コミュニティ非構造物対策 

a. コミュニティ洪水管理組織の構築訓練 
・ コミュニティ洪水管理組織及び運営訓練 
・ コミュニティによる資金調達方法に関する訓練 
・ 洪水ハザードマップ・避難路・避難場所標識の作成・設置 

b. コミュニティの洪水管理訓練 
・ コミュニティ洪水管理訓練（洪水管理サイクル、応急処置） 
・ 洪水管理マニュアル作成 
・ 避難訓練の実施 

c. 構造物に対する維持管理訓練 
・ 維持管理マニュアル作成 
・ 維持管理訓練 

d. 防災教育プログラム 
・ 職員教育 
・ テキストブック作成 
・ 生徒への教育 

e. 洪水管理についてのラジオ番組作成 
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・ 長時間番組 
・ スポット CM 

f. ポスターによる洪水管理の啓発活動 
・ ポスター作成 
・ 地方自治体への配布 

5-3-4 コミュニティ活動からの教訓 

調査団の現地調査での情報より、今後のプロジェクトにおいて留意すべき点は以下のようである。 

- 調査団の住民へのインタビューでは、既往の JICA プロジェクト対象コミュニティでない場合に

おいても、JICA によるコミュニティ洪水管理活動の存在、避難の重要性について認識されてい

る状況であった。これは、主としてラジオ番組によるものと考えられるが、洪水管理の啓発活動

として非常にうまくいっているものと考えられる。 
- JICA 統合洪水管理計画調査において実施済みの構造物対策について、避難所の雨樋の破損、嵩

上げした避難路の法面の崩れなどの軽微な維持管理不足が見受けられた、コミュニティのオーナ

ーシップの欠如が伺えるものである。今後の活動においては、コミュニティによる構造物建設時

に、より一層の住民参加を促し、オーナーシップの醸成を図ることが必要なものと考えられる。

（例えば、プロジェクト側は資材提供・施設の設計の技術的支援、住民側は施設設計・施工。）

現在実施中の JICA 環境プログラム無償プロジェクトでは、法面についての維持管理技術の習得

も考え、住民により法面整形が実施されることになっている。 
- 既往の JICA プロジェクトにより実施済み・実施中である避難所関連施設は、全て個別の高床式

である。土木費用の問題はあるものと考えられるが、敷地全体の嵩上げを行った方が、施設とし

ての使い勝手はよいものと考えられる。その場合、土木費については住民の労力負担等を考慮す

ることも考えられる。また、敷地造成の土取り場の跡地は、乾季のためのウォーター・パンとし

て整備することも可能である。 
- コミュニティ洪水管理活動を実施する上で、現地の言葉を話すことができる現地支援組織は鍵と

なる要素である。今後のプロジェクトにおいて、支援組織については、能力・実績を重視して選

定することが必要である。 
- 洪水管理の学校教育教科書は、現在実施中の環境プログラム無償プロジェクトでは現地の言い伝

えを盛り込むなどの改善が進んでいる。今後についても、適用地域に合わせ、教科書の改善が進

められることが望まれる。 
- 現地調査によれば、氾濫区域の家屋の床面は、敷地の高さと同じであり、浸水に対しては非常に

脆弱な作りとなっている。また、かまどが無く床面で燃料釜やされるなど浸水に弱く、かつ燃料

の無駄の多い生活様式となっている。氾濫域の一部では、洪水時を考え床面の嵩上げを行い、成

果の上がっている家屋も見受けられた。床面の嵩上げ、かまどの製作等、洪水に強い生活への改

善指導も洪水管理訓練の一環として行うことが推奨される。 
- 既往の JICA プロジェクトの活動を通じて、コミュニティ洪水管理活動に関するマニュアルが整

備されてきている。今後のプロジェクトについては、両プロジェクト活動からのフィードバック

を踏まえて、活動マニュアルの更新（特に、構造物対策敷地・施設の権利関係、住民の費用分担

等）を行う必要がある。 
- 現在実施中の環境プログラム無償プロジェクトでは、WRMA Kisumu サブ流域事務所は、要員が
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兹任で多忙なこと、コンサルタントチームが充実しており事業実施に支障がないことなどから、

定例会議への参加を除き、現場活動への参加が希薄な状況である。今後のプロジェクトについて

は、WRMA 本部・地域事務所の支援の仕組みを作るなど、サブ流域事務所がプロジェクト活動

のオーナーシップを持って活動に取り組める環境を整える必要がある。 
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第6章 プロジェクト実施内容及び留意点 

6-1 プロジェクト内容（案） 

「統合洪水管理に基づく洪水管理、全国 6 流域に適用される。」ことを目標として、Nyando 流域に

て実施された開発調査および環境プログラム無償のコミュニティを主体とする洪水対策の成果を全

国に展開普及させる制度を構築すべく、以下の活動を行う。 

・ 恒久的な制度構築：予算、組織、人材育成 
・ 普及メカニズム構築のためのパイロット活動 

 
プロジェクトのコンセプトは下図に示すようである。 

 
図 6-1 プロジェクトのコンセプト 

6-1-1 実施体制 

（1） 実施監督機関および実施機関 
実施監督機関：水・資源省（MWI） 
実施機関：水資源管理公社（WRMA） 

 
（2） 業務実施体制 

下図に示す業務実施体制を想定している。JICA 派遣チーフ・アドバイザーを初めとする専門家

は、プロジェクト・ダイレクター、プロジェクト・マネージャーへの提言・助言、WRMA ワーキ
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ンググループへの技術的指導・助言を行う。 

 

図 6-2 プロジェクト実施体制 

 

6-1-2 協力内容（案）概要 

プロジェクト・デザイン・マトリックス（案）および実施計画表（案）は表 6-1 および表 6-2 に

示すようであり、協力内容の概要は以下のように想定している。 

（1） 協力機関：2011 年４月～2014 年３月（３年間） 
 
（2） 上位目標および指標 

上位目標： 
統合洪水管理に基づく洪水管理が、全国 6 流域に適用される。 

指標： 
・ WRMA の戦略計画に、洪水管理にかかる記述がなされる。 
・ ケニア全国 6 流域における流域管理戦略（CMS）及びサブ流域管理計画（SCMP）に洪水管

理が含まれる。 
・ ケニア全国 6 流域において、コミュニティ活動の経験・教訓を基に、コミュニティ防災にか

かる計画が策定される。 
・ ケニア全国 6 流域の地域事務所に対して、コミュニティ防災にかかる研修が WRMA 内部で

実施されるようになる。 
・ ケニア全国 6 流域における洪水管理のため活動資金が手当てされる。 

 
（3） プロジェクト目標および指標 

プロジェクト目標： 
プロジェクト対象地域 において、コミュニティによる洪水対策を普及するための WRMA の実

施体制が確立される。 
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指標： 
・ プロジェクト対象地域において、コミュニティ活動の経験・教訓を基に、コミュニティ防災

にかかる計画が策定される。 
・ プロジェクト対象地域において、コミュニティ防災にかかる研修が WRMA 内部で実施され

るようになる。 
・ プロジェクト対象地域において、洪水管理にかかるコミュニティ活動に必要な予算が配分さ

れる。 
 
（4） 成果および活動 
【成果１】 

WRMA の各層（本局、地域事務所、サブ地域事務所）の洪水管理全般に関する基礎的な能力向上

と組織強化が図られる。 
〈指標〉 

・ 洪水管理計画に基づいた人員配置、予算配分が策定される。 
・ プロジェクト対象地域の流域管理戦略（CMS）に洪水管理が組み込まれる。 
・ プロジェクト対象地域において、洪水管理にかかる活動資金が手当てされる。 

〈活動〉 
(1-1) ワーキンググループ（WG）が、本局・地域・サブ地域における洪水管理の現状分析を行

う。 
(1-1-1) 制度的枠組み 
(1-1-2) キャパシティ･アセスメント（人員配置、予算配分、職員の能力） 
(1-1-3) 研修ニーズ・アセスメント 
(1-1-4) グッドプラクティス、課題と教訓 

(1-2) WRMA が洪水管理にかかる将来計画を策定する。 
(1-2-1) 洪水管理計画、事業展開計画 
(1-2-2) 人員体制計画、予算計画 
(1-2-3) 事業費の概算と資金計画 

(1-3) WRMA が洪水管理の項目を含む流域管理戦略（CMS）を作成する。 
(1-4) WRMA が水・灌漑省に対し、国家水資源管理戦略に洪水管理にかかる項目を含むよう提

言する。 
(1-5) WRMA が WRMA 及び関連機関職員を対象に洪水管理にかかる研修の実施体制を整備す

る。 
(1-5-1) 研修計画の作成 
(1-5-2) 研修マニュアルの準備  
(1-5-3) 指導者養成のための研修の実施 
(1-5-4) 養成された指導者（活動 1-5-3）による研修の実施 
(1-5-5) 研修（活動 1-5-3 及び 1-5-4）の評価とフィードバック 
(1-5-6) 研修実施による他機関に対する支援の実施 

(1-6) WRMA が地域及びサブ地域で蓄積された知識を管理する仕組み（ナレッジ・マネジメン

ト）を制度化する。 
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(1-7) WRMA が洪水管理にかかる制度（組織、人員、予算、活動資金の手当て）を定着させる。 
 
【成果２】 
コミュニティ防災活動を支援するための、WRMA の体制及び能力が向上する。 

〈指標〉 
・ パイロット地区の洪水管理計画が作成される。 
・ コミュニティ防災活動を支援のための活動支援マニュアルが作成される。 
・ コミュニティ防災の活動マニュアル及び事例と教訓集が作成される。 
・ プロジェクト対象地域におけるコミュニティ防災による洪水管理の経験を持つ WRMA 職員

の数が＊＊人になる。 
 ＊ 目標値＊＊の設定は、プロジェクト開始後 3 ケ月以内を目処に行う。 

〈活動〉 
(2-1) WRMA がパイロット・サブ流域を選定する。 
(2-2) WG が洪水管理のための利害関係者間の調整機能を果たす委員会を設立する。 
(2-3) WRMA がコミュニティの現況を分析する（ベースライン調査）。 

(2-3-1) 洪水管理に係るコミュニティのキャパシティ・アセスメント 
(2-3-2) 災害履歴レビュー、洪水被害マップを含むリスク分析 

(2-4) 合同調整委員会がベースライン調査に基づきパイロット地区 を決定する。 
(2-5) WG がサブ流域管理計画（SCMP）に組み込まれるべきコミュニティによる洪水管理計画

作成を促進する。 
(2-5-1) グッドプラクティスの調査 
(2-5-2) 参加型計画策定 

(2-6) WG が洪水管理計画に基づくコミュニティ防災活動の実施を支援する。 
(2-7) WG がコミュニティ防災活動のモニタリングと評価を行う。 
(2-8) WG がコミュニティ防災活動支援のための支援マニュアルを作成する。 
(2-9) WG がコミュニティ防災の活動マニュアルと事例と教訓集を作成する。 
(2-10) WG がコミュニティ防災活動の事例と教訓を、ナレッジ・マネジメントの仕組み（活動

1-6）にフィードバックする。 
 
（5） 投入 

1） 日本側 
〔専門家派遣〕 
・ 長期専門家（チーフアドバイザー/洪水管理行政） 
・ 短期専門家（洪水管理技術・組織・制度/人材育成研修、コミュニティ防災、防災普及啓発） 
＊必要に応じて、他の分野（避難計画、水防活動、防災計画等）についても検討する。 

〔機材提供〕 
・事務所機材（パーソナルコンピュータ、プリンター等） 
・プロジェクト車輌 

〔研修員受入れ〕 
・本邦研修 
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〔その他：在外事業強化費〕 
・ローカルコンサルタント委託費（ベースライン調査・コミュニティ防災活動） 
・コミュニティ防災活動に必要な資機材費用 

2） ケニア国側 
〔人員〕 
・カウンターパートの配置 
・合同調整委員会・ワーキンググループの設置 

〔施設・機材〕 
・JICA 専門家プロジェクトオフィスと必要な機材 
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表
 
6-

1
（

1
/3
）

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（
案
）

 

ド
ラ
フ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

 (
PD

M
0
) (

1/
3)

 
作
成
日

: 
  

  
年

  
月

  
日

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

: 
ケ
ニ
ア
国
「洪
水
に
脆
弱
な
地
域
に
お
け
る
効
率
的
な
洪
水
管
理
の
た
め
の
能
力
開
発
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
期
間

: 
3
年

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

: 
 水
資
源
管
理
庁
（W

R
M

A
）ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

 
指
標

 
入
手
手
段

 
外
部
条
件

 

[上
位
目
標

] 
 

 
 

統
合
洪
水
管
理
に
基
づ
く
洪
水
管
理
が
、
全

6
流
域
に
適
用
さ
れ
る
。

 
 

1.
 

W
R

M
A
の
戦
略
計
画
に
、
洪
水
管
理
に
か
か
る
記
述
が
な
さ
れ
る
。

 
2.

 
ケ
ニ
ア
全
国

6
流
域
に
お
け
る
流
域
管
理
戦
略
（

C
M

S）
及
び
サ
ブ
流
域
管
理
計
画

（S
C

M
P）
に
洪
水
管
理
が
含
ま
れ
る
。

 
3.

 
ケ
ニ
ア
全
国

6
流
域
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
経
験
・教
訓
を
基
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
防
災
に
か
か
る
計
画
が
策
定
さ
れ
る
。

 
4.

 
ケ
ニ
ア
全
国

6
流
域
の
地
域
事
務
所
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
に
か
か
る
研
修

が
W

R
M

A
内
部
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

 
5.

 
ケ
ニ
ア
全
国

6
流
域
に
お
け
る
洪
水
管
理
の
た
め
活
動
資
金
が
手
当
て
さ
れ
る
。

 

1.
 W

R
M

A
の
戦
略
計
画

 
2.

 C
M

S、
SC

M
P 

3.
 W

R
M

A
の
活
動
記
録
、
研

修
実
施
記
録

 
4.

 研
修
実
施
記
録
、
成
果
評

価
記
録

 
5.

 財
務
記
録

 
 

ケ
ニ
ア
国
政
府
が

洪
水
管
理
の
普
及

を
重
視
す
る
政
策
を

変
更
し
な
い
。

 

[プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

] 
 

 
1.

 W
R

M
A
の
洪
水

管
理
ユ
ニ
ッ
ト
の

人
員
・予
算
が
配

分
さ
れ
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域

 に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
よ
る
洪
水
対
策
を
普
及
す
る
た
め
の

W
R

M
A
の
実
施
体
制
が
確
立
さ
れ
る
。

 
 

1.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
経
験
・教
訓
を
基
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
防
災
に
か
か
る
計
画
が
策
定
さ
れ
る
。

 
2.

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
に
か
か
る
研
修
が

W
R

M
A

内
部
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

 
3.

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
に
お
い
て
、
洪
水
管
理
に
か
か
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
予
算
が
配
分
さ
れ
る
。

 

1.
 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
の

戦
略
、
計
画

 
2.

 研
修
実
施
記
録
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
施
記
録
、
成
果
評
価

記
録

 
3.

 財
務
記
録

 
[成
果

] 
 

 
 

1.
 

W
R

M
A
の
各
層
（
本
局
、
地
域
事
務
所
、

サ
ブ
地
域
事
務
所
）
の
洪
水
管
理
全
般
に

関
す
る
基
礎
的
な
能
力
向
上
と
組
織
強
化

が
図
ら
れ
る
。

 

 

1-
1 
洪
水
管
理
計
画
に
基
づ
い
た
人
員
配
置
、
予
算
配
分
が
策
定
さ
れ
る
。

 
1-

2 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
の
流
域
管
理
戦
略
（

C
M

S）
に
洪
水
管
理
が
組
み
込

ま
れ
る
。

 
1-

3 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
に
お
い
て
、
洪
水
管
理
に
か
か
る
活
動
資
金
が
手
当

て
さ
れ
る
。

 

1-
1 
洪
水
管
理
計
画
、
洪
水
管

理
に
か
か
る
事
業
展
開
・

人
員
・予
算
計
画

 
1-

2 
流
域
管
理
戦
略

 (
C

M
S)

 
1-

3 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録
、

予
算
計
画

 

1.
 研
修
を
受
講
し

た
職
員
が

W
R

M
A
で
の
勤

務
を
継
続
す
る
。

 
2.

 パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区

に
お
け
る
住
民

の
協
力
が
得
ら

れ
る
。

 
 

2.
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
活
動
を
支
援
す
る
た
め

の
、

W
R

M
A
の
体
制
及
び
能
力
が
向
上
す

る
。

 

2-
1 
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
の
洪
水
管
理
計
画
が
作
成
さ
れ
る
。

 
2-

2 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
活
動
を
支
援
の
た
め
の
活
動
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ

れ
る
。

 
2-

3 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
の
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
事
例
と
教
訓
集
が
作
成
さ
れ
る
。

 
2-

4 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
に
よ
る
洪
水
管
理
の
経

験
を
持
つ

W
R

M
A
職
員
の
数
が
＊
＊
人
に
な
る
。

 

2-
1 
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
洪
水
管

理
計
画

 
2-

2 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録

 
2-

3 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録

 
2-

4 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録
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表
6

-1
（

2
/3
）

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（
案
）

 

ド
ラ
フ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

 (
PD

M
0)

(2
/3

) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

 
投
入

 
外
部
条
件

 

[活
動

] 
[投
入

] 
 

 
(1

-1
) 
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（W

G
）
 が
、
本
局
・
地
域
・
サ
ブ
地
域
に
お
け
る
洪
水

管
理
の
現
状
分
析
を
行
う
。

 
(1

-1
-1

) 
制
度
的
枠
組
み

 
(1

-1
-2

) 
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
･ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
人
員
配
置
、
予
算
配
分
、
職
員
の
能
力
） 

(1
-1

-3
) 
研
修
ニ
ー
ズ
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 
(1

-1
-4

) 
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
、
課
題
と
教
訓

 
(1

-2
) 

W
R

M
A
が
洪
水
管
理
に
か
か
る
将
来
計
画
を
策
定
す
る
。

 
(1

-2
-1

) 
洪
水
管
理
計
画
、
事
業
展
開
計
画

 
(1

-2
-2

) 
人
員
体
制
計
画
、
予
算
計
画

 
(1

-2
-3

) 
事
業
費
の
概
算
と
資
金
計
画

 
(1

-3
) 

W
R

M
A
が
洪
水
管
理
の
項
目
を
含
む
流
域
管
理
戦
略
（

C
M

S）
を
作
成
す

る
。

 
(1

-4
) 

W
R

M
A
が
水
・
灌
漑
省
に
対
し
、
国
家
水
資
源
管
理
戦
略
に
洪
水
管
理
に

か
か
る
項
目
を
含
む
よ
う
提
言
す
る
。

 
(1

-5
) 

W
R

M
A
が

W
R

M
A
及
び
関
連
機
関
職
員
を
対
象
に
洪
水
管
理
に
か
か
る

研
修
の
実
施
体
制
を
整
備
す
る
。

 
(1

-5
-1

) 
研
修
計
画
の
作
成

 
(1

-5
-2

) 
研
修
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
準
備

  
(1

-5
-3

) 
指
導
者
養
成
の
た
め
の
研
修
の
実
施

 
(1

-5
-4

) 
養
成
さ
れ
た
指
導
者
（
活
動

1-
5-

3）
に
よ
る
研
修
の
実
施

 
(1

-5
-5

) 
研
修
（
活
動

1-
5-

3
及
び

1-
5-

4）
の
評
価
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

 
(1

-5
-6

) 
研
修
実
施
に
よ
る
他
機
関
に
対
す
る
支
援
の
実
施

 
(1

-6
) 

W
R

M
A
が
地
域
及
び
サ
ブ
地
域
で
蓄
積
さ
れ
た
知
識
を
管
理
す
る
仕
組
み

（
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 ）
を
制
度
化
す
る
。

 
(1

-7
) 

W
R

M
A
が
洪
水
管
理
に
か
か
る
制
度
（組
織
、
人
員
、
予
算
、
活
動
資
金
の

手
当
て
）を
定
着
さ
せ
る
。

 
 

日
本
側

 
 1．

 専
門
家

 
1)

 チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

/洪
水
管
理

行
政

 
2)

 洪
水
管
理
技
術
・組
織
・
制
度

/人
材
育
成
研
修

 
3)

 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災

 
4)

 防
災
普
及
啓
発

 
* 
必
要
に
応
じ
て
他
の
分
野

(避
難

計
画
、
水
防
活
動
、
防
災
計
画
等

)
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

 
 2．

 機
材

 
1)

 パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

 
2)

 プ
リ
ン
タ
ー
等

 
3)

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
車
輌

 
 3．

 本
邦
研
修

 
 4．

 ロ
ー
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
託
費

（
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
活
動
） 

5．
 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
活
動
に
必
要
な

資
機
材
費
用

 

ケ
ニ
ア
側

 
 1．

 カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
配
置

 
 

2．
 合
同
調
整
委
員
会
・
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置

 
 3．

 JI
C

A
専
門
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

オ
フ
ィ
ス
と
必
要
な
機
材

 
 4．

 
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
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表
6

-1
（

3
/3
）

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（
案
）

 

ド
ラ
フ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

 (
PD

M
0)

 (3
/3

) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

 
投
入

 
外
部
条
件

 

[活
動

] 
(2

-1
) 

W
R

M
A
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
サ
ブ
流
域

 を
選
定
す
る
。

 
(2

-2
) 

W
G
が
洪
水
管
理
の
た
め
の
利
害
関
係
者
間
の
調
整
機
能
を
果
た
す
委
員

会
を
設
立
す
る
。

 
(2

-3
) 

W
R

M
A
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
況
を
分
析
す
る
（ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
）。

 
(2

-3
-1

) 
洪
水
管
理
に
係
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・ア
セ
ス
メ
ン
ト

 
(2

-3
-2

) 
災
害
履
歴
レ
ビ
ュ
ー
、
洪
水
被
害
マ
ッ
プ
を
含
む
リ
ス
ク
分
析

 
(2

-4
) 
合
同
調
整
委
員
会
が
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
に
基
づ
き
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
を
決
定

す
る
。

 
(2

-5
) 

W
G
が
サ
ブ
流
域
管
理
計
画
（

SC
M

P）
に
組
み
込
ま
れ
る
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
よ
る
洪
水
管
理
計
画
作
成
を
促
進
す
る
。

 
(2

-5
-1

) 
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
調
査

 
(2

-5
-2

) 
参
加
型
計
画
策
定

 
(2

-6
) 

W
G
が
洪
水
管
理
計
画
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
活
動
の
実
施
を
支
援

す
る
。

 
(2

-7
) 

W
G
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
評
価
を
行
う
。

 
(2

-8
) 

W
G
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
活
動
支
援
の
た
め
の
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

る
。

 
(2

-9
) 

W
G
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
の
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
事
例
と
教
訓
集
を
作
成
す

る
。

 
(2

-1
0)

 W
G
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
活
動
の
事
例
と
教
訓
を
、
ナ
レ
ッ
ジ
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
仕
組
み
（活
動

1-
6）
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

 
 

 
 

 

*指
標
値
の
詳
細
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後

3
ヶ
月
以
内
に
決
定
す
る
。
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表
 
6-

2
 
実
施
計
画
表
（
案
）

 

対
象
国
：
ケ
ニ
ア
共
和
国

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
期
間
：

3年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
：
洪
水
に
脆
弱
な
地
域
に
お
け
る
効
率
的
な
洪
水
管
理
の
た
め
の
能
力
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
：
水
資
源
管
理
庁
（

W
RM

A
）
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

N
o.

活
動

20
11

20
12

20
13

20
14

I
II

III
IV

I
II

III
IV

I
II

III
IV

I
II

III

成
果

-1
：

W
RM

A
の
各
層
（
本
局
、
地
域
事
務
所
、
サ
ブ
地
域
事
務
所
）
の
洪
水
管
理
全
般
に
関
す
る
基
礎
的
な
能
力
向
上
と
組
織
強
化
が
図
ら
れ
る
。

 1
-1

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（

W
G）
が
、
本
局
・
地
域
・
サ
ブ
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
洪
水
管

理
の
現
状
分
析
を
行
う
。

 1
-2

W
RM

A
が
洪
水
管
理
に
か
か
る
将
来
計
画
を
策
定
す
る
。

 1
-3

W
RM

A
が
洪
水
管
理
の
項
目
を
含
む
流
域
管
理
戦
略
（

CM
S）
を
作
成
す
る
。

 1
-4

W
RM

A
が
水
・
灌
漑
省
に
対
し
、
国
家
水
資
源
管
理
戦
略
に
洪
水
管
理
に
か
か
る
項
目
を
含

む
よ
う
提
言
す
る
。

 1
-5

W
RM

A
が

W
RM

A
及
び
関
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6-1-3 プロジェクト対象地域の選定 

プロジェクト対象地域は、パイロット・サブ流域内より選定することとし、パイロット・サブ流域

は、洪水被害の深刻さ、ケニアにおける洪水対象地域としての優先度、プロジェクト実施上の利便性・

安全性等の観点から比較検討し選定する。プロジェクト対象地域選定手順は、以下を想定している。 

① 2010 年 12 月までに、WRMA が 5 つのサブ流域を含むショート・リストを作成し、JICA に提

出する。その際には、「災害履歴」・「そのサブ流域の重要性」・「WRMA サブ地域事務所からサ

ブ流域へのアクセス」・「治安」を選定クライテリアとする。（洪水履歴については本詳細計画

調査団が、サンプルを WRMA に提示している。） 
② プロジェクト開始後速やかに、JICA 専門家と WRMA が協議を行い、ショート・リストの中か

ら、2 つのパイロット・サブ流域を決定する。 
③ プロジェクト開始後 3 ヶ月以内を目処に、JICA 専門家と WRMA がパイロット・サブ流域のベ

ースライン調査を行い、コミュニティ防災活動のパイロット事業を行うプロジェクト対象地域

を選定の上、合同調整委員会において承認を得る。なお、現時点では、一つのパイロット・サ

ブ流域につき、河川の上下流部・左右岸として 4 箇所を想定している。 

6-2 プロジェクト実施に向けての留意点 

プロジェクト実施に向けての留意点は、以下に示すようである。 

・ 専門家の構成・役割： 
JICA より派遣された長期・短期専門家、およびローカル専門家とし、その構成およびその役

割は、下記のように想定している。短期専門家については、WRMA 本部、地域事務所による

サブ地域事務所の支援体制構築、WRMA サブ事務所の自立にしたがい、徐々にフェードアウ

トしていくものとする。 
・ チーフ・アドバイザー／洪水管理行政担当（長期専門家）：主として、WRMA 本部にて活動を

行い、JICA 専門家の活動を総括する。WRMA の洪水管理に係る持続的な組織体制の強化（人

員、予算、戦略、情報共有等）、およびプロジェクト対象地域で行われるコミュニティ活動に

ついて WRMA への技術的指導・助言を行うとともに、洪水管理行政についてプロジェクト・

ダイレクターおよびプロジェクト・マネージャーに提言および助言を行う。とくに WRMA の

予算要求時期である。 
 

3 月については、WRMA のプロジェクト資金確保のため必要な助言を与える。また、水セクター

および環境関連プログラムについて、他のドナーとの連携・協調を担当する。 

・ 洪水管理技術／組織・法制度／人材育成研修担当（短期専門家）：WRMA 本局・地域・サブ地

域事務所にて活動を行う。WRMA の洪水管理に係る持続的な組織体制構築、WRUA に関する

コミュニティ洪水管理活動への資金提供メカニズムの構築、研修システム構築・実施の技術的

指導・助言を行う。 
・ 防災普及啓発担当（短期専門家）：主として、WRMA サブ流域事務所において活動する。パイ

ロット・サブ流域の選定、ベースライン調査、プロジェクト対象地域の選定、コミュニティ活

動の実施、研修システム構築・実施の技術的指導・助言を行う。 
・ コミュニティ防災担当（短期専門家）：主として、WRMA サブ流域事務所で活動する。コミュ
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ニティ活動の実施、研修システム構築・実施の技術的指導・助言を行う。 
・ その他の短期専門家：必要に応じ避難計画、水防活動、防災計画等の分野担当を考えるものと

する。当コミュニティ防災活動のトレーニングの講師を担当するとともに、プロジェクト対象

地域で行われるコミュニティ活動について技術的指導・助言を行う。 
・ ローカル専門家：WRMA サブ流域事務所にあって、コミュニティ洪水管理活動について技術

的指導/助言を行う。防災普及スーパーバイザー：1 
 
サブ流域に 1、構造物対策施工監理（土木）：1 サブ流域に 1 名、構造物対策施工監理（建築）：2

サブ流域に 1 を想定する。 

- コミュニティによる洪水管理活動の実践的な普及計画の策定： 
 現在、ケニア国の洪水管理活動は、事後対応として行われている。これを、コミュニティによる

洪水管理活動を初めとした事前対応に予算・人員がシフトできるような仕組みを提案する必要が

ある。そのため、全国の洪水氾濫域、洪水原因、洪水被害（被災者数、被災コミュニティ数、被

害額等）を調査するとともに、コミュニティによる洪水管理活動による減災目標を明確にし、コ

ミュニティによる洪水管理活動の実効性を担保する普及計画策定が必要である。プロジェクト活

動は、その普及計画を支援するものとして実施していくものとする。 
- プロジェクト対象地域の選定 
 プロジェクト対象地域の選定は、ベースライン調査結果に基づき行われる。選定にあたっては、

パイロット・サブ流域の WRUA 代表者、全コミュニティの代表を集め、プロジェクトの目標、

活動内容、活動スケジュール、対象地域選定条件を明らかにし、コミュニティ住民のプロジェク

ト活動へのコンセンサスを得ることが必要である。 
- プロジェクト対象地域での防災グループ 
 プロジェクト活動の実施にあたり、プロジェクト対象地域のコミュニティに防災グループを形成

することが必要である。既にコミュニティ内に何らかのグループが形成されている場合は、グル

ープの来歴や活動履歴を確認し、そのグループのコミュニティ防災活動普及への利用を判断する。

ケニア国では、ほとんどのコミュニティには、既存の水資源利用グループ（灌漑関連や給水関連）

やその他のグループ（社会活動：ジェンダー社会開発局などの支援による、PTA：学校の父兄会

など）が有るので、それらのグループの活動の一部としてコミュニティ防災活動を追加するよう

にする。 
- コミュニティ洪水管理活動の項目： 
 コミュニティ洪水管理活動の項目は、現在 Nyando 流域で実施中の環境プログラム無償と同様、

以下を想定するが、コミュニティの実情に合わせ、適宜調整するものとする。 
① コミュニティ向け構造物対策：コミュニティ・アクション・プランの内、優先度の高いもの

から選定。 
② コミュニティ非構造物対策 

a. コミュニティ洪水管理組織の構築訓練：コミュニティ洪水管理組織及び運営訓練、コミ

ュニティによる資金調達方法に関する訓練、洪水ハザードマップ・避難路・避難場所標

識の作成・設置。 
b. コミュニティの洪水管理訓練：コミュニティ洪水管理訓練（洪水管理サイクル、応急処

置）、洪水管理マニュアル作成、避難訓練の実施。 
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c. 構造物に対する維持管理訓練：維持管理マニュアル作成、維持管理訓練。 
d. 防災教育プログラム：職員教育、テキストブック作成、生徒への教育。 
e. 洪水管理についてのラジオ番組作成：長時間番組、スポット CM。 
f. ポスターによる洪水管理の啓発活動：ポスター作成、地方自治体への配布。 

 
ケニアのコミュニティがかかわる水資源は、飲料用水としての給水と農業用水としての灌漑の

比重が大きく、活動のインセンティブが目に見える形となっている。洪水管理活動は、水資源を

利用する活動の 1 部であるが、構造物対策を除き、目に見える形でのインセンティブとなっては

いない。非構造物対策に、既存の JICA 生活改善関連のプロジェクトの成果を参考として、洪水

に強い生活への改善（例えば、家屋の嵩上げ、かまどの製作、道路補修等）の項目等を組み入れ、

非構造物対策への関心を高めることが望ましい。 

- コミュニティ構造物対策への住民参加： 
 コミュニティ対策として建設された構造物の維持管理は、住民にゆだねられる。構造物の維持管

理技術の習得、構造物についてのオーナーシップの醸成を図るため、構造物対策に係る住民の役

割分担をできるだけ図ること望ましいと考えられる。（例えば、プロジェクト側は資材提供・施

設の設計の技術的支援、住民側は施設設計・施工。） 
- NGO・ローカルコンサルタント等のローカルリソースの有効活用： 
 コミュニティ洪水管理活動を普及させるとともに自立発展性を確保するためには、活動をファシ

リテートする現地の NGO・ローカルコンサルタントが不可欠であり、その良否が、プロジェク

ト活動の普及・自立発展性の鍵ともなりうるものである。プロジェクトの普及・自立発展性を確

保するため、NGO・ローカルコンサルタント選定には、能力・実績を重視して選定するととも

に、プロジェクト期間全体を通じて NGO・ローカルコンサルタントとともにコミュニティ開発

の方向性を構築することも必要となるものと考えられる。ケニアにおけるコミュニティ開発分野

では、”ParticipatoryMoni toringand Evaluationof C ommunityP roject”, Paulines Publications Africa, 
2008, Nairobi の著者でもある Dr. Francis W. Mulwa 氏が著名なようであり、支援・協力を仰ぐこ

とも可能と考えられる。 
- ガイドライン・トレーニング教材の作成： 
 実施済みの Nyando 流域開発調査、実施中の環境プログラム無償において、コミュニティ洪水管

理活動に関するガイドライン・トレーニング教材が作成されている。プロジェクトにおいては、

その成果を十分に利用するとともに、実施中の環境プログラム無償からのフィードバックを行い、

ガイドライン・トレーニング教材を整備する。 
- トレーニング・本邦研修： 
 現地のトレーニング、本邦研修は、①雨季：3-5 月および 11 月、②予算要求：2-3 月、③予算折

衝：4-5 月、④会計年度初め発注等： 6 月、⑤クリスマス・ニューイヤー：12 月-1 月を考慮す

ると、 
・ ケニアでのトレーニング：6 月終わりから 8 月あるいは 3 月 
・ 本邦研修：9-10 月あるいは 1 月終わりから 2 月の実施が想定される。 

 トレ－ニング内容は、WRMA 職員、MWI 職員を対象とし、以下が考えられる。 
・ 1 日：導入・洪水対策概論 
・ 2 日：コミュニティ防災（理論、実例） 
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・ 3 日：現場視察（フィールド：Nyando 流域） 
・ 4 日：演習 
・ 5 日：まとめ（今後のアクションプラン含む） 

 本邦研修内容は、MWI および WRMA 職員が対象で、防災への知識が充分でないと考えられる

ので、日本の河川管理、防災全般について、カリキュラムを組むことを推奨する。想定される内

容は、以下のようである。 
・ 日本の防災行政（内閣府関連） 
・ 日本の河川行政（含む防災体制・統合洪水管理） 
・ 日本の防災技術（防災科学技術研究所） 
・ 洪水管理施設・水文観測システム等の見学（国交省河川事務所） 
・ 避難体制・地域防災（自治体、コミュニティの取組）（JICA 兵庫関連） 
・ ハザードマップ作成（JICA 兵庫関連） 

- WRMA の組織再編： 
 GTZ が WRMA の組織再編に係る調査を実施中である。全体的な方向性としては、WRMA 本部

はガイドラインや基準の制定などの regulator としての機能に特化してスリム化を図り、地域事

務所およびサブ流域事務所を流域水資源管理に係る調整主体として強化していくというもので

ある。プロジェクトに大きくは影響する事態にはなることはないと考えられるが、今後の動向を

注視し、WRMA の洪水管理に係る組織強化にあたるものとする。 
- 早期警戒システム： 
 Nyando 流域においても、住民が避難の是非を決める情報を入手することが困難であることが判

明している。プロジェクトにおいても、早期警戒システムの内容は別として WRMA から住民へ

の情報提供手段を確保する観点で取り組むことは有用であると考えられる。現地での情報を総合

すると、一般的なラジオ放送の利用が、WRMA から住民への情報提供の現実的な形であるもの

と考えられる。ラジオ局と連携をするとともに、ラジオのないコミュニティには安価なラジオお

よび太陽光充電システム（スーパーにて一般的に売られている）を提供するなどの方法が考えら

れる。 

6-3 評価５項目による分析 

6-3-1 妥当性 

以下の理由により、妥当性が高いと見込まれる。 

・ ケニア国では、長期計画である「ケニアVision2030」及び同Visionを基にした「ケニアVision 2030
第一期中期国家開発計画（2008-2012）」において、持続的な経済成長と貧困削減を最重要課題

としている。毎年発生する洪水は、経済成長や貧困削減の阻害要因となっていることから、洪

水対策は国家開発計画の方針に整合するものである。 
・ ケニア国では、全国で洪水による被害が発生しており、気候変動の影響で洪水は益々増加する

ことが懸念されている。気候変動に対しては、大規模な堤防建設などの構造物対策だけでは対

応できない上に財政的にも困難であることから、｢犠牲者ゼロ｣を目指すコミュニティ防災活動

などの非構造物対策にも注力することは妥当であり、ケニア国のニーズに合致している。 
・ 対ケニア国「事業展開計画」（2009）において援助重点分野とされている「環境保全」分野の
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うち、「水資源管理プログラム」に関連するプログラムとして位置付けられ、今後は、「気候変

動対策関連プログラム」の中で本件を位置づける予定であることから、わが国の援助方針に合

致している。 
・ 本プロジェクトは、国連防災会議の成果文書である兵庫行動枠組（2005 年採択）の戦略目標や

優先行動に合致しており、防災に関する世界的な取り組みの潮流と整合している。 
・ 統合洪水管理（IFM）は、我が国の防災において進められてきている政策であり、我が国がリ

ソースや技術に関し優位性を持つ取組みである。 
・ パイロット・サブ流域は、ベースライン調査に基づき、洪水被害が発生し、コミュニティ防災

活動実施の必要性が高い流域を選定することとしている。 
・ TICAD IV の横浜行動計画において、強化すべき分野のひとつに「自然災害への対応策」が含

まれており、「コミュニティレベルでの自然災害への対処能力の強化を支援する。」という記載

がなされている。本プロジェクトは同計画の方向性に合致している。 

6-3-2 有効性 

以下の理由により、有効性は高いと見込まれる。 

・ WRMA が効果的かつ持続的にコミュニティ防災を実施できるようになるためには、知識（技

術）・組織体制・予算が必要になる。成果１では、洪水管理に関する全般的な知識（技術）・組

織体制・予算にかかる能力向上を、成果２では、コミュニティ防災に関する知識（技術）・組

織体制にかかる能力向上を図ることとする。 
・ WRMA は各層レベル（本局・地域・サブ地域）に事務所があり、レベル間の関係・役割は既

に定着しているといえる。しかし、洪水管理にかかる知識、ノウハウを十分に有しているとは

いえず、各層において、洪水管理に必要な知識を身につける（成果１）と同時に、コミュニテ

ィ防災活動を実施するコミュニティを支援する体制を構築する（成果２）ことで、プロジェク

ト対象地域において、コミュニティによる防災活動を展開・普及する能力が WRMA に身につ

くと期待できる。 
・ 成果１で築いた基礎的な組織能力を基盤として成果２で実際にコミュニティ防災を実施支援

し、その知見・経験を、本部・プロジェクト対象地域・サブ流域事務所の WRMA 職員で構成

されるワーキンググループにより組織的に共有するというナレッジ・マネジメントの仕組を確

立するだけでなく、それを実行するために必要な組織戦略や予算計画にも取組むことで、プロ

ジェクト目標である効果的かつ持続的なコミュニティ防災の実施が期待できる。 

6-3-3 効率性 

以下の理由により、効率性は高いと見込まれる。 

・ ケニア国では、本プロジェクトの先行案件として、ヴィクトリア湖沿岸域のニャンド川流域で

開発調査と無償資金協力を実施した実績から、地域が限られているが、洪水対策にかかるコミ

ュニティ活動の好事例も存在しており、それらで培った経験・教訓と人材などを活用すること

ができる。 
・ 従来、国家水資源管理戦略、CMS 及び SCMS に洪水管理が含まれていなかったが、本プロジ

ェクトにおいて、洪水管理がそれら戦略に含まれるようにすることを想定している。これによ

り、WRMA の洪水管理にかかる活動を戦略に沿って実施できるようになることが期待できる。 
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・ ケニア国には、研修やコミュニティ活動をファシリテートする NGO やローカルコンサルタン

トが多く存在しており、現在実施中の無償資金協力「ニャンド川流域気候変動に適応したコミ

ュニティ洪水対策計画」においても NGO やローカルコンサルタントが重要な役割を果たして

いる。本プロジェクトにおいても、現地リソースの活用を図り、コスト削減が可能である。 
・ ケニア国では 3月から 5月の大雨季、11月の小雨季があり、陸路による国内移動は難しくなる。

パイロットサイトが遠隔地であることを踏まえ、各活動の実施時期を調整し、効率的に活動を

進める。 

6-3-4 自立発展性 

以下の理由により、自立発展性は高いと見込まれる。 

・ 「ケニア Vision 2030」は、国家計画の青写真であるとともに中期開発計画策定に反映されるも

のである。また、ケニア国においては、首相を含む政府上層部が気候変動対策に熱心に取組ん

でいる。したがって、ケニア国において貧困削減の阻害要因である洪水に対して対策を講じる

ことは、今後も重要視される可能性が高い。 
・ WRMA の地域事務所では、局舎の改築なども進んでおり、インターネット環境の整備なども

進んでいるところである。本プロジェクト終了後も、WRMA のナレッジ・マネジメントに必

要なインフラがより改善されることが期待できる。 
・ WRMA 本局に新設された FMU は、現時点において、人員配置及び予算計画を完成させておら

ず、WRMA 地域事務所では、洪水対策にかかる業務を十分に実施できていない状況である。

今後、本プロジェクトを通じて、組織運営に必要な諸経費が必要になってくるところ、プロジ

ェクト活動を通じて、予算措置にかかる働きかけを進めていくことを想定している。また、気

候変動適応策について、各開発パートナーが取り組みを行っていることから、関連パートナー

との連携も進めていくこととしたい。 
・ コミュニティで実施される構造物対策及び非構造物対策の技術的な部分については、ローカル

コンサルタントが、持続的な活動をする上で重要な役割を担う。ケニア国には、このような活

動を実施する非政府組織（NGO）が多く存在しているので、コミュニティで実施する技術的な

サポートの持続性も期待できる。 

6-3-5 インパクト 

正のインパクトが、以下のとおり見込まれる。 

・ WRMA 本局の指示命令系統はしっかりとしており、プロジェクト対象地域以外の事務所につ

いても、本プロジェクトに巻き込みながら進めていくことが期待できる。WRMA 本局とプロ

ジェクト対象地域間で実施体制や組織体制が確立できれば、それがプロジェクト対象外の地域

に対しても円滑に普及・展開されることが期待できる。 
・ 本プロジェクトで実施するパイロット地区における洪水対策にかかる活動がケニア国全国で

普及・展開されることで、洪水被害の減尐が期待できる。 
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技術協力プロジェクト

洪水に脆弱t.tJ也械における効率的な洪水管理のた
めの能力開発
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APPLICATION FORM FOR JAPAN'S TECHNICAL COOPERATION 

Day 24 Month July Year 2008 

The Govenunent of RepubIic of Kenya 

Capacity Development for Effective Flood Management in Flood 
Prone Area 

4. ImplementingAgency: Ministry ofWater and 1n恕αtion

Address: Maji House， P. 0. Box 49720 00100 Nairobi 

1. Dateof Entry: 

2. Applicant: 

3. Project Title: 

Contact Person: (New Director 10 be assigned)， Director Water Resource 

Tel. No.: +254-020-2716103Fax No. 

E-Mail: 

t:; R4lI，..)rn...n......rI .....c ......."'" D_.n.:....備会

(1) Current probZems that need to be addressed by the projecl 

Issue 1: Globa1 CIimate Change and Limited Support to Flood Management 

Yala Swamp in Westem 
Provin and tlie lower p紅白 of
the Tana River are susceptible to floods. In addition to these areas， the following areas 
were identified as potential flood damage area in the National Water Master Plan (1992). 

Figure 1 Location Map of Flood Prone Area in Kenya 
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The location ofthoseareas is ilIustrated in Figure 1. 

./ River mouths ofSondu， Kuja and Lumi rivers 

./ Mombasa urban紅 'ea

J Middle and lower Turkel and lower Kerio rivers 

v〆 Dowmnost Athi river 

v〆 Middle and lower Ewaso Ngiro North river 

v〆 Lamuisland 

In 1997/98 theEIN泊。長henomenoncaused worst flood in many parts of Kenya. The 
flood caused心S$ 151:4mil1ion of damage， destructIon to property， loss of lives， famine 
and waterbome'-偽記 epidemics.With inadequate prep訂 ationfor白 El・Ninof100ds 
national resources were over~stretched in the response phase. 

Following the品rmulationof the Water Act 2002， which provides nationwide 
management strategies for water resources and river basins， the World Meteorological 
Organization (WMO) formulated the Strategy for Flood Management for Lake Victoria 
Basin， Kenya (2004)， which in:なoducedthe s仕ategyofthe Integrated Flood Management 
(IFM). Based on由es仕ategy，the World Bank formulated Western Kenya Gommunity 
Driven Development and Flood Mitigation (WKCDDIFM) Project in February 2007. 
WKCDDIFM project covers flood prone釘 eaofNzioa and Yala river basins. 

In line wi出 theconcept of the IFM， the Ministry of Water and Irrigation (MWI) in 
association with the Water Resources Management Authority (WRMA) requested to 
execute the Study on Integrated Flood Management (IFM) for Nyando River Basin under 
the technical assistance of JICA since July 2006. The Study wiI1 be completed in October 
2008. l11e Study isproviding various tangible outcoines including flgS'ctde空stεT哩空 Iin 
theflood pron<??!~_li， ma~tërl'lan Îor!FM，~Q虫盟釦 flOQ9_"___hlg羽詰叩 and 示函 plaI!，
想生J.?i!2tpr..Qj皇位~..c_overing community driven flood management扇官五回ded記玩五n
program for.JlqQQ戸lanagement: ーー ー-一一一~一一--------
However， above e島 rtsto flood management的 limitedin the flood紅eaof the Lake 
Victoria Basin， and， accordingly， other areas stiIl need foundation for flood management 
in order to reduce f100d risks. 

Issue 2: On，.goin怠 WaterSector Refonn 

In developing the National Water PoIicぁ itwas crucial to make a cIear distinction 
between Wa防 ResourcesManagement and Water Supply and Sewerage Development. 
This folIowed a nation-wide assessment of water resources as contained in the National 
Water Master Plan Study (.五CA，1992). Given th剖 waterresources management issues 
are multi-sectoral and bearing in mind由atthe prevai1ing management responsibi1ities 
were企agmentedamong different sectoral agencies， it becam.e imperative that an 
integrated approach be applied in tandem with the global trend. 

The Kenya water sector is under radical reform driven by respectively the national policy 
on water resources management and development (1999)釦 d出edraft s回.tegieson 
water resources management{December 2004)叩 dwat町 services(December 2004). 
These policies and strategies紅'eeither supported by or prepared in accordance with the 
new Water Act of 2002 (Cap 372) and the draft Zero InvestIilent Plan (2003). The Act 
detaiIs clear separation offunctions ofboth theCountrγStra臼gieswhose op訂ationshave 
been decentralized to create a participatory and consu1tative approach to the management 
and development of water resources. 
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The main tluust of the reforms is to sep紅 atewater resources management企omwater 
services deliveη， and to focus the role of MWI on po1icy formulation. Detai1ed 
regulations are !eft to a number of para-stataI institutions representing different 
stakeholder interests. Implementation is intended to be demand driven and utilising water 
service providers in the private and NGO. Other aims of the refonns are to improve 
effectiveness and e伍ciencyofwater servIces deIivery. 

The reforms are gathering momentum， WRMA， the Water Service Board (WSB)， the 
Water Services Trust Fund (WSTF)， and the Water Services Regulatory Board were 
estab1ished. Most of the MWI staff was o:fficially seconded to the new institutions as 
企om01 July 2005， and the Ministry itself is likewise in a process of m司or
re-organisatlon. 

However， the reform main1y focuses the appropriate allocation of water resource during 
low fIow period， especially during drought. lt is not much aware to the integrated f100d 
management (IFM) and its丘ameworkfor fIood emergency management. A1though the 
JICA IFM Study for Nyando River Basin is creating understandin節 ofnecessitvon f1nnn 

"ーー--....一一.......，】..曹、"，"'J.~且VVU .lV.l.aua~caUCUl 

The Water Resource User Associations (WRUAs) are recognized In the Water Act 2002 
and intended to be associations ofwater users， riparian land owners， or other stakeholders 
who have formal1y and voluntari1y associated for the pu中osesof cooperatively sharing， 
managing and conserving common water resources. The Act suggests that WRMA may 
facilitate and provide administrative， logistical， financial and other support to WRUAs. 
WRUAs are categorised into an institutionaJ body at local or regional level and could be 
formed around a Iake， water resource， a defined groundwater aquifer， a spring or a river. 

WRMA has been assisting WRUA establishment and development according to出e
WRUA development cycle. Currently， the financing system of WRUAs is under 
development， while the folIowing financing schemes wilI be options for WRUAs. 

Table 1 M~or Financing Options for WRUAs 

Source Descriptions 
Intemal fund Membership rcgistration fee， annual subscriptions， voluntary contributions， payment for 

servic区givenby WRUAs 
WRMA Support directly or indirectly on capacity building activilies， planning workshops， riparian 

demarcation， catchment protection， dcsigns and proposal development for larger water resource 
infrastruclure (dams， flood protection etc.) 

Water Services Fund from WSTF is being developed. WSTF will support the followings upon submission of 
Trust Fund proposal vetted by WRMA. 
(WSTF) -Implementation of sub-catchment management plan， 

ー
-Building compliance to regulations • -Development ofsmall 10 medium scale storagc or tlood protection 
-Catchmcnt conservation and river bank prolection 
-Training and capacity building 
-Olhers 

Source: WRUA Development Cycle Framework， Working Document， WRMA May 2007. 

Ap訂 tfrom the major options listed above， financial supports from Constituency 
Development Fund (CDF)， Community Development Trust Fund， and NGOs will be 
opened to WRUAs. 

Tluough JICA IFM Study for Nyando River Basin， WRMA-LVSC Regional 0節目 lS
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Source: JICA Study Team 2006 

Procedures of Community.もasedFlood Hazard Mapping 
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Countenneasures 2: lnstitutiona1 development on IFM 

Since the f100ding is one of the serious disasters in Kenya and because it requires a 
cornp白hensiveapproach to conduct asおrdisast町 management. In the current 
企ameworkof disaster managernent， there is no presence of WRMA as a water resources 
regulator and there it is， therefore， of necessity， that WRMA becorne a key member of the 
committee being mainly playing of responsibleおr:

../ Flood forecasting and early warning systems 

../ Coordination of river bank protection， and de-siItation of drainages in collaboration 
with communities and NWCPC 

../ Community mobilisation and 'capacity building 

../ Monitoring and evaluation ofthe f100d prevention I activities 

The atiおO悶 e佃n伽 e吋dc∞om叩P戸rぬ伽er帥 reapproach can吋1be c∞onc蹴ce句:ptれ知tual叫la叫alise吋da釘S1担n刊t廿恥t
figure. 

図
。
お
司
回
一
官
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g市
立
曲
〉

ーLocalAuth口rities
・Line-Departments

(Agriculture， Livestロck，Public Works， 
日開Ith，Environment， Forestl)'， Police and etc.) 

-WSB， NWCPC Branches 
-NGOs， Red CrosslCrescent 

-Regional Development Authoriy 
-Communities 
-Private Sector 

Office oflhe President 
Special Programmes 
(orNADlMA i白血ture)

Horizontal Coordination 

Source : lICA Study Team (2006) • • 
Figure 3 Conceptual Institutional Framework for Flood Management 

In the concept， it is the key is to integrate the water sector institutions (vertica1 axis)釦 d
the existing disaster management scheme framework of disaster management scheme 
under the 0首ice.of President. Accordingly， WRMA should become an important 
authority to connect the water sector institutions and disaster management cornmittees， 
specifica11y in the area of f100d forecasting and early waming systems utilizing its own 
da包叩dinfOIIDation resources. 

Because of the water sector reおnn，the arrangement of roles and responsibilities among 
the institutions within the sector are still on-going， and flood management is not cIearly 

-6・
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Management in WRUA Develooment Cvcle 

1n the area of water supply and sanitation， WSTF WSB is a key to support applicants 

such as CBOs， water services providers (WSPs)， being a witness for Funding Agreement 

between WSTF and fund receivers. General1y funding mechanism is followed by 

so-cal1ed particip仰 rycornmunity project cycle as shown below. 

Table 2 Funding Cycle of WSTF for Water Supply and Sanitation Project 

~" f ，通.~曲φI~~内φ"、~~

主笠虫坐E
and I This step ensures that CBOs or WSP have founuation skills in 

leadership， managβment and community mobilisation prior 10 initiating 
，、____1:__ .. ・:...-~・ー“ l~""rr ___ーι

;:'Iage.， t uevelOpment ano SUDmJSSIOn I W::iJ:S mVJtcs Ih巴 succcssful applicants 10 link up wilh support 
of dctai led proposal organisation in dcveloping a detailcd funding proposal 

The support organisation is a region or district based organisation and 
could be a selected respeclive community group to establish a p叩 clat 
each WSB level， 

Stage4 Appraisal and WSB either accept the proposal in which case it is prioritised叩 d
recommendation of the project forwarded 10 WSTF， or advises on areas to be improved， or rejects the 
proposal by the WSB proposal. 

Stage 5 Consideration of thc proj巴ct It entaiJs review of the proposal by WSTF Manag巴ment10 confirm 
proposal by WSTF compliance. The m加 agementeither' forward it to thc Technical 

Committee for ranking， scheduling and recommendation to the Board 
for approval. or retum to WSB iffound wanting in some crilical areas. 

Stage6 Signing of funding agreement， Successful applicants sign Funding Agreements with WSTF. witnessed 
lransfer of payments and by relevant WSB. The payments will be made against a disbursement 
implementation ~t:h_edule stipulated in the agreement. 

Source: WSTF Fact Sheet 2006. 

Financing mechanism for WRUAs with assistance of WRMA is still under development 

and expected to start仕om2008. However， the cyc1e will be quite similar to the case of 

water supply and sanitation project. For application of WSTF for f100d management， 
the followings wi1l be examined and modified in the project. 

-7-



Table 3 Funding Cycle of WSTF for Rood Management to Be Adapted 
Cycle Stage Remarks 

Stage 1 Awareness creation and J Selection of priotity community will be made based on flood 
mobilisation of ∞mmunities disaster map and discussions at location levels. 
in target locations 

Stage 2 Submission of initial J New application fonn for flood management should be prep.訂ed.
application letter to respective J Criteria for WRMA on flood management should be developed. 
WRMA 

Stage 3 Development and submission J Guidelineゐrp.卸ticipatoryrur蝋油anapp凶
of detaiJed proposal flood hazard mapping， community action plan should be 

J 
d eveiopd|  
Guideline for detailed survey and design for community s凶 cture
for flood management should be developed. 

J Guideline ofCBO proposal should be developed. 
Stage 4 Appraisal and J Criteria for WRMA should be developed. 

recommendation of the project 
~ro~I by the_WRMA 

Stage 5 Consideration of the project 〆 Crite.血 forWSTF should be developed. 
proposal by WSTF 

Stage6 Signing of funding agreement， J Guideline for monitoring and evaluation should be developed. 
tr.剖 sfer of payments 釦 dJ Guideline for operation and maintenance should be developed 
iml'Lementation 

The above procedure on funding cycle of WSTF for flood management should be 
established and， accordingly， community driven flood management wil1 be expanded 
using own financial resource of Kenya 浦erthep吋ect.

β~ Relation between the project and any national developmentplans / policies 

(name theぞpecificplans or policies and their term 01 validity) 

The 9th National Development Plan (NDP) for ye訂 2002to 2008 recognizes由at56 % 
。fthe Kenyan popuIation is afflicted by poverty and that disasters can push more people 
below the poverty line or increase absolute poverty. The NDP seek to achieve sustainable 
economic growth and eradicate poverty in line with the Poverty Reduction Strategy 
Paper 2001・2004(PRSP) and National Poverty Eradication Plan 1999・2015(NPEP). 

( 

百liswill require an e能 ctiveand well-coordinated disaster management policy. 
SessionaI Paper No.1 of 1999 on National Policy on Water Resources Management and ( 
Development is silent on flood management issues， while the Kenya Meteorological 
Infonnation PoIicy has a provision， in general terms， for maldng forecasts available.百le
Economic Recovery Strategy (ERS) for Wealth and Employment Creation， 2003・2007，
recognises the importance of disaster and emergency response coordination and states 
that也egovernment wiI1: 

i) • Strengthen food distribution and targeting mechanisms， 

ii) Develop and implernent a disaster management policy， 

iii) Establish communiザーbaseddrought early warning systems， in alI relevant districts; 
that provide timely informationto decision makers at alllevels 

Particularly in the area of flood management， it addresses曲atthe sむategy也e
government is putting in place wiIl involve 1) construction of dams across the rivers， 2) 
rehabilitation of deforested water catchments， 3) construction of dykes， and 4) 
preparation of an early warning system. 

According to the National Water Resources Management Strategy (NWRMS) for ye訂

-8-
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2007 to 2009， the following strategies on flood disaster were set-up based on disaster 
cycIe. 

〆 Strategieson prevention and mitigation a.re to: i) formulate policies on settlement in 
flood prone訂 ea，ii) improve Catchment conservation and protection so as to retard 
surface run-off， iii) develop infrastructure design p訂 ametersand regulations to 
ensure that structures can sustain flooding at the design return periods， and iv) 
develop flood control infrastructure . 

./ Strategies on ，preparedness are to: i) improve data recording and infonnation 
management systems， particularly of extreme events， to enable design for protection 
against floods， ii) increase public awareness on dangers of settling in flood prone 
areas and the need for insurance so as to indemnifシlosses，iii) develop flood 
forecasting and early warning systems at National， District and grassroots levels， and 
iv) train and build capacity for appropriate response. 

〆 Strategieson response訂 eto: i) promote participation by key water sector 
institutions in floon m::m::lOPlYIpraす叶'll.T...+:向 日_1 n!_ιJーム φ 

..，，"，，，，，，，LU.l 1ωl1lUUUllS m Qlsasrer management iふ DisasterOperation Centres (DOCs). 

It is clear that the project can conなibuteto realize above policies and strategies. 

6. Outline of the Project 

(1) Project Area 

The project wilI cover the following area Momba~ M山手片L制 片-Tavet〆Lodw訂，
Ga.risa and Garse町eaconsidering population affected by flood. The site will be 
finalized considering recent flood damage. Middle and lower Ewaso Ngiro North river 
may be considered if any specific area is identified. In addition， Nyando river basin 
covered by JICA IFM Study， river mouth Sondu釦 dKuja river coverd by WRMA-LVSC 
o部ceas weIl侶 Budalangiand Yala Swamp covered by World Bank project will be 
monitored and technical advice' will be made if necessary. 

Table 4 Target Area for the Project 

、
(
 

Flood Prone Area CitylMunicipality/Town Rernarks 
Lamu island Lamu 
Downstream of Athi river Malindi 
Urban area of Mornbasa Mombasa 
River mouth of Lurni river Taveta 
Middle and lower Turkel and lower Lodwar Security rneasures wiII be 
Kerio rivers . considered 
Lower parts of the Tana River Garse and Garisa Security rneaSUres will be 

considered 
Middle and lower Ewaso Ngiro North No large urhan center To be considered ifany 
nver specific area is identified 
River rnouth of Sondu， Kuja river Migori etc. Monitoring only 
Nyando river Kisumu and Ahero Monito!II!KQJl!y 
Nzoiariverand Yala Sw~ ~udalang! M on itoring.i>nJy 
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(2) Overall GoaI 

(Development々 ffectexpected as a result o[ achievement 01 the “Project Purpose" in 
several years after the end 01 the project period) 

The overaI1 goal of this project will be to achieve long-tenn well-being for all in flood 
prone area through establishment of e能 ctiveflood management system. 

(3) Project Purpose 

(Objective expected to be achieved by the end 01 the project period Elaborate with 
quantitative indicators ifpossiblり

Thep日poseofthe project is to establish Institutional and technical framework for flood 
management at centraI. regional and cornmunity levels (Successful i~plementation of 25 
pi10t projects on community driven f100d management using WRUA development cycle 
in3 ye町'8)

(4) Outputs 

(Objec伽 sω berealized by the "P峨 ctActivities"仇 orderωachieve the "Prlザect.( 
Purposeつ
• Base1ine data including臼ooddisaster maps 
• Community f100d hazard mapping and action plan 
• Project counte中町tteams well仕ainedwith sufficient technique and know-how for 
flood management 

• Establishment of Communi句， Driven Flood Management using Funding Cycle of 
WSTF 

(5) Project Activities 

(Specific actions intended to produce each “Output" of the project by e民ctiveuse of the 
‘'Input勺

{三);Formulationof counterpart team at central and regionallevels 
(!)Computation and/or collection ofbase1ine data 
• Flood risk analysis. prep町 ationof f100ddisaster map and selection of priority 
community 

• Technical training on f100d management to counte中町tte紅n

• Facilitation of cornmunity f100d hazard mapping and action pl組 inpriority 
communities 

• Preparation of guideline for f100d management to be applied by WRUAs based on 
Funding Cycle ofWSTF 

• Support of project proposal preparation including survey and design 
・Applicationto Water Seryice Trust Fund 

• Implementation of pilot projects on community driven f100d managernent 
• Monitoring and evaluation of pilot project 
(6) Input仕omthe Recipient Government 

• 

(Counterpart personnel (identify the name and position 01 the Project manager)， support 
staff， office抑 C久runninge.坦penses，vehicles， equipment， etc.) 

The Project manager wi1l be assigned剖 ministryheadquarters and will use the support of 
也estaff of WRMA HQ and Regional O:ffi.ces concerned to coordinate activities in the 
field. T4.旦典出~弘~逆立Ag民主聯立与毎色会見協同盟担色鮮腔~~民主he
聖母回凶品単g.er.

-10-
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(7) Input from the Japanese Government 

(Number and qualification of Japanese experts， training (in Japan and in-counlηリ
courseぁseminarsαndworkshops， equ伊ment，etc.) 

・OneProject Technical Advisor (Flood Management) 
・OneProject Coordinator (InstitutionaI and Training Expe託)
・OneHazard Risk Analysis Expert 
・OneGIS and Database Expert 
• Local Engineers for Design of Structures for Pilot Project 
• LocaI Community Development Expert for Non-Structure Measures for Pilot Project 
・Trainingin Japan for key counte叩artpersonals 

• Local training印 dsωdytour to LVSC for staff ofMWI組 dWRl¥仏
• Relevant Seminars and Workshops as necessary 
• Support WRMAregionaI offices to carry out Pilot Projects 
• Vehicles 5 Nos (OneおrHQ and four for WRMA Regional 0回ce). 

• Communi句，workshops 25 packages. 
• Technical仕ai凶ngon f100d management and evacuation企i1I 25 packages 

・Pinancialsupport to Pi10t projects， ifrequired 25 packages 
7. Implementation Schedule 

Month September Year 2008 to Month September Year 2011 

8. Implementing Agency 

(Budget， stajfing， etc.) 

Table 5 Budget of MWI 

2005/2006 
κsh. 2，331，084，429 
Ksh. 4，195，235，290 

Table 6 Staffing of MOI 

No.ofStaf( 
Engineers technicians 

MinistryHQ 
Department 10 . 15 
Division 3 • 6 
* Note: figurl町 areprovisional 

9. Related Activities 

2006/2007 
広sh.2，422，318，800 
瓦sh.5，000，190，850 

others 

(Activities in the sector by the rec伊ientgovernment， other donors and NGOs) 

GTZ， SIDAJDANIDA， ADB， WB， AFD and others are working wIth Government to 
e凶紅白eboth technical and insti加tionalcapacity for the water sector reform in the 
country. 
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1 O.Gellder COllsideration 

(Any relevant i.弓formationofthe projectfrom gender perspective.) 

None 

11. Environmental and SociaI Considerations 

(Please fiIl in the attached screening format.) 

12. Beneficiaries 

(Population for which positive changes are intended directly and indirectか by
implementing the project and gender disaggregated data， if availabl，り

The population ofurban訂 eaIocated near flood prone area is below. 

Table 7 Population of Urban Area near Project Area 

Flood Prone Area CitylMunicipality/ToWT】 Population (thousand) 
Middle and lower Turkel and lower Lodwar 35 
Kerio rivers 
Lower parts of the Tana River Garsen and Garisa 74 」
Lamu island Lamu 12 
Downstream of Athi river Malindi 118 
Urban ar伺 ofMombasa Mombasa 665 
River mouth ofLumi river Taveta 56 

Total 960 
Source: Kenya Population census 1999 

Estimated total population is 0.96 million and those population will be potential 
beneficiades ofthe project. 

13. Security Conditions 

百1esecurity of project紅白haveto be controIled. 百lerefore，sec凹 itymeasures or remote 
support by JICA team with direct operation of WRMA regional 0宜iceshould be carefully 
considered in lower p訂t5of the Tana river， middle/lower Turkwel river， lower Kerio river 
釦 dmiddlel10wer Ewaso Ngiro North river. 

14.0thers 

None 

-12-
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Screening Format 

Question 1 Address of a project site 

Question 2 Outline ofthe project 

2・1Does the project come under following sectors? 
I'l予."，:":;-

回YesこNo

江主豆，a， please mark corresponding items. 

ロMiningdevelopment 
nJ向 Å......~品目!_1 ...働ー._1_ 

口River/erosioncontrol 

口Powertransmission and distribution lines 

ORoads， railways and bridges 

o Airports 

口Portsand harbors 
n.'"，I~:-.:~f;、.司夕、w守:'l'，，~，~司、ー竺.YI~:-:有明宮守宅内;."r:r;~'-;.."':~"ヶー":';7:"~'・pケーで守つで守ヲ"I"':..7!.・，~τ

慢:Yi~争:i}~民!y'~;'~~~~~~'仰向sIPJHe持引
口Wastemanagement and disposal 

1コAgricultureinvolvjng large-scale land-clearing or irrigation 
口Forestry

口Fishery

口Tourism

2-2 Does the project include the following itcms? 
'"~でで

ロYes 回，No

. 
立主皇室， please mark following items. 

己Involuntaryresettlement 

口Groundwaterpumping 

(scale: 

(scale: 

households， 

m3/year) 

persons) 

CLand rec!amation， land development and land-c1earing (scale: hectors) 

口Logging (scale: hectors) 

句 13-



2-3 Did the proponent consider altematives before request? 

ロYes:Please describe outline ofthe aJtematives 

~H~ 
2-4 Did the proponent have meetings with related stakeholders before request? 

日一::;."

gJ?? ロNo

) C 

Question 3 

Is the project a new one or an on-going one? ln case of an on-going one， have you received strong 
complaints etc.合'Omlocal residents? 

飯事~'~~ï;à~r1;.'で内~.7;?'~ヤ・'~'J::~吹γ市伊ハオホケ寸~~.o;::::，~，，:，

口New 口O時 oing(thereareωnplaints) 恩OR:母??R事例村伊丹C併Hb号機~)

Question 4 Name of Iaws or guideIines: 

Is Environmental Impact Assessment (EIA) incIuding lnitial EnvironmentaI Examination (IEE) 
required for the project according to laws or guidelines in the host country? 

~rf~生官官

P習をS 口No

Ifyes， please mark corresponding items. 

ロRequiredonly IEE 

ロRequiredboth IEE and EIA 

ロRequiredonlyEiA 
r;'!:丹市!リ '，c;:

回O血eiS:
秘仏::::...:~;弘三

(ロImplemented，ロongoing，口planning)

(口Implemented，Don going，ロplanning)

(ロImplemented，ロongoing，ロplanning);

According to present low， EIA clearance wiIl be required for the structure measures in the pilot 
project. 

-14-
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Question 5 

In case of that EIA was taken steps， was EIA approved by relevant laws in the host country? If yes， 
pIease mark date of approval and the competent authority. 

iコApproved:without a 
supplementary condition 

CApproved: with a 
supplementary condition 

己Underappraisal 

(Date of approval: Competent authority: 

こNotyet started an appraisal process 

口Others:(

Question 6 

( 

LJAJready certified 

Title ofthe certificate :( 

口Requireda certificate but not yet done 

際穴寸?守'~(;:t;吹打;;:'，:'..巧マ7ご R
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Question 7 

Are following areas located inside or around the project site? 
Iel"r':"円・

口Yes ONo 毘Not:.identified 

Ifyes， pJease mark the corresponding items. 

口Nationalparks， protected areas designated by the government (coast line， wetlands， reserved area 
for ethnic or indigenous people， cultural heritage) and areas being considered for national parks 
or protected areas 

口Virginforests， tropical forests 

ロEcologicalimportant habitat areas (coral reef， mangrove wetland， tidal flats) 

OHabitat ofvaluable species protected by domestic laws or international treaties 

口Likelysalts cumulus or soil erosion areas on a massive scale 

ORemarkable desertification trend areas 

口Archaeological，historical or cultural valuable areas 

口Livingareas of ethnic， indigenous people or nomads who have a traditional Iiぬstyle，or special 
socially valuable area 

Question 8 

同 15-



DYes 
ロ司''̂'令r.:-:
IlLNo 
純益忌~-;J也、ふ

口Notidentified 

Does the project have adverse impacts on the environment and local communities? 

Reason: 

The pilot project will be carried out at community basis with initiative of community people. 
lt is not expected large impact to natural and social environments. 

Question 9 

Please mark related environmental and social impacts， and describe their outlines. 
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口

口

ロNoiseand vibration 

口Groundsubsidence 

口O偽 nsiveodors 

口Geographicalfeatures 

口Botiomsediment 

口Biotaand ecosystem 

口WaterUsage 

口Accidents

口GIobalwarming 

[コInvoluntaryresettlement 

口Localeconomy such as employment and 
liveIihood etc. 

口Land use and utili四.tiOl1 of local 
resources 

. 
-• 

Out1ine of reIated impacts: 

ln the process of pilot project fonnulation， 
local conflict may be occurred in the 
community. Consensus building shotild be 
monitored care抗tlly.

口Social insti加tions such as social 
infrastructure and local decision-making 
institutions 

ロExisting social in企'astructures and 
servJces 

口百lepoor， indigenous of ethnic people 

口Maldistributionofbenefit and damage 

F摂'ftS主事:宮勾均読担考~~守男?タtぞ事合吋ぷ下叫令予

図工'ôcâl~むôîiflicfófiiitêiest8
L!i""，;ね品:u~t:.i血栓ゑ弘凶出向九百戸;-;;，.~;~\~;;.

口Gender

口Children'srights 

口Culturalheritage 

口Infectiousdiseases such as HIV/AIDS 
etc. 

口Others( 

. 

. 
4‘ 
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Question 10 

Information disc)osure and meetings with stakehoJders 

10-1 Ifthe el1vironmental and social considerations are required， does the proponent agree 011 
infonnation disc)osure and meetings wi白 stakeholdersin accordance with JICA Guidelines 
for Environmental and Social Considerations? 

Rv.~:T:可

伊y'es 口No

10・2If no， p]ease describe reasons below. 

END 

• 
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付属書 ２．Minutes of Meeting (M/M) 



 



MINUTES OF MEETINGS 

ON 

DETAILED PLANNING SURVEY 

FOR 

THE PROJECT ON CAPACITYDEVELOPl¥但i:NTFOR EFFECTIVE FLOOD 

MANAGEMENTINFLOODPRONEAREA 

IN THE REPUBLIC OF KENYA 

BETWEEN JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY 

AND 

AUTHORITIES CONCERNED 

The Japan Int巴rnationalCoop巴rationAgency (h巴rema丘町民feηedto as“JICA") has 

dispatched由eDetail巴dPlanning Survey T，巴むn(hereina丘 町 民feITedto as “吋theTe訂nぜ"

he悶ad白巴dby Mr. Shigeyuki MATSUMOTO to the Republic ofKenya fr01U September 5 to 

October 2ヲ 2010，and the Team had a series of discussions on capacity development for 

effi巴ctiveflood management in flood prone ar田 withthe responsible 0笠icialsconcerned 

ofthe Government ofth巴RepublicofKenya， including Ministry ofWat巴rand Imgation 

(hereina立巴rrefen吋 toas“MWI") and other relevant org紅llzations.

As a result of discussions， both side0ame to understanding concenling the matters 

refe立edto泊thedocument attac阜<fher巴to.

Pennanent Secretary 

Ministry of Water and IITigation 

The Republic ofKenya 

-4ヰL
¥¥1 

Mr. John P. Olmぜ

ChiefExecutive Officer 

Water Resources Management Authority 

The Republic ofKenya 

Nairobi， September 14， 2010 

ノ今 I r 
/J4J4hLLLし/

Mr， Shigeyuki MATSUMOTO 

Leader 

Detailed Planning S町veyTeam

J apan Internati口nalCooperation Agency 

Japan 

へト(つ



ATTACHED DOCUMENT 

1.Dra良 ofRec市rdof Discussi旧ns

As a result of the discussions， both sides agreed on the draft of the Record of Dis叩 SSI日出

(hereinafter reおrredω 出“RID")shown in Appendix L A丘町theapproval of nCA headquarters， 

nCAKenya 0筒 ce，MWI and Water Resources Management Authority (hereinai王erreferred to 

as“WRMA") wiII pr叩 are白efinal RIDωbe signed by both s江desbefore tbe commencement of 

the Project. 

2. ImDlementin!! A!!encv 

Both sides agreed that MWI is the respon田bleagency and WRMA is the implementing agency 

for the Project 

3. Proiect Desi!!n Matrix aDl¥の

nCA explained that the Project D田 ignMatrix (herea乱erreferred to as“PDM") is commonly 

used in J apaneseおchnicalcooperation in order to manage叩 dimplement projects e百iciently

and effectiveIy. 1t wiII also be used as a reference for monitoring and evaluating也eProject. 

As a result of discussions， both sides agreed to apply the tentative PDM as shown in Appendix 

II to the Project with following understanding: 

1) The PDM is a logically designed matrix which defines the initial understanding of the 

framework of technical cooperation for the Prq日ectand indicates the logical steps toward 

tbe achievement of廿lePr司ectpurpose. 

2) The PDM is to be flexibly revised according to the progress and achievements of the 

Project， upon approval by the Joint Coordinating Commi社ee.

4. Duration and Schedule of the Proiect 

The cooperation period wiII be approxin1ately three (3) years. The date of the Project's 

commencement wiII be the arrival d低eof the frrst江CAe苫pertfor the Project 

The Pla凶2却nofOpe町ra抗tiぬon(φher，問eaf食'te町;fr，問e五己匂rr百edt，ωo as 

tωot甘h碍edraf託'tofRID. The TI日['el切如浬祖雌1抗I泊at討ivePlan 口fOpe町ra泣.11泊on五D町rthe entire period of the Project is shown 

inAppendi伐xill

The A1illual Plan of Operation is to be draf王edby bo吐1the Kenyan and Japanese sides ac∞rding 

to the Plan of Operation and is to be submitted to the Joint Coordinating Committee. The 

activities are subject to ch阻 gewithin the scope of the R1D， if necessity arises， in the conrse of 

the Project implementation 

0-{ 
/ 
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5. Undertakin!! ofthe Go明 rnmentof the RenubIic of Kenva 

(1) AlIocation ofBudget 

Both sides confirmed也atthe followings wilI be allocated by the Kenyan side to ensure 

ef百ectiveimplemen恰tionof the Project in accordance with the provisions of the Agreement on 

τ'ecImical Cooperation be士weenthe Government of Japan and the Gov聞盟国ntof the Republic 

ofKenya signed in Nairobi on April 29， 2004. 

a. SaIaries and other aIIowances for the Kenyan counterpart personnel 

b. Domestic transportation and other allowances for the Kenyan partiロpan臼 forthe training 

provided in the Project 

c. Expenses such as elec甘lClザ andwater supply etc. for the Project 0妊lces

d. Expenses such as gas fuel etc. for a public car for JlCA eなperts

e. Expensesおrmaintenance of白血litiesand equipment provided in由eProject 

王Budgetfor白ee四 cutionof the str必egiesand the plans which wilI be made in the Project 

g. Other contingency expenses related to血eProリect

(2) AlIocation ofPersonnel 

Both sides confirmed that也eKenyan side wilI assign suitable number of capable counterpart 

personnel in order to ensure the effective implementation of the Project. The list of counterpart 

personnel is attached as ANNEX IV ofthe draft ofRlD. 

(3) 0伍cespace with necessary facilities 

Both sides confmned the principal facilities for the implementation of the Project wilI be 

prepared by the Kenyan side. The Kenyan side wiII provide 0節目 spacewith也enecessary 

facilities for JlCA experts in WRMA headquarters叩 d¥¥吸MASub-Regional Offices in出e

pr句ecttarget areas 

(4) Providing necess町田formation

Both sides confirmed that the Kenyan side wilI provide necessary information on 

implementing the Project. 

6. Iudicator ofthe Proiect Purpose and Output 

Both sides agreed that the 'Objectively Verifiable Indicator' of“Project Purpose" and “Output"， 

described in the PDM (Appendix II)， wilI be set within three σ) mon由safter the 

commencement of the Project 

7. Other Relevant Issues 

(1) )mplementation stn同 lre

2 
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Both sides confrrmed that JCC (Joint Coordinating Committee) wi11 be set up田 describedin 

Annex VI of the draft R/D. In addition， a Working Group (WG) wi11 be established for the 

following purposes: 

1) To implement the Project activities smoothly at practicallevel 

2) To coordinate and facilitate the community-based activities 

WG will be supervised by CEO of WRMAσroject Manager). WG wi11 be composed of the 

following members; 

1. Head， Flood Management Unit WRMA 

2. Unit team members， Flood Management Unit WRMA 

3. Regional Manager， WRMA Regional Office (Pr句ecttarget area 1) 

4. Regional Manager， WRMARegional 0伍ce(Project target area 2) 

5. Flood Management Officer， WRMA Regional Office (Project target area 1) 

6. Flood Management 0妊icer，WRMA Regional Officeσroj ect target area 2) 

7. Sub-Regional Manager， WRMA Sub-Regiona1 Office (Project target町'ea1) 

8. Sub-Regional Manager， WRMA Sub-Regional 0伍ce(Project target area 2) 

9. Flood Management 0妊icer，WRMA Sub-Regional 0伍ce(Project target area 1) 

10. Flood Management 0汗icer，WRMA Sub-Regional Office (Project target area 2) 

(2) 13 WRMA staff五romheadquarters， regional offices and sub同 regional0妊icesattended the 

workshop to examine objectives and activities of the Pr，吋ecton 7"' and 8'" ofSeptember 2010. 

The following activities were identified in addition to the original activities suggested by 

江CA:

1) Establishing budgetary systems: various altematives will be examined: (a) new 

budget line of WRMA， (b) Water Se円 icesTrust Fund (WSτ下)， (c) self-help community 

funding，叩d(d) other financial sources 

2) Establishing early warning and evacuation system: community based systems will be 

strengthened 

3) Coordination among key stake盈olders: coordinating functions， such as flood 

management forum， will be established at snb-catchment level 

(3) By the 20白 ofDecember， 2010， VI恨MAmakes a short list of百四 (5)candidate pilot 

sub-catcbrnents with justification，自ooddamage records， importance of the sub叫 tchments

from a viewpoint of flood management， accessibi1ity from the WRMA sub-regional offices 

and securiザcondition.

(4) The pilot areas are approved by JCC within three (3) months企omthe commencement ofthe 

Project. 
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(5) The Flood Management Unit has been estab!ished in WRMA headquarters. The Unit will 

function as the main implementing organization of the Project. In addition， flood management 

officers will be assigned at regional and sub-regional offices upon pilot sub-catchments are 

determined 

(6) Conununities will play key roles as main actors in flood management. The project will 

SUpp01t the capacity development of羽根MA.WRUA will coordinate and monitor 

community based activities. 

(7) The Team conducted a series of field survey in the Lower Lumi River Basin. The 

communities in the basin have repeatedly been suffering企omfloods which lasted 

approximately one (1) month. In addition， the communities have faced problems in daily !ife 

such as transportation， diseases and agriculture acti、rities. These communities have 

consむuctedand maintained dikes along rivers by themselves to control floods 

(8) This project contributes to inc1ude the chapter offlood management in the National Water 

Resources Management Strategy. 

(9) Activities ofthis project will be linked with performance appraisal sy批 minWRMA.

(10) Both sides confmned followings regarding facilities and equipment to be provided for 

community based activities: 

1) Land for construction shall be provided by the communities. 

2) N ecessary proced町田 includingInitial Environment Examination (IEE) shall be done by 

WG  

3) Facilities and equipment will be transたrredto the communities. 

4) Faci!ities and equipment shall be sustainably utilized and main臼ined by the 

commumt1es 

(11) The training developed in this Project sha11 be properly positioned as training courses in the 

water sector in Kenya 

Ann巴x-l:Record ofDiscussions (R/D) (Draft) 

Annex-2: Project Design Matrix (PDM) (Draft) 

Annex-3: Tentative Plan ofOperation (PO) 

Annex-4: Concept ofthe Project 
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l DRAFT Annex田 1

RECORD OF DISCUSSIONS 

BETWEEN 

JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY 

AND 

THE AUTHORITIES CONCERNED OF 

THE GOVERNMENT OF THE REPUBLIC OF KENYA ON 

THE JAPANESE TECHNICAL COOPERATION FOR 

THE PROJECT ON CAPACITY DEVELOPMENT FOR 

EFFECTlVE FLOOD MANAGEMENT IN FLOOD PRONE AREA 

In response to the request of the Government of the Republic of Kenya， the 

Government of Japan has agreed to conduct technical cooperation concerning the 

Project on Capacity Development for Effective Flood Management in Flood Prone Area 

in the Republic of Kenya (hereinafter referred to as “the Project"). 

A∞ordingly， Japan International Cooperation Agency (hereinafter referred to as 

“JICA")， which is the official agency responsible for the implementation of technical 

cooperation schemes of the Government of J apan， will cooperate with the authorities 

concerned of the Government of the Republic of Kenya for the implementation of the 

Project. 

JICA and the Kenyan authorities concerned had a series of discussions on the 

framework of the Project. As a result of the discussions， and in accordance with the 

provisions of the Agreement on Technical Cooperation between the Government of 

Japan and the Government of the Republic of Kenya， signed in Nairobi on April 29， 

2004 (hereinafter referrψぺoas “the Agreementづ， JICA and the Kenyan authorities 

e matters referred to in the document attached hereto 

Nairobi， (date) (month)， 2010 

Eng. David Stower， CBS 
Permanent Secretary 
Ministry ofWater畠ndIrrigation 
The Repnblic of Kenya vu 
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THE ATTACHED DOCUMENT 

1. COOPERATION BETWEEN JICA AND THE GOVERNMENT OF THE 

REPUBLIC OF KENYA 

1. The Gove1'nment of the Republic of Kenya will implement the P1'oject on 

Capacity Development fo1' Effective Flood Management in Flood P1'one Area 

(he1'白inafte1'referred to as “the P1'oject") in cooperation with J1CA 

2. The Project will be implemented in accordance with the Maste1' Plan which is 

given in Annex 1. 

11. MEASURES TO BE TM但 NBYJ1CA 

1n acc01'dance with the laws and 1'egulations in fo1'ce in Japan， J1CA， as the 

巴xecutingagency fo1' technical coope1'ation by the Gove1'nment of JAP AN， will 

take， at its own expense， the following measu1'es .acco1'ding to the normal 

p1'ocedu1'es of its technical coope1'ation scheme 

1. DISPATCH OF JAPANESE EXPERTS 

J1CA will p1'ovide the se1'vices of the Japanese expe1'ts as listed in Annex II. 

The p1'ovision of Article V and vl of the Agreement will be applied to the 

above.mentioned expe1'ts. 

2. PROVISION OF lVL.4.CH1NERY AND EQUIPMENT 

J1CA will p1'ovide such machine1'Y， equipment and othe1' mate1'ials (he1'einafter 

1'efe1'red to as “the Equipment") necessa1'y fo1' the implementation of the P1'ojεct 

as listed in Annex 1II. The equipment will become the property of the 

Government of Kenya upon being delive1'ed C.1.F (cost， insurance and f1'eight) 

The p1'ovision of A1'ticle Vl1 ofthe Ag1'eement will be applied to the Equipm巴旦t

3. TRA1NING OF KENYAN PERSONNEL 1N JAPAN 

JICAw註11'eceive the Kenyan pe1'sonnel connected with the P1'oject fo1' technical 

t1'aining in Japan. 

II1. MEASURES TO BE TAKEN BY THE GOVERNMENT OF KENYA 

1. The oovernment of the Republic of Kenya will take necessa1'y m叩 叫resto 
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ensure that the self-reliant operation of the Project will be sustained during and 

after the period of Japanese technical cooperation， through full and active 

involvement in the Project by all related authorities， beneficiary groups and 

institutions. 

2. The Government of the Republic of Kenya will ensure that the technologies and 

knowledge acquired by the Kenyan nationals as a result of the Japanese 

technical cooperation will contribute to the economic and social development of 

the Republic of Kenya 

3. In accordance with the provisions of Article V and X of the Agreement， the 

Government of the Republic of Kenya will grant in Kenya privileges， 

exemptions and bene五tsto the Japanese experts referred to in II司 1above and 

their families. 

4. In accordance with the provisions of Article VII of the Agreement， the 

Government of the Republic of Kenya will take the measures necessary to 

receive and use the Equipment provided by JICA under II-2 above and 

e司uipment，machinery and materials carried in by the Japanese experts 

referred to in II-l above. 

5. The Government of the Republic of Kenya will take necessary measures to 

ensure that the knowledge and experience acquired by the Kenyan personnel 

from technical training in Japan will be utilized e:ffectively in the 

implementation of the Project. 

6. In accordance with the provision of Article V of the Agreement， the Government 

of the R巴publicof Kenya will provide the services of Kenyan counterpart 

personnel and administrative personnel as listed in Annex IV. 

7. In accordance with the provision of Article V and VII of the Agreement， the 

Government of the Republic of Kenya will provide th白 buildingsand facilities as 

listed in Annex V. 

8. In accordance with the laws and regulations in force in the Republic of Kenya， 

the Government of the Republic of Kenya will take necessary measures to 

supply or replace at its own expense machinery， equipment， instruments， 

vehicles， tools， spare parts and any other materials necessary for the 

明 1em削伽nof the Project other than the Equipment provided by JICA 

nder II-2 above. 
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9. In accordance with the laws and 1'egulations in fo1'ce in the Republic of Kenya， 

the Government of the Republic of Kenya will take necessary measures to meet 

the running expenses necessary for the implementation ofthe Project. 

IV. ADMINISTRATION OF THE PROJECT 

1. Permanent Secretary， Ministry of Wate1' and I1'rigation， as the Project Director， 

will bear overall responsibility fo1' the administ1'ation and implementation of 

the Project. 

2. Chief Executive Officer， Water ResoUl'ces Management Authority Head屯uarters，

as the Project Manage1'， will be responsible fo1' the managerial and technical 

matters of the Project. 

3. The Japanese Chief Adviso1' will p1'ovide necessary 1'ecommendations and 

advice to the Project Directo1' and the P1'oject Manager on any matters 

pe1'taining to the implementation ofthe P1'oject. 

4. The Japanese expe1'ts will give necessary technical guidance and advice to 

Kenyan counterpart pe1'sonnel on technical matt日間 pe1'taining to the 

implementation ofthe Project. 

5. For the effective and successful implementation of technical cooper叫 ionfo1' the 

Project， a Joint Coordinating Committee will be established whose functions 

and composition a1'e described in Annex VI. 

V. JOINT EVALUATION 

Evaluation of the Project will be conducted jointly by JICA and the Kenyan 

authorities concerned， at the middle and during the last six months of the 

coope1'ation t巴rmin o1'd巴rto examine the level of achievement. 

VI. CLAIMS AGAINST JAP ANESE EXPERTS 

In accordance with the provision of Article VI of the Ag1'eement， the Government 

of tl;li Republic of Kenya undertakes to bear claims， if any arises， against the 

守イク
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Japanese experts engaged in technical cooperation for the Project 1'esulting from， 

occur1'ing in the cou1'se of， 01' otherwise connected with the discharge of their 

official functions in the Republic of Kenya except for those a1'ising from the willful 

misconduct or g1'oss negligence ofthe Japanese experts. 

VII. MUTUAL CONSULTATION 

The1'e will b白 mutualconsultation between JICA and the Government of the 

Republic of Kenya on any m勾orissues arISIng企om，or in connection with this 

Attached Document 

VIII. MEASURES TO PROMOTE UNDERSTANDING OF AND SUPPORT FOR THE 

PROJECT 

For the purpose of promoting support fo1' the Project among the people of the 

Republic of Kenya， the Government of the Republic of Kenya will take approp1'iate 

measures to make the Project widely known to the people of the republic of Kenya. 

IX. TERM OF COOPERATION 

The duration of the technical coope1'ation for the Project under this Attached 

Document will be 3 (three) years from the date when the fi1'st JICA expert arrives. 

ANNEX I MASTER PLAN 

ANNEX II LIST OF JAPANESE EXPERTS 

ANNEX III LIST OF MACHINERY AND EQUIPMENT 

ANNEX IV LIST OF KENYAN COUNTERPART AND ADMINISTRATlVE 

PERSONNEL 

ANNEX V LIST OF BUILDINGS AND FACILITIES 

ANNEX VI JOINT COORDINATING COMMITTEE 
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ANNEXI MASTERPLAN 

1. Overall Goal 

Institutional企ameworkof flood management in the context of integrated wate1' 

resou1'ce management 1S巴xpandedto al1 of the six catchments. 

2. Project Purpose 

In the Project target a1'eas， institutional企amewo1'kof flood management in the 

context of integ1'ated water resource management is established for effective and 

sustainable implementation of community based activities. 

3. Outputs 

(1) At each level of WRMA (headquarters， 1'egional 0伍cesand sub-regional offices)， 

sustainable organizations in charge of flood management a1'e st1'engthened. 

(2) Fo1' promoting community based activities of flood management， capacity of 

WRMA to suppo1't communities is st1'engthened. 

4. Activities 

(1.1) Wo1'king Group (WG) analyzes the actual state of flood management at national， 

regional and sub-regionallevel respecti可rely.

(1-1・1)Institutional framework 

(1-1-2) Budget arrangement 

(1-1-3) Personnel allocation 

(1-1巴 4)Good practices 

(1乞)WRMA formulates a future plan of WRMA on flood management including 

pe1'sonnel， budget and strategy. 

(1-3) WRMA elaborates Catchment Management Strategy (CMS) including flood 

management. 

(1-4) WRMA advises Ministry of Water and Irrigation to include a chapter of flood 

manage立lentin the National Water Resource Management Strategy 

(1匂)WRMA establishes a training system fo1' staff of WRMA and other concerned 

orgamzatlOns. 

(1-5-1) Formulation of a training plan 

(1-5-2) Preparation of training manuals 

(1-5-3) Implementation of training courses fo1' trainers 

(1・5-4)Implementation of training courses by the trainers 

(1-5.5) Evaluation and feedback ofth巴outcomes企omthe training courses 

(1.5-6) Contribution to the relevant organizations in terms of implementation of 

trammg courses 

(1-6) wRMA inst出 tionalizesknowledge management mechむ出m at regional 1e叫
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and sub-regionallevel respectively. 

(1-7) WRMA establishes institution and budgetary systems 

(2-1) WRMA determines pilot sub-catchments. 

(2-2) WG  establishes a coordinating function among relevant stakeholders such as 

flood management forum. 

(2-3) WRMA analyzes the current situations of communities.(Baseline survey) 

(2-3-1) Capacity assessment of community on flood management 

(2-3-2) Risk analysis inc1uding flood disaster map 

(2-4) JCC determines pilot areas based on the baseline survey. 

(2-5) WG  facilitates communities to prepare宜oodmanagement plans in the pilot areas 

to be integrated in Sub-Catchment Management Plan (SCMP) 

(2-5・1)Study on good practices 

(2'5ヨ)Participatory planning 

(2-6) WG  supports the implementation of community based activities based on the 

flood management plans 

(2-7) WG  monitors and evaluates the community based activitie.β・

(2ー8)WG  prepares materials describing the cases and the les呂onsbased on the 

community based activities. 

(2-9) WG contributes the cases and the lessons of the community based activities to 

the knowledge management mechanism 
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ANNEX II LIST OF JAPANESE EXPERTS 

Fields of expertise to be covered by JICA experts are as follows: 

(1) Flood management administration (Chief Advisor) 
(2) Flood management technology 
(3) Community based disaster management 
(4) Promotion of disaster management activity 
(5) Institutionl Training 
(ω6) Other fi五1巴eldsthat are r血B凹utual1砂yagreed upon as necessary between both Kenyan an 

Japanese p戸r刀:oJ句jectimplementing organizations 
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ANNEX III LIST OF MACHINERY AND EQUIPMENT 

Office Equipments ( PCs and Printers， etc.) 
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ANNEX IV LIST OF KENYAN COUNTERPART AND ADMINISTRATIVE 

PERSONNEL 

1. Project Director 
Permanent Secretary， Ministry ofWater and Irrigation 

2. Project Manager 

ChiefExecutive Officer， Water Resources Management Authority Headquarters 

3. Coun土.erpartpersonnel 

Members of W orking Group 

1) Head， Flood Managem邑ntUnitWRMA
2) Unit team members， Flood Management Unit WRMA 
3) Regional Manager， WRMA Regional Office (Project target area 1) 
4) Regional Manager， WRMA Regional Office (Project target area 2) 
5) Flood Management Officer， WRMA Regional Office (Project target area 1) 
6) Flood Management Officer， WRMA Regional Office (Project target area 2) 
7) Sub-Regional Manager， WRMA Sub-Regional Office (Project target area 1) 
8) Sub-Regional Manager， WRMA Sub-Regional Office (Project target area 2) 
9) Flood Management Officer， WRMA Sub-Regional Office (Project target紅白在

1) 

10)FloocyManagement 0伍cer，WRMA Sub公egionalOffice (Project target area 
2) 
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ANNEXV LIST OF BUILDINGS AND FACILITIES 

1. Land， buildings and facilities necessary for the Project 

2. Office space， furniture， facilities of communication and public utilities， and 

meeting rooms necessary for Japanese experts to undertake project activities 

3. Other facil，ities mutually agreed upon as necessary for the implementation of 

the Proj~t 
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ANNEX VI JOINT COORDINATING COMMITTEE 

1. Functions 
The Joint Coordinating Committee (hereinafter referred to as “JCC") will be organized 
and meet at least every six months and whenever necessity arises， in order to fulfill 
the following functions; 
(1) To authorize indicators and their specific target level in PDl¥在 withinthree (3) 

血 onthsafter the commencement of the Project 
(2) To approve the annual work plan ofthe Project 
(3) To review and evaluate the general progress ofthe Project 
(4) To review and exchange opinions on major issue(s) regarding the Project 
(5) To discuss any other issue(s) pertinent to the smooth implementation of the Project 

2. Composition 
Kenvan side: 
Project Director (Chairperson ofthe JCC): 

Permanent Secretary， Ministry ofWater and Irrigation 
Project Manager: 

ChiefE羽田tiveOfficer， Water Resources Management Authority Headquarters 
Members: 

Permanent Secretary， Ministry ofEnvironment and Mineral Resources 
Permanent Secretary， Ministry of Finance 
Permanent Secretary， Ministry of Regional Development Authorities 
Permanent Secretary， Ministry of StateおrSpecial Programmes 
Director ofWater Service Department， MWI 
Direct口rof Water ResoUTces Management Department， MWI 
Director ofWater Sector R巴formDepartment， MWI 
Director of Irrigation and Drainage Department， MWI 
Director of Land Reclamation Department， MWI 
Director， Kenyan Meteorological Department 
ChiefExecutive Officer， Water Service Trust Fund 

Jaoanese side 
Chief Advisor， JICA Project Team 
JICA Experts， JICA Project Team 
ChiefRepresentative of JICA Kenya Office 
Representative(s) of JICA Kenya 0伍 ce
Representative(s) of JICA Headquarters 

旦h笠盟竪i

Representative(s) of Embassy of J apan 
Other developing partners and other concerned organizations 

p 
/)(J 

;it 



心~
1
…
…

e悶
叫
…
…

x叫
一
…
…

2け
一
川Pr
o

川叩
叫j叫
叫
叫
一
加

M叫
叩i培
刷
…

E伊n
le
ct
 N

a
m
e
 

T
h
e
 P
ro
je
ct
 o
n
 C
a
p唄

叫ci
t勿y

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 f
or
 E
f釘'f
e目氾
t討i
ve

F
l
o
o
d
 M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 in
 F
l
o
o
d
 P
r叩刀
n
e
A
r
e
a

与liv~い込お
恥~

In
st討
:i
tωu
t白1旧
on
al

f合k同
a
m
e
w
o
r
k

o
f
 

fl
oo
d 

m 町l
an
ag
em
en
t
in
 
th
e 
co
n記

官
t
of
 i
nt
eg
ra
te
d 

wa
te
r 
re
so
ur
ce
 m

a
n
a
g
e
m
e
n
t
 i
s 
e
x
p
a
n
d
e
d
 

to
 a
lI 
of
 t
he
 s
ix
 c
a
t
c
h
m町

ltS

J 九 二

Na
rr
at
iv
e 
S
u
m
m
a
r
y
 

O
b
j
ec
!i
ve
ly
 V
er
if
ia
bl
e 
In
di
ca
to
r 

1. 
W
R
M
A
'
s
 S
tr
at
eg
ic
 P
l田

pr
op
er
ly

ad
dr
es
se
s 
fl
oo
d 
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 

2. 
St
af
f 
of
 W

R
M
A
 in
 c
h町

g
e
of
 f1
00
d 
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 i
n 
f1
0
0
d
 p
ro
ne
 a
re
as
 h
as
 

ca
pa
ci
ty
 t
o 
im
pl
em
en
t 
c
o
m
m
u
n
i
t
y
 b
as
ed
 a
ct
iv
it
ie
s 
in
 t
he
 s
ix
 c
at
ch
me
nt
s.
 

3. 
Fl
oo
d 
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 is
 
in
co
rp
or
at
ed
 i
n 
C
a
t
c
h
m
e
n
t
 M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 S
tr
at
eg
ie
s 

(
C
M
S
)
 a
nd
 S
u
b
-
C
a
t
c
h
m
e
n
t
 M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 P
la
ns
 (
S
C
M
P
)
 o
ff
lo
od
 p
ro
ne
 

ar
ea
s 
in
 t
he
 s
ix
 c
at
ch
me
nt
s 

4. 
W
R
M
A
'
s
 k
no
wl
ed
ge
 m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 m
e
c
h
a
n
i
s
m
 a
nd
 t
ra
in
in
g 
sy
st
em
 f
un
ct
io
n 

co
ve
ri
ng
 t
he
 s
ix
 c
at
ch
me
nt
s.
 

5. 
Bu
dg
et
 f
or
 f1

00
d 
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 is
 
sy
st
em
at
ic
aI
ly

 se
cu
re
d 
in
 t
he
 s
ix
 

ca
tc
hm
en
ts
 

Cr
ea
ti
on
 D
a
t
e
 :

 Se
pt
.1
4，

 
2
0
1
0
 

Du
ra
ti
on
 o
ft
he
 p
ro
ie
ct
: 

3.
0 
ve
ar
s 

Ta
rg
et
 G
r
o 唱

p
:
W
o
r
k
i
u宮

G
r
o岨

p
i
n
W
R
M
A

M
e
a
n
s
 o
fV
er
if
ic
at
io
n 

1. 
St
ra
te
gi
c 
Pl
an
 o
f 
VI
ぼ
M

A
2. 

Tr
ai
ni
ng
 r
ec
or
ds
 a
nd
 

pe
rf

O
lm
a
n
c
e
 a
pp
ra
is
al
 

l 右
co
rd
s

3. 
C
M
S
 an
d 
S
C
M
P
 

4. 
W
R
M
A
'
s
 ac
ti
vi
ty
 r
ec
or
ds
 

an
d 
tr
ai
ni
ng
 r
ec
or
ds
 

5. 
Fi
na
nc
ia
l 
re
co
rd
s 

Im
po
rt
an
t 

A
s
s
u
m
p
t
i
o
n
 

[P
ro
j
配
t
Pu
rp
os
eJ
 

In
 
th
e 

Pr
~リ
ec

t
ta
rg
et
 
ar
ea
s
，

 in
st
it
ut
io
na
l 

合
a
m
e
w
o
r
k
of
 f
lo
od
 
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 i
n 
th
e 

co
nt
ex
t 

o
f
 
in
te
gr
at
ed
 
wa
te
r 

re
so
ur
ce
 

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 i
s 

es
ta
bl
is
he
d 
fo
r 
e 妊

ec
ti
ve

an
d 

su
st
ai
na
bl
e 

im
pl
em
en
ta
ti
on
 

of
 

c
o
m
m
u
m 守

ba
se
d
ac
ti
vi
ti
es
 

1. 
St
af
f 
of
 W

R
M
A
 in
 c
ha
rg
e 
of

古
oo
d
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 in
 t
he
 P
ro
je
ct
 t
ar
ge
t 
ar
ea
s 

ha
s 
ca
pa
ci
ty
ωi
mp
le
me
nt
 c
o
m
m
u
n
i
t
y
 b
as
ed
 a
ct
iv
it
ie
s 

2. 
Fl
oo
d 
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 is
 
in
co
r下

or
at
ed

in 
st
ra
te
gi
es
 a
nd
 p
la
ns
 i
n 
th
e 
Pr
oj
ec
t 

ta
rg
et
 a
re
as
. 

3. 
W
R
M
A
'
s
 k
no
wl
ed
ge
 m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 m
e
c
h
a
n
i
s
m
 a
nd
 t
ra
in
in
g 
sy
st
em
 f
un
ct
io
n 

co
ve
ri
ng
 t
he
 P
ro
je
ct
 t
ar
ge
t 
ar
ea
s 

4
，

 Bu
dg
et
 f
or
 f1
00
d 
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 is
 
sy
st
em
at
ic
al
ly
 s
ec
ur
ed
 i
n 
th
e 
Pr
oj
ec
t 

1盟
竺

互
担

ニ

1. 
Tr
ai
ni
ng
 r
ec
or
ds
，
 

pr
oj
ec
t 

re
co
rd
s 
an
d 
pe
rf
or
ma
nc
e 

ap
pr
ai
sa
l 
re
co
rd
s 

2. 
St
ra
te
gi
es
 a
nd
 p
la
ns
 i
n 

th
e 
p
r
~リ
ec

t
ta
rg
et
 a
re
as
. 

3. 
VI
ぼ
M
A
'
s
ac
ti
vi
ty
 r
ec
or
ds
 

an
d 
tr
ai
ni
ng
 r
ec
or
ds
 

4. 
Fi
na
nc
ia
l 
re
co
rd
s 

[O
ut
pu
ts
J 

1. 
A
t
 

ea
ch
 

le
ve
l 

of
 

W
R
1
仏

1
1
-
1
A
f
i山

re
pl
an
 o

f
W
R
M
A
 o
n
 f
lo
od
 m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 c
ov
er
in
g 
pe
rs
on
ne
l
，
 

11
-1
 P

町
ec
t
re
co

由

(h
ea
dq
ua
rt
er
s
，

 re
gi
on
al
 
of
fi
ce
s 

a
n
d
 1

 
bu
dg
et
 a
nd
 s
tr
at
eg
y 
is 
pr
ep
ar
ed

い
-2

Ca
tc
hm
en
t 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 

su
b-
re
gi
on
al
 

of
fi
ce
s)
，

 s
us
ta
in
ab
le
 1

 1-
2 
C
a
t
c
h
m
e
n
t
 M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 S
tr
at
eg
ie
s 
(
C
M
S
)
 i
n 
th
e 
Pr
oj
ec
t 
ta
rg
et
 a
re
as
 

St
ra
te
gy
 (
C
M
S
)
 

0
甲

山
za
ti
on
s

in
 

ch
a伊

o
f

fl
oo
d 
1
 

pr
op
e均

凶
eg
ra
te

fl
oo
d 
m
a
n
a
g
e
m
e
nt.
 

1
 1-
3 
Tr
ai
ni
時

間
0
出

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 a
re
 s
tr
e昭

he
ne
d.

1
 1-
3 
T

叩
m
昭

pl
an
，t
附

l略l
lト凶-
4
M
o
r閃e

t廿出h
a叩
n

紳
0/
0
0ぱ
f
W
R
M仏A

s由
ta
ff
a鋭t仕
te
r凶

t回r悶
凶凶a凶
i凶n凶m

n
討泊
山1
0昭1屯
g
c∞O叩
u附
r悶s
e田
s
b句
y
t批h恥
e
en
d 
0ぱ
f

い
5
P針
ro吋o申
j炉e
ct

re
c∞o
r由d仇
S，
B
u叫lぱ
d
g酔伊
et t

 
th
is
 P
ro
je
ct. 

pl
an
 

1-
5 
VI
ぼ
M
A
'
s
in
st
it
ut
io
na
l 
se
tu
p 
an
d 
bu
dg
et
ar
y 
sy
st
em
 f
or
 f
lo
od
 

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 a
re
 c
le
ar
ly
 d
ef
in
ed
 a
n
d
 o
pe
ra
te
d 
in
 t
he
 P
ro
je
ct
 t
ar
ge
t 

一一
一一
一一
一一
~-
--
--
，.
.

一
一

一
一

一
一

恒
三

一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
…
一
一
一
一
一
上
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

2.
 
Fo
r 

pr
om
ot
in
g 

c
o
m
m
u
n
i
t
y
 

ba
se
d 
1
 2-
1 
Fl
oo
d 
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 p
la
ns
 i
n 
th
e 
pi
lo
t 
ar
ea
s 
a問

pr
ep
ar
ed
.

1
 2-
1 
Pr
oj
ec
t 
re
co

出

ac
ti
vi
ti
es
 

o
f
 

fl
oo
d 

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t，

 1
 2-
2 
Ma
te
ri
al
s 
de
sc
ri
bi
ng
 t
he
 c
as
es
 a
nd
 l
es
so
ns
 o
ft
he
 c
o
m
m
u
n
i
t
y
 a
ct
iv
it
ie
s 
I
 

2-
2 
Pr
oj
ec
t 
re
co
rd
s 

ca
pa
c 
町

o
f
 

W
R
M
A
 
to
 

su
pp
or
t 
I

 
ar
e 
pr
ep
ar
ed
.

ロ2-
3
P針
加ro句
'Je出
cはt
r問e
c∞o
r油d白
s
 

∞
叩m

m
川
u叩
m
伽I
l肘
胤旧
悶es

1目s
駒
岬
ゆ
he叩
吋n問
削e“d
.

ロ2
司3刊
N陥
陶J仇ω加~u
rr凶叩l江
町I百
帥I

L
 

一一
一一
一一
一一
一一

一一
一一
一一
一一

L
旦里
句』
空鵠
E
空
m
空切
nt
包坦
tl
Vl旦
E阻喧
閉雪
s旦

1虫h
乏
E監!
:2.
主
旦
忽

E広昆
俊号
り1日
F忽.r
e4空唆
E…
…一
÷一
一一
一一
…一
一一
一一
一一
一一
一一

c
_
_一
目
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

1. 
B
 ud
ge
t 
fo
r 

f1
00
d 

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 IS 

al
lo
ca
te
d 
as
 

pl
aD

1
1e
d 

1. 
Tr
ai
ne
d 
st
af
f 

co
nt
in
ue
s 

wo
rk
in
g 
fo
r 

W
R
M
A
.
 



-
角
~
.
_
_
~
_

 
_
~
A
_
_
‘
晶
.
_
-
・

M
向
島
.
-
司
、
-
-
.
冒
品
V

Na
rr
at
iv
e 
S
u
m
m
a
r
γ
 

Iu
pu
ts
 

Im
po
rt
an
t 
A
s
s
u
m
p
t
i
o
n
 

/
 H[
A1
4c
t)
iv
iW
tz
eo
sr
] k
in
g 

G
m
u
p
(
W
G
)
a
n
a
l
y
z
e
s
 
th
e 

ac
tu
al
 
st
at
e 

o
f
 
n
o
o
d
 
[I
np
u 匂
]

Ja
pa
ne
se
 s
id
e 

K
e
n
y
a
n
 s
id
e 

ミ己
レ

m
田
la
ge
me
nt

at
 

na
ti
on
a1， 

re
gi
on
a1 

an
d 

su
b-
re
gi
on
al
 
le
ve
l 

re
sp
ec
ti
ve
ly

目
1. 

Ex
pe
rt
s 

1. 
Pe
rs
on
ne
I 
AI
Io
ca
ti
on
 
fo
r 

(1
-1
-
1) 

In
st
it
ut
io
na
l 
f
r
a
m
e
w
o
r
k
 

1) 
Ch
ie
f 
ad
vi
so
r 
/
 Fl
oo
d 

Jo
in
t 

Co
or
di
na
ti
ng
 

ー
1-
2)

B
u
d
g
e
t
 a
rr
an
ge
me
nt
 

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 a
dm
in
is
tr
at
io
n 

C
o
m
m
i
t
t
e
e
 
σ
C
C
)
 
an
d 

(1
回

目
3)

Pe
rs
on
ne
I 
aI
Io
ca
ti
on
 

2)
 F
lo
od
 m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 t
ec
lm
ol
og
y 

W
G

 

(ト
1¥1
) 

G
o
o
d
 p
ra
ct
ic
es
 

3)
 C

o
m
m
u
n
i
t
y
 b
as
ed
 d
is
as
te
r 

(1
-2
) 

fo
nn
nl
at
es
 a

 fu
tu
re
 p
la
n 
o
f
W
R
M
A
 o
n
 f1
0
0
d
 m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 

2.
 
B
u
d
g
e
t
 A
ll
oc
at
io
n 

in
cI
nd
in
g 
pe
rs
oi
ll
le
I
，
 

bu
dg
et
 a
n
d
 s
tr
at
eg
y.
 

4)
 P
ro
mo
ti
on
 o
f
 d
is
as
te
r 

(1
-3
) 

W
R
M
A
 e
la
bo
ra
te
s 

Ca
tc
li
ll
1
en
t 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 
St
ra
te
gy
 
(
C
M
S
)
 

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 a
ct
iv
it
y 

3
.
0 節

目
sp
ac
e 

a
n
d
 

in
cI
ud
in
g 
f1
0
0
d
 m
a
n
a
g
e
m
e
nt. 

5)
 I
ns
ti
tu
ti
on
 f

 Tr
ai
ni
ng
 

fa
ci
li
ti
es
 

(1
-4
) 

W
R
M
A
 ad
vi
se
s 
Mi
ni
st
ry
 
o
f
 W
a
t
e
r
 a
n
d
 I
n-
ig
at
io
n 
to
 
in
cI
n
d
e
 a

 
本
T
h
e
ot
he
r 
fi
el
ds
 w
il
l 
b
e
 

ch
ap
te
r 
o
f
 f1

0
0
d
 m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 i
n 
th
e 
Na
ti
on
aI
 
W
a
t
e
r
 R
es
ou
rc
e 

co
ns
id
er
ed
 w
h
e
n
 n
ec
es
si
ty
 

4.
 
Lo
ca
l 
C
o
s
t
 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 S
tr
at
eg
y 

an
se
s 

(1
-5
) 
W
R
M
A
 es
ta
bl
is
h田

a
tr
ai
ni
ng
 s
ys
te
m 
fo
r 
st
af
f 
of
 W

R
M
A
 an
d 
0出

回

c
o
n
c
e
m
e
d
 o
rg
an
iz
at
io
ns
. 

2.
 

Eq
ni
pm
en
t 

(1
-5
-1
) 
Fo
rm
ul
at
io
n 
o
f
a
 t
ra
in
in
g 
pl
an
 

1) 
Pe
rs
on
aI
 C
o
m
p
u
t
e
r
 

(1
-5
-2
) 
Pr
ep
ar
at
io
n 
of

な
ai
ni
ng

m
a
n
u
a1
s

 
2)
 P
ri
nt
er
 

(1
-5
-3
) 
Im
pl
em
en
ta
ti
on
 o
ft
ra
in
in
g 
co
ur
se
s 
fo
r 
tr
ai
ne
rs
 

3.
 
Tr
ai
ni
ng
 i
n 
J
 

ap
叩

(1
-5
-4
) 
Im
pl
em
en
ta
ti
on
 o
ft
ra
in
in
g 
co
ur
se
s 
b
y
 t
he
 t
ra
in
er
s 

(1
-5
-5
) 
Ev
al
ua
ti
on
 
an
d 
fe
ed
ba
ck
 
o
f
 t
he
 
o
u
t
c
o
m
e
s
 
f
r
o
m
 t
he
 
tr
ai
ni
ng
 

4.
 
F
a
c iI

it
ie
s 
a
n
d
 e
qu
ip
me
nt
 f
o1
' 

co
ur
se
s 

(1
-5
-6
) 

Co
nt
ri
bu
ti
on
 
to
 
th
e 

re
le
va
nt
 
or
ga
ni
za
ti
on
s 

in
 

te
nn
s 

o
f
 

c
o
m
m
u
n
i
t
y
 b
as
ed
 a
ct
iv
it
ie
s 

im
pl
em
en
ta
ti
on
 o
ft
ra
in
in
g 
co
ur
se
s 

(1
-6
) 

v-.
ほ
M

A
in
st
it
ut
io
na
li
ze
s 
k
n
o
w
l
e
d
g
e
 m

a
n
a
g
e
m
e
n
t
 m
e
c
h
a
n
i
s
m
 a
t 

re
gi
on
al
 I
ev
eI
 a
n
d
 s
ub
-r
eg
io
na
l 
Ie
ve
I 
re
sp
ec
ti
ve
ly
. 

一(
1
-7
)
W
R
M
A
 es
ta
bl
is
he
s 
in
st
it
ut
io
n 
a
n
d
 b
1l:虫

et
盟
主
主
控
虫
色
一
一
一
一
一

J 4 v  

〈



[P
re
-c
on
di
ti
on
l 

Fl
oo
d 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 U
ni
t 

is 
es
ta
b
!is
he
d 

(2
-1
)
羽

茂
M

A
de
te
rm
in
es
 p
il
ot
 s
ub
-c
at
ch
me
nt
s.
 

(2
-2
) 

W
G

 e
st
ab
li
sh
es
 

a
 c
oo
rd
in
at
in
g 

fu
nc
ti
on
 

~
 
I
 

st
ak
eh
ol
de
rs
 s
uc
h 
as
 f1

0
0
d
 m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 f
or
um
. 

/
 
リ
(2
-3
)

明
夜
M

A
an
al
yz
es
 t
he
 c
ur
re
l吐

si
tu
at
io
ns

of
 c
om
mu
ni
ti
es
. 
(b
as
el
in
e 

r-
-ポ

su
rv
ey
)

\
ふ
く
\
~

(2
-3
-1
) 
Ca
pa
ci
ty
 a
ss
es
sm
en
t 
of
 c
o
m
m
u
n
iザ

o
n
fl
oo
d 
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 

、
J

卜
¥
2
-
3
-
2
)

Ri
sk
 
an
al
ys
is
 
in
cl
ud
in
g 

pr
ov
en
 
tr
ac
k 

re
co
rd
s 

an
d 

fl
oo
d 

!、
¥
d
i
s
a
s
t
e
r
m
a
p
 

I
 

(2
-4
)'
JC
C 
de
te
rm
in
es
 p
il
ot
 a
re
as
 b
as
ed
 o
n
 t
he
 b
as
el
in
e 
su
rv
ey
. 

a
m
o
n
g
 
re
le
va
nt
 

(2
-5
) 
W

G
 fa
ci
li
ta
te
s 
co
mm
un
it
ie
s 
to
 p
re
p町

e
fl
oo
d 
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 p
la
ns
 i
n 

th
e 
pi
lo
t 
ar
ea
s 
to
 
be
 
in
te
gr
at
ed
 
in
 
Su
h-
Ca
tc
hm
en
t 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 

Pl
an
 (
S
C
M
P
)
 

(2
-5
-1
) 
St
ud
y 
o
n
 g
o
o
d
 p
ra
ct
ic
es
 

ο-
5-
2)
 P
ar
ti
ci
pa
to
ry
 p
la
nn
in
g 

(2
-6
) 
W

G
 su
pp
or
ts
 t
he
 
im
pl
em
en
ta
ti
on
 o
f 
c
o
m
m
u
n
i
t
y
 b
as
ed
 a
ct
iv
it
ie
s 

ba
se
d 
o
n
 t
he
 f1
0
0
d
 m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 p
la
ns
. 

(2
-7
) 
W

G
 

mo
ni
to
rs
 a
n
d
 e
va
lu
at
es
 t
he
 c
o
m
m
u
n
i
t
y
 b
as
ed
 a
ct
iv
it
ie
s.
 

(2
-8
) 
W

G
 pr
ep

紅
白

ma
te
ri
al
s
de
sc
ri
bi
ng
 t
he
 c
as
es
 a
nd
 t
he
 l
es
so
ns
 b
as
ed
 

o
n
 t
he
 c
o
m
m
u
n
i
t
y
 b
as
ed
 a
ct
iv
it
ie
s 

(2
-9
) 
W

G
 

co
nt
ri
bu
te
s 
th
e 
ca
se
s 
a
n
d
 t
he
 l
es
so
ns
 o
ft
he
 c
o
m
m
u
n
i
t
y
 b
as
ed
 

ac
ti
vi
ti
es
 t
o 
th
e 
k
n

ー
盟

国
盟

主
伊

鍔
e
m
e
n
t
m叫

a
m
s
m

*D
et
ai
le
d 
fi
gu
re
s 
in
 t
he
 a
bo
ve
 i
nd
ic
at
or
s 
ar
e 
de
te
rm
in
ed
 w
it
hi
n 
th
re
e 
(3
) 
mo
nt
hs
 a
丑
er
th
e 
c
o
m
m
e
n
c
e
m
e
n
t
 o
ft
he
 p
ro
je
ct
 

j v 、h i h



An
ne
x-
3 

T
e
n
t
a
t
i
v
e
 P
l
a
n
 o
f
 O
p
e
r
a
t
i
o
n
 

Co
un
tr
y:
 
Th
e 
Re
pu
bl
ic
 o
f
K
e
n
y
a
 

よ
lVJ

I;;
'-'t

U
I;

;.
I.

'且
~
I

I;
;'

-'
也
U
μ

.I.
V1 

J.
j.

l.
.I

.'
-'

'-
'~

l
'f

'-
' 
.I.
'l
VU
U 

111 
.1.
' 
lV
VU
 .1. 
1
 

VU'
-' 

r1.
阜、

_
u

No
. 

Ac
ti
vi
ザ

20
11
 

20
12
 

2C
 1
3 

2C
 1
4 

I
 

II 
II
I 

IV
 

I
 

H
 

II
I 

I
V
 

I
 

II 
II
I 

IV
 

I
 

II 

Ou
tp
ut
 1:
 
At
 e
ac
h 
le
ve
l 
o
f
W
R
M
A
 

I
 

of
ti
ce
s 
an
d 

10
iI1
ce
s)
 

in 
ch
ar
ge
 o
ff
lo
od
 

t 町
。

ト
I

旦WW
m廷d
o貼r
虫ukd
仏i生n
mg
日自虫G
bprK
起meor
担suu
poi
am豆(回
W旦el
単G，ab
)R互uaI
虫d加nE
a主
問elyt
zがa起en
as旦d
n
 

由s註o
terf
反aaWte
c加uR
乱M
a開lA
ss品
pote
ne

 
ctio
fhvf
 eHo
Iydo.
 om
d a
mn
aa
gn
sa
mg
em
mt
 e

 
nt 
at 

画
題

麹
障

理
園
l

ト
2

臨
怒
璽

臨
璽
1

1-
3 

Wf
lo
Ro
Md
 mA
 E

 
Ca
tc
lu
n
叩
tM
an
ag
em
en
t 
St
ra
te
gy
 (
C
M
S
)
 i
nc
lu
di
ng
 

醒
盤
露

陸
軍
題

1
1 -
4
 

w打伽9叩
f7
o吋d

ma[
lage

}11e
l1~ i

nJ
;出h
e
N
a山tl

旧o凹
na悶】m旧a
l一LI
Wa
te
r 
Rc
so
ur
ce
 M
an
ag
em
en
t 
S凱
tr悶
at恒
e白

園
璽

時
陸
軍
軍

極
悪
璽

1・
5

Wl
¥J
.Y
.ν
，
 

s
 a
 tr
ai
ni
ng
 s
ys
te
m 
fo
r 
st
af
f 
of
 W

R
M
A
 an
d 
ot
he
r 

1-
5-
1 

L
 

of
 a

 tr
ai
ni
n 2

. 
nl
an
 

じ=
コ

な
ご

1-
5-
2 

1
 of
 tr
ai
ni
nl
 

戸
コ

戸
コ

戸
コ

ト
5-
3

10
 f
tr
ai
ni
ng
 c
ou
rs
es
 

に
コ

1-
5-
4 

~ 
co
ur
se
s 
by
 t
he
 t
ra
in
er
s 

1-
5-
5 

Ev
al
ua
ti
on
 a
nd
 

，
 

of
th
e 

3
仕
o
m
th
e 
tr
ai
ni
ng
 c
ou
rs
es
 

戸:
:J

1-
5-
6 

山EC
tOi
oUn
 1Ist
eo s

 
th
e 

>
n
s
 in 
te
rm
βo
f 

lo
f 

1
 

1-
6 

I~剛
vel

aAn
 d

 
i耐n師

耐ss坑ut
討出
仙削blH出
川t加
凶

山
IU叫rt
eE
 Io 
n
 

a
 

i
 l
 

ev
e l

 
at 
re
gi
on
al
 

1目
7

I
W
R
M
A
 

l
 

an
d 

IO
ut
pu
t 
2
・
Fo
r

，
 

ba
se
d 

。o
f
臼
oo
d

{
o
f
W
R
M
A
 to
 s
up
po
rt
 I

 
5
l
S

 

2-
1 

I
W
R
M
A
 

:; 
oi
lo
t 

E 露

1:田G
Ho
eo
sdt
g 

a
m
o
n
g
 r
el
ev
an
t 

su
ch
 

E
盤
覇
軍
霊

t
 

fo
ru
m 

2-
3 

W
R
M
A
 

:; 
th
e 
cu
rr
en
t 

:; 
of
( 

~ 
su

円
ey
)

医-
2田
3-
1

of
 

'o
n 
fl
oo
d 

F
コ

2-
3-
2 

sk
 a
na
ly
si
s 

，rlI
r 
:
 

fl
oo
d 
di
sa
st

町
m
a
p

ト
」

2-
4 

、「
;
 

pi
lo
t 
ar
ea
s 
ba
se
d 
on
 t
he
 b
as
el
in
e 
su
rv
ey
 

隆

2-
5 

|
 

WPI
 lGo
 t

 
晶
嗣

MM
aI
c

白叫
叫官
芭21H川aH附
ls

 to
 b

 
e
 

国li
n t
oSp
ubr
e】p
Caa
rte
chn
moo
edn
t 

u
 

pPl
aln
an s

 ifn S
tC
hM
 

e
 

臨
鐙
盟
酷

2-
5-
1 

I
 

St
ud
y 
on
 g
oo
d 

己コ
2-
5
・2

c:
: 

2-
6 

Wt
he
G H
sou
opd
 p

，t1
16 

，
 

u
>
 

ty
b
出
ed

ib
田
ed

on
 

2-
7 

W
G
I
 

:; 
an
d 
ev
al
ua
te
s 
th
e 

I
 ba
se
d 

路
盤
醤
醤

感
璽
書
留

障
翻

2-
8 

W
G

 
y

 ba
se
d 

~ t
he
 c
as
es
 a
nd
 t
he
 l
es
so
ns
 b
as
ed
 o
n 
th
e 

臨
額

犀
盤
語
審

凶
器
誼

2-
9 

I
W
G
t
 l
ti
曲t
o
t師h
e
kth
neo
wca
Ies
des
Rea
nm 
dt
lm
l田

so
ns

of
th
e 

，
 

ba
se
d 

L
 

路
盤
露

降
掴

J 、 ぺ て ぷ 、



C
o
n
c
e
p
t
 o
f
 t
h
e
 P
r
o
j
e
c
t
 

F
l
o
w
 d
ur
in
g 
th
e 
pr
oj
ec
t 

'. 
}

¥
-

っ
々

、
l

品
Pi
lo
t 
ar
ea
 

ぶド
W
h
e
r
e
 J
I
C
A
 e
xp
er
ts
 p
la
ce
d 

¥ 壮

一 1 N」

E
x
p
a
n
s
i
o
n
 

T
o
o
t
h
e
r
 

W
R
U
A
s
 

ペ:
¥

廿

ι
 

藍
x
p
a
n
s
i
o
n

T
o
 o
t
h
e
r
 

$嗣
R
e
g
i
o
n
a
l

Of
fi
ce
s 

… c u 円 「 日

… W 引 …
匡
x
p
a
n
s
i
o
n

T
o
 o
t
h
e
r
 

W
R
U
A
s
 

A
n
n
e
x

園
4

E
x
p
a
n
s
i
o
n
 t
o 

o
t
h
e
r
 R
e
g
i
o
n
a
l
 O
ff
ic
es
 

u d J l  



 

 

 

 

 

付属書 ３．水資源管理庁（WRMA） SWOT分析 



 



 

St
re

n
gt

h
s

1
. 

F
u
lly

 e
st

a
b
lis

h
e
d
 i
n
st

it
u
ti
o
n
s 

a
t 

g
ra

ss
ro

o
t.

 
2
. 

L
e
a
d
 a

g
e
n
cy

 i
n
 W

a
te

r 
R
e
so

u
rc

e
 

M
g
t 

3
. 

S
o
u
rc

e
 a

n
d
 c

u
st

o
d
ia

n
 o

f 
W

a
te

r 
R
e
so

u
rc

e
 

4
. 

A
v
a
ila

b
le

 t
e
ch

n
ic

a
l 
p
e
rs

o
n
n
e
l 

5
. 

E
x
is

te
n
ce

 o
f 

se
rv

ic
e
 c

h
a
rt

e
r 

w
it
h
 

co
re

 v
a
lu

e
s,

 m
is

si
o
n
 a

n
d
 v

is
io

n
 

6
. 

H
ig

h
 l
e
v
e
l 
o
f 

a
w

a
re

n
e
ss

 
7
. 

G
o
o
d
 c

o
m

m
u
n
ic

a
ti
o
n
 n

e
tw

o
rk

 
- 

D
a
ta

 c
o
lle

ct
o
rs

 a
v
a
ila

b
le

, 
ti
m

e
ly

 s
u
b
m

is
si

o
n
 o

f 
d
a
ta

 

W
ea

kn
es

se
s

1
. 

In
a
d
e
q
u
a
te

 t
o
o
ls

 a
n
d
 e

q
u
ip

m
e
n
t 

2
. 

F
e
w

 p
e
o
p
le

 t
ra

in
e
d
 i
n
 f

lo
o
d
 

m
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

3
. 

In
a
d
e
q
u
a
te

 f
u
n
d
s 

4
. 

G
a
p
s 

in
 d

a
ta

 s
e
ts

 

O
pp

or
tu

n
it

ie
s

1
. 

L
o
ca

l 
k
n
o
w

le
d
g
e
 

2
. 

In
v
o
lv

e
m

e
n
t 

o
f 

o
th

e
r 

st
a
k
e
h
o
ld

e
rs

3
. 

A
v
a
ila

b
ili

ty
 o

f 
p
o
te

n
ti
a
l 
d
o
n
o
rs

 
 

th
re

at
s 

1
. 

V
u
ln

e
ra

b
ili

ty
 t

o
 c

lim
a
te

 v
a
ri
a
b
ili

ty
 

2
. 

P
o
o
r 

la
n
d
 p

o
lic

y
 

3
. 

C
o
m

m
u
n
it
y
 a

tt
it
u
d
e
 

4
. 

P
o
o
r 

co
o
rd

in
a
ti
o
n
 o

f 
v
a
ri
o
u
s 

a
ct

o
rs

 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 M
a
rk

e
t 

d
e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

? 
 

C
o
m

p
e
ti
to

rs
' 
v
u
ln

e
ra

b
ili

ti
e
s?

  
In

d
u
st

ry
 o

r 
lif

e
st

y
le

 t
re

n
d
s?

  
T
e
ch

n
o
lo

g
y
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

a
n
d
 

in
n
o
v
a
ti
o
n
? 

 
G

lo
b
a
l 
in

fl
u
e
n
ce

s?
  

N
e
w

 m
a
rk

e
ts

, 
v
e
rt

ic
a
l,
 h

o
ri
zo

n
ta

l?
  

N
ic

h
e
 t

a
rg

e
t 

m
a
rk

e
ts

? 
 

G
e
o
g
ra

p
h
ic

a
l,
 e

x
p
o
rt

, 
im

p
o
rt

? 
 

N
e
w

 U
S
P
's

? 
 

T
a
ct

ic
s:

 e
g
, 
su

rp
ri
se

, 
m

a
jo

r 
co

n
tr

a
ct

s?
  

B
u
si

n
e
ss

 a
n
d
 p

ro
d
u
ct

 d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t?

 
In

fo
rm

a
ti
o
n
 a

n
d
 r

e
se

a
rc

h
? 

 
P
a
rt

n
e
rs

h
ip

s,
 a

g
e
n
ci

e
s,

 d
is

tr
ib

u
ti
o
n
? 

V
o
lu

m
e
s,

 p
ro

d
u
ct

io
n
, 
e
co

n
o
m

ie
s?

  
S
e
a
so

n
a
l,
 w

e
a
th

e
r,

 f
a
sh

io
n
 

in
fl
u
e
n
ce

s?
 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 D
is

a
d
v
a
n
ta

g
e
s 

o
f 

p
ro

p
o
si

ti
o
n
? 

 
G

a
p
s 

in
 c

a
p
a
b
ili

ti
e
s?

  
L
a
ck

 o
f 

co
m

p
e
ti
ti
v
e
 s

tr
e
n
g
th

? 
 

R
e
p
u
ta

ti
o
n
, 
p
re

se
n
ce

 a
n
d
 r

e
a
ch

? 
 

F
in

a
n
ci

a
ls

? 
 

O
w

n
 k

n
o
w

n
 v

u
ln

e
ra

b
ili

ti
e
s?

  
T
im

e
sc

a
le

s,
 d

e
a
d
lin

e
s 

a
n
d
 

p
re

ss
u
re

s?
  

C
a
sh

fl
o
w

, 
st

a
rt

-u
p
 c

a
sh

-d
ra

in
? 

 
C
o
n
ti
n
u
it
y
, 
su

p
p
ly

 c
h
a
in

 
ro

b
u
st

n
e
ss

? 
 

E
ff
e
ct

s 
o
n
 c

o
re

 a
ct

iv
it
ie

s,
 

d
is

tr
a
ct

io
n
? 

 
R

e
lia

b
ili

ty
 o

f 
d
a
ta

, 
p
la

n
 

p
re

d
ic

ta
b
ili

ty
? 

 
M

o
ra

le
, 
co

m
m

it
m

e
n
t,

 l
e
a
d
e
rs

h
ip

? 
 

A
cc

re
d
it
a
ti
o
n
s,

 e
tc

? 
 

P
ro

ce
ss

e
s 

a
n
d
 s

y
st

e
m

s,
 e

tc
? 

 
M

a
n
a
g
e
m

e
n
t 

co
v
e
r,

 s
u
cc

e
ss

io
n
? 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 P
o
lit

ic
a
l 
e
ff

e
ct

s?
  

L
e
g
is

la
ti
v
e
 e

ff
e
ct

s?
  

E
n
v
ir
o
n
m

e
n
ta

l 
e
ff

e
ct

s?
  

IT
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

? 
 

C
o
m

p
e
ti
to

r 
in

te
n
ti
o
n
s 

- 
v
a
ri
o
u
s?

  
M

a
rk

e
t 

d
e
m

a
n
d
? 

 
N

e
w

 t
e
ch

n
o
lo

g
ie

s,
 s

e
rv

ic
e
s,

 i
d
e
a
s?

  
V
it
a
l 
co

n
tr

a
ct

s 
a
n
d
 p

a
rt

n
e
rs

? 
 

S
u
st

a
in

in
g
 i
n
te

rn
a
l 
ca

p
a
b
ili

ti
e
s?

  
O

b
st

a
cl

e
s 

fa
ce

d
? 

 
In

su
rm

o
u
n
ta

b
le

 w
e
a
k
n
e
ss

e
s?

  
L
o
ss

 o
f 

k
e
y
 s

ta
ff
? 

 
S
u
st

a
in

a
b
le

 f
in

a
n
ci

a
l 
b
a
ck

in
g
? 

 
E
co

n
o
m

y
 -

 h
o
m

e
, 
a
b
ro

a
d
? 

 
S
e
a
so

n
a
lit

y
, 
w

e
a
th

e
r 

e
ff

e
ct

s?
 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
  

 A
d
v
a
n
ta

g
e
s 

o
f 

p
ro

p
o
si

ti
o
n
? 

 
C
a
p
a
b
ili

ti
e
s?

  
C
o
m

p
e
ti
ti
v
e
 a

d
v
a
n
ta

g
e
s?

  
U

S
P
's

 (
u
n
iq

u
e
 s

e
lli

n
g
 p

o
in

ts
)?

  
R
e
so

u
rc

e
s,

 A
ss

e
ts

, 
P
e
o
p
le

? 
 

E
x
p
e
ri
e
n
ce

, 
k
n
o
w

le
d
g
e
, 
d
a
ta

? 
 

F
in

a
n
ci

a
l 
re

se
rv

e
s,

 l
ik

e
ly

 r
e
tu

rn
s?

  
M

a
rk

e
ti
n
g
 -

 r
e
a
ch

, 
d
is

tr
ib

u
ti
o
n
, 

a
w

a
re

n
e
ss

? 
 

In
n
o
v
a
ti
v
e
 a

sp
e
ct

s?
  

L
o
ca

ti
o
n
 a

n
d
 g

e
o
g
ra

p
h
ic

a
l?

  
P
ri
ce

, 
v
a
lu

e
, 
q
u
a
lit

y
? 

 
A
cc

re
d
it
a
ti
o
n
s,

 q
u
a
lif

ic
a
ti
o
n
s,

 
ce

rt
if
ic

a
ti
o
n
s?

  
P
ro

ce
ss

e
s,

 s
y
st

e
m

s,
 I

T
, 

co
m

m
u
n
ic

a
ti
o
n
s?

  
C
u
lt
u
ra

l,
 a

tt
it
u
d
in

a
l,
 b

e
h
a
v
io

u
ra

l?
  

M
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

co
v
e
r,

 s
u
cc

e
ss

io
n
? 

P
h
ilo

so
p
h
y
 a

n
d
 v

a
lu

e
s?

 

SW
O

T 
A

n
al

ys
is

 T
em

pl
at

e 
 
 

 S
ta

te
 w

h
a
t 

y
o
u
 a

re
 a

ss
e
ss

in
g
 h

e
re

 _
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
T
IG

E
R

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

 (T
h
is

 p
a
rt

ic
u
la

r 
e
x
a
m

p
le

 i
s 

fo
r 

a
 n

e
w

 b
u
si

n
e
ss

 o
p
p
o
rt

u
n
it
y
. 
M

a
n
y
 c

ri
te

ri
a
 c

a
n
 a

p
p
ly

 t
o
 m

o
re

 t
h
a
n
 o

n
e
 q

u
a
d
ra

n
t.

 I
d
e
n
ti
fy

 c
ri
te

ri
a
 a

p
p
ro

p
ri
a
te

 t
o
 y

o
u
r 

o
w

n
 S

W
O

T
 s

it
u
a
ti
o
n
.)

 

©
 A

la
n
 C

h
a
p
m

a
n
 2

0
0
5
-0

8
. 

 
F
re

e
 P

D
F
 v

e
rs

io
n
 o

f 
th

is
 t

o
o
l 
a
n
d
 i
n
fo

rm
a
ti
o
n
 a

b
o
u
t 

S
W

O
T
 a

n
a
ly

si
s 

m
e
th

o
d
s 

a
re

 a
v
a
ila

b
le

 a
t 
w

w
w

.b
u
si

n
e
ss

b
a
lls

.c
o
m

/s
w

o
ta

n
a
ly

si
sf

re
e
te

m
p
la

te
.h

tm
. 

 
 

T
h
is

 i
s 

a
 f

re
e
 r

e
so

u
rc

e
 f

ro
m

 w
w

w
.b

u
si

n
e
ss

b
a
lls

.c
o
m

, 
w

h
ic

h
 c

o
n
ta

in
s 

lo
ts

 m
o
re

 u
se

fu
l 
to

o
ls

, 
d
ia

g
ra

m
s 

a
n
d
 m

a
te

ri
a
ls

. 
 
N

o
t 

to
 b

e
 s

o
ld

 o
r 

p
u
b
lis

h
e
d
. 



 

St
re

n
gt

h
s

1
. 

W
a
te

r 
A
ct

 a
n
d
 W

R
M

 r
u
le

s 
in

 p
la

ce
 

2
. 

C
a
tc

h
m

e
n
t 

m
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

st
ra

te
g
ie

s 
in

 p
la

ce
 

3
. 

E
x
is

ti
n
g
 H

y
d
ro

 m
e
te

o
ro

lo
g
ic

a
l 
n
e
t 

w
o
rk

 
4
. 

E
x
is

ti
n
g
 b

a
si

c 
sk

ill
s 

in
 W

R
M

 
 

 
 

W
ea

kn
es

se
s

1
. 

In
a
d
e
q
u
a
te

 w
o
rk

in
g
 t

o
o
ls

 
2
. 

In
a
d
e
q
u
a
te

 w
o
rk

in
g
 s

p
a
ce

 
3
. 

In
a
d
e
q
u
a
te

 s
p
e
ci

a
lis

e
d
 s

k
ill

s 
in

 
IW

M
 

4
. 

 
In

a
d
e
q
u
a
te

 f
in

a
n
ci

a
l 
a
n
d
 h

u
m

a
n
 

re
so

u
rc

e
s 

to
 r

u
n
 I

W
M

 P
ro

je
ct

s 
5
. 

L
a
ck

 o
f 

a
d
e
q
u
a
te

 p
ro

to
co

l 
co

n
tr

o
lli

n
g
 t

ra
n
sb

o
u
n
d
a
ry

 w
a
te

rs
 

O
pp

or
tu

n
it

ie
s

1
. 

C
o
m

m
u
n
it
y
 u

n
d
e
rs

ta
n
d
s 

th
e
re

 i
s 

a
 

p
ro

b
le

m
 o

f 
fl
o
o
d
in

g
 i
n
 t

h
e
ir
 a

re
a
s 

2
. 

E
x
is

te
n
ce

 o
f 

W
R
U

A
s 

in
 f

lo
o
d
 p

ro
n
 

a
re

a
s 

3
. 

E
x
is

te
n
ce

 o
f 

d
is

a
st

e
r 

m
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

te
a
m

 u
n
d
e
r 

p
ro

v
in

ci
a
l 

a
d
m

in
is

tr
a
ti
o
n
 d

e
p
a
rt

m
e
n
t 

to
 

p
a
rt

n
e
r 

w
it
h
 I

W
M

 a
ct

iv
it
ie

s 
4
. 

G
o
o
d
 w

o
rk

in
g
 r

e
la

ti
o
n
sh

ip
 

b
e
tw

e
e
n
 W

R
M

A
 a

n
d
 W

R
A
 

 
 

Th
re

at
s 

1
. 

C
o
n
fl
ic

ti
n
g
 A

ct
s 

e
sp

e
ci

a
lly

 o
n
 l
a
n
d
 

u
se

 
2
. 

W
e
a
k
 r

e
v
e
n
u
e
 b

a
se

 
3
. 

P
o
lit

ic
a
l 
in

te
rf

e
re

n
ce

 –
 i
n
a
d
e
q
u
a
te

 
p
o
lit

ic
a
l 
su

p
p
o
rt

 
4
. 

H
ig

h
 p

o
p
u
la

ti
o
n
 p

re
ss

u
re

 l
e
a
d
in

g
 

to
 c

a
tc

h
m

e
n
t 

d
e
st

ru
ct

io
n
 a

n
d
 

se
tt

le
m

e
n
t 

in
 f

lo
o
d
p
la

in
s 

 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 M
a
rk

e
t 

d
e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

? 
 

C
o
m

p
e
ti
to

rs
' 
v
u
ln

e
ra

b
ili

ti
e
s?

  
In

d
u
st

ry
 o

r 
lif

e
st

y
le

 t
re

n
d
s?

  
T
e
ch

n
o
lo

g
y
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

a
n
d
 

in
n
o
v
a
ti
o
n
? 

 
G

lo
b
a
l 
in

fl
u
e
n
ce

s?
  

N
e
w

 m
a
rk

e
ts

, 
v
e
rt

ic
a
l,
 h

o
ri
zo

n
ta

l?
  

N
ic

h
e
 t

a
rg

e
t 

m
a
rk

e
ts

? 
 

G
e
o
g
ra

p
h
ic

a
l,
 e

x
p
o
rt

, 
im

p
o
rt

? 
 

N
e
w

 U
S
P
's

? 
 

T
a
ct

ic
s:

 e
g
, 
su

rp
ri
se

, 
m

a
jo

r 
co

n
tr

a
ct

s?
  

B
u
si

n
e
ss

 a
n
d
 p

ro
d
u
ct

 d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t?

 
In

fo
rm

a
ti
o
n
 a

n
d
 r

e
se

a
rc

h
? 

 
P
a
rt

n
e
rs

h
ip

s,
 a

g
e
n
ci

e
s,

 d
is

tr
ib

u
ti
o
n
? 

V
o
lu

m
e
s,

 p
ro

d
u
ct

io
n
, 
e
co

n
o
m

ie
s?

  
S
e
a
so

n
a
l,
 w

e
a
th

e
r,

 f
a
sh

io
n
 

in
fl
u
e
n
ce

s?
 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 D
is

a
d
v
a
n
ta

g
e
s 

o
f 

p
ro

p
o
si

ti
o
n
? 

 
G

a
p
s 

in
 c

a
p
a
b
ili

ti
e
s?

  
L
a
ck

 o
f 

co
m

p
e
ti
ti
v
e
 s

tr
e
n
g
th

? 
 

R
e
p
u
ta

ti
o
n
, 
p
re

se
n
ce

 a
n
d
 r

e
a
ch

? 
 

F
in

a
n
ci

a
ls

? 
 

O
w

n
 k

n
o
w

n
 v

u
ln

e
ra

b
ili

ti
e
s?

  
T
im

e
sc

a
le

s,
 d

e
a
d
lin

e
s 

a
n
d
 

p
re

ss
u
re

s?
  

C
a
sh

fl
o
w

, 
st

a
rt

-u
p
 c

a
sh

-d
ra

in
? 

 
C
o
n
ti
n
u
it
y
, 
su

p
p
ly

 c
h
a
in

 
ro

b
u
st

n
e
ss

? 
 

E
ff
e
ct

s 
o
n
 c

o
re

 a
ct

iv
it
ie

s,
 

d
is

tr
a
ct

io
n
? 

 
R

e
lia

b
ili

ty
 o

f 
d
a
ta

, 
p
la

n
 

p
re

d
ic

ta
b
ili

ty
? 

 
M

o
ra

le
, 
co

m
m

it
m

e
n
t,

 l
e
a
d
e
rs

h
ip

? 
 

A
cc

re
d
it
a
ti
o
n
s,

 e
tc

? 
 

P
ro

ce
ss

e
s 

a
n
d
 s

y
st

e
m

s,
 e

tc
? 

 
M

a
n
a
g
e
m

e
n
t 

co
v
e
r,

 s
u
cc

e
ss

io
n
? 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 P
o
lit

ic
a
l 
e
ff

e
ct

s?
  

L
e
g
is

la
ti
v
e
 e

ff
e
ct

s?
  

E
n
v
ir
o
n
m

e
n
ta

l 
e
ff

e
ct

s?
  

IT
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

? 
 

C
o
m

p
e
ti
to

r 
in

te
n
ti
o
n
s 

- 
v
a
ri
o
u
s?

  
M

a
rk

e
t 

d
e
m

a
n
d
? 

 
N

e
w

 t
e
ch

n
o
lo

g
ie

s,
 s

e
rv

ic
e
s,

 i
d
e
a
s?

  
V
it
a
l 
co

n
tr

a
ct

s 
a
n
d
 p

a
rt

n
e
rs

? 
 

S
u
st

a
in

in
g
 i
n
te

rn
a
l 
ca

p
a
b
ili

ti
e
s?

  
O

b
st

a
cl

e
s 

fa
ce

d
? 

 
In

su
rm

o
u
n
ta

b
le

 w
e
a
k
n
e
ss

e
s?

  
L
o
ss

 o
f 

k
e
y
 s

ta
ff
? 

 
S
u
st

a
in

a
b
le

 f
in

a
n
ci

a
l 
b
a
ck

in
g
? 

 
E
co

n
o
m

y
 -

 h
o
m

e
, 
a
b
ro

a
d
? 

 
S
e
a
so

n
a
lit

y
, 
w

e
a
th

e
r 

e
ff

e
ct

s?
 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
  

 A
d
v
a
n
ta

g
e
s 

o
f 

p
ro

p
o
si

ti
o
n
? 

 
C
a
p
a
b
ili

ti
e
s?

  
C
o
m

p
e
ti
ti
v
e
 a

d
v
a
n
ta

g
e
s?

  
U

S
P
's

 (
u
n
iq

u
e
 s

e
lli

n
g
 p

o
in

ts
)?

  
R
e
so

u
rc

e
s,

 A
ss

e
ts

, 
P
e
o
p
le

? 
 

E
x
p
e
ri
e
n
ce

, 
k
n
o
w

le
d
g
e
, 
d
a
ta

? 
 

F
in

a
n
ci

a
l 
re

se
rv

e
s,

 l
ik

e
ly

 r
e
tu

rn
s?

  
M

a
rk

e
ti
n
g
 -

 r
e
a
ch

, 
d
is

tr
ib

u
ti
o
n
, 

a
w

a
re

n
e
ss

? 
 

In
n
o
v
a
ti
v
e
 a

sp
e
ct

s?
  

L
o
ca

ti
o
n
 a

n
d
 g

e
o
g
ra

p
h
ic

a
l?

  
P
ri
ce

, 
v
a
lu

e
, 
q
u
a
lit

y
? 

 
A
cc

re
d
it
a
ti
o
n
s,

 q
u
a
lif

ic
a
ti
o
n
s,

 
ce

rt
if
ic

a
ti
o
n
s?

  
P
ro

ce
ss

e
s,

 s
y
st

e
m

s,
 I

T
, 

co
m

m
u
n
ic

a
ti
o
n
s?

  
C
u
lt
u
ra

l,
 a

tt
it
u
d
in

a
l,
 b

e
h
a
v
io

u
ra

l?
  

M
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

co
v
e
r,

 s
u
cc

e
ss

io
n
? 

P
h
ilo

so
p
h
y
 a

n
d
 v

a
lu

e
s?

 

SW
O

T 
A

n
al

ys
is

 T
em

pl
at

e 
 
 

 S
ta

te
 w

h
a
t 

y
o
u
 a

re
 a

ss
e
ss

in
g
 h

e
re

 _
_
_
_
_
_
_
_
A
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

 (T
h
is

 p
a
rt

ic
u
la

r 
e
x
a
m

p
le

 i
s 

fo
r 

a
 n

e
w

 b
u
si

n
e
ss

 o
p
p
o
rt

u
n
it
y
. 
M

a
n
y
 c

ri
te

ri
a
 c

a
n
 a

p
p
ly

 t
o
 m

o
re

 t
h
a
n
 o

n
e
 q

u
a
d
ra

n
t.

 I
d
e
n
ti
fy

 c
ri
te

ri
a
 a

p
p
ro

p
ri
a
te

 t
o
 y

o
u
r 

o
w

n
 S

W
O

T
 s

it
u
a
ti
o
n
.)

 

©
 A

la
n
 C

h
a
p
m

a
n
 2

0
0
5
-0

8
. 

 
F
re

e
 P

D
F
 v

e
rs

io
n
 o

f 
th

is
 t

o
o
l 
a
n
d
 i
n
fo

rm
a
ti
o
n
 a

b
o
u
t 

S
W

O
T
 a

n
a
ly

si
s 

m
e
th

o
d
s 

a
re

 a
v
a
ila

b
le

 a
t 
w

w
w

.b
u
si

n
e
ss

b
a
lls

.c
o
m

/s
w

o
ta

n
a
ly

si
sf

re
e
te

m
p
la

te
.h

tm
. 

 
 

T
h
is

 i
s 

a
 f

re
e
 r

e
so

u
rc

e
 f

ro
m

 w
w

w
.b

u
si

n
e
ss

b
a
lls

.c
o
m

, 
w

h
ic

h
 c

o
n
ta

in
s 

lo
ts

 m
o
re

 u
se

fu
l 
to

o
ls

, 
d
ia

g
ra

m
s 

a
n
d
 m

a
te

ri
a
ls

. 
 
N

o
t 

to
 b

e
 s

o
ld

 o
r 

p
u
b
lis

h
e
d
. 



 

St
re

n
gt

h
s

1
. 

E
st

a
b
lis

h
e
d
 f

lo
o
d
 m

a
n
a
g
e
m

e
n
t 

u
n
it
s 

2
. 

R
e
le

v
a
n
t 

p
ro

fe
ss

io
n
a
ls

 (
C
iv

il 
E
n
g
 

H
y
d
ro

lo
g
is

t 
G

e
o
lo

g
is

t)
 –

 
(Q

u
a
lif

ie
d
) 

3
. 

D
a
ta

 a
v
a
ila

b
le

 o
n
 f

lo
o
d
s 

4
. 

W
A
N

 i
n
st

a
lla

ti
o
n
 o

n
 o

n
g
o
in

g
 

5
. 

M
o
d
e
lli

n
g
 c

a
p
a
b
ili

ty
 

6
. 

C
M

S
 f

o
r 

a
ll 

6
 r

e
g
io

n
s 

a
n
d
 S

C
M

P
 

7
. 

S
u
p
p
o
rt

 L
e
g
a
l 
fr

a
m

e
w

o
rk

 
 

W
ea

kn
es

se
s

1
. 

N
o
 l
in

e
 b

u
d
g
e
t 

2
. 

In
a
d
e
q
u
a
te

 d
a
ta

 s
e
ri
e
s 

3
. 

M
u
lt
i-
ta

sk
in

g
 o

f 
st

a
ff

 
4
. 

In
a
d
e
q
u
a
te

 s
u
cc

e
ss

io
n
 

m
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

(S
ta

ff
) 

5
. 

L
a
ck

 o
f 

e
a
rl
y
 w

a
rn

in
g
 s

y
st

e
m

 
(F

lo
o
d
/D

ro
u
g
h
t)

 

O
pp

or
tu

n
it

ie
s

1
. 

T
e
ch

n
ic

a
l 
co

o
p
e
ra

ti
o
n
 w

it
h
 

D
o
n
o
rs

 
2
. 

O
n
-g

o
in

g
 p

ro
g
ra

m
m

e
s 

o
n
 f

lo
o
d
 

m
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

(N
zo

ia
, 
N

y
a
n
d
o
) 

3
. 

C
o
o
p
e
ra

ti
o
n
 a

n
d
 c

o
lla

b
o
ra

ti
o
n
 

w
it
h
 o

th
e
r 

in
st

it
u
ti
o
n
s 

4
. 

B
a
si

c 
a
p
p
ro

a
ch

 i
n
 W

R
 

m
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

Th
re

at
s 

1
. 

O
v
e
rl
a
p
s 

in
 F

M
 M

a
n
d
a
te

s 
2
. 

C
lim

a
te

 c
h
a
n
g
e
 

3
. 

R
e
te

n
ti
o
n
 o

f 
q
u
a
lif

ie
d
 s

ta
ff

 
4
. 

L
im

it
e
d
 f

in
a
n
ci

a
l 
re

so
u
rc

e
s 

5
. 

P
o
lit

ic
a
l 
in

te
rf

e
re

n
ce

 w
it
h
 

te
ch

n
ic

a
l 
is

su
e
s.

 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 M
a
rk

e
t 

d
e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

? 
 

C
o
m

p
e
ti
to

rs
' 
v
u
ln

e
ra

b
ili

ti
e
s?

  
In

d
u
st

ry
 o

r 
lif

e
st

y
le

 t
re

n
d
s?

  
T
e
ch

n
o
lo

g
y
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

a
n
d
 

in
n
o
v
a
ti
o
n
? 

 
G

lo
b
a
l 
in

fl
u
e
n
ce

s?
  

N
e
w

 m
a
rk

e
ts

, 
v
e
rt

ic
a
l,
 h

o
ri
zo

n
ta

l?
  

N
ic

h
e
 t

a
rg

e
t 

m
a
rk

e
ts

? 
 

G
e
o
g
ra

p
h
ic

a
l,
 e

x
p
o
rt

, 
im

p
o
rt

? 
 

N
e
w

 U
S
P
's

? 
 

T
a
ct

ic
s:

 e
g
, 
su

rp
ri
se

, 
m

a
jo

r 
co

n
tr

a
ct

s?
  

B
u
si

n
e
ss

 a
n
d
 p

ro
d
u
ct

 d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t?

 
In

fo
rm

a
ti
o
n
 a

n
d
 r

e
se

a
rc

h
? 

 
P
a
rt

n
e
rs

h
ip

s,
 a

g
e
n
ci

e
s,

 d
is

tr
ib

u
ti
o
n
? 

V
o
lu

m
e
s,

 p
ro

d
u
ct

io
n
, 
e
co

n
o
m

ie
s?

  
S
e
a
so

n
a
l,
 w

e
a
th

e
r,

 f
a
sh

io
n
 

in
fl
u
e
n
ce

s?
 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 D
is

a
d
v
a
n
ta

g
e
s 

o
f 

p
ro

p
o
si

ti
o
n
? 

 
G

a
p
s 

in
 c

a
p
a
b
ili

ti
e
s?

  
L
a
ck

 o
f 

co
m

p
e
ti
ti
v
e
 s

tr
e
n
g
th

? 
 

R
e
p
u
ta

ti
o
n
, 
p
re

se
n
ce

 a
n
d
 r

e
a
ch

? 
 

F
in

a
n
ci

a
ls

? 
 

O
w

n
 k

n
o
w

n
 v

u
ln

e
ra

b
ili

ti
e
s?

  
T
im

e
sc

a
le

s,
 d

e
a
d
lin

e
s 

a
n
d
 

p
re

ss
u
re

s?
  

C
a
sh

fl
o
w

, 
st

a
rt

-u
p
 c

a
sh

-d
ra

in
? 

 
C
o
n
ti
n
u
it
y
, 
su

p
p
ly

 c
h
a
in

 
ro

b
u
st

n
e
ss

? 
 

E
ff
e
ct

s 
o
n
 c

o
re

 a
ct

iv
it
ie

s,
 

d
is

tr
a
ct

io
n
? 

 
R

e
lia

b
ili

ty
 o

f 
d
a
ta

, 
p
la

n
 

p
re

d
ic

ta
b
ili

ty
? 

 
M

o
ra

le
, 
co

m
m

it
m

e
n
t,

 l
e
a
d
e
rs

h
ip

? 
 

A
cc

re
d
it
a
ti
o
n
s,

 e
tc

? 
 

P
ro

ce
ss

e
s 

a
n
d
 s

y
st

e
m

s,
 e

tc
? 

 
M

a
n
a
g
e
m

e
n
t 

co
v
e
r,

 s
u
cc

e
ss

io
n
? 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 P
o
lit

ic
a
l 
e
ff

e
ct

s?
  

L
e
g
is

la
ti
v
e
 e

ff
e
ct

s?
  

E
n
v
ir
o
n
m

e
n
ta

l 
e
ff

e
ct

s?
  

IT
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

? 
 

C
o
m

p
e
ti
to

r 
in

te
n
ti
o
n
s 

- 
v
a
ri
o
u
s?

  
M

a
rk

e
t 

d
e
m

a
n
d
? 

 
N

e
w

 t
e
ch

n
o
lo

g
ie

s,
 s

e
rv

ic
e
s,

 i
d
e
a
s?

  
V
it
a
l 
co

n
tr

a
ct

s 
a
n
d
 p

a
rt

n
e
rs

? 
 

S
u
st

a
in

in
g
 i
n
te

rn
a
l 
ca

p
a
b
ili

ti
e
s?

  
O

b
st

a
cl

e
s 

fa
ce

d
? 

 
In

su
rm

o
u
n
ta

b
le

 w
e
a
k
n
e
ss

e
s?

  
L
o
ss

 o
f 

k
e
y
 s

ta
ff
? 

 
S
u
st

a
in

a
b
le

 f
in

a
n
ci

a
l 
b
a
ck

in
g
? 

 
E
co

n
o
m

y
 -

 h
o
m

e
, 
a
b
ro

a
d
? 

 
S
e
a
so

n
a
lit

y
, 
w

e
a
th

e
r 

e
ff

e
ct

s?
 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
  

 A
d
v
a
n
ta

g
e
s 

o
f 

p
ro

p
o
si

ti
o
n
? 

 
C
a
p
a
b
ili

ti
e
s?

  
C
o
m

p
e
ti
ti
v
e
 a

d
v
a
n
ta

g
e
s?

  
U

S
P
's

 (
u
n
iq

u
e
 s

e
lli

n
g
 p

o
in

ts
)?

  
R
e
so

u
rc

e
s,

 A
ss

e
ts

, 
P
e
o
p
le

? 
 

E
x
p
e
ri
e
n
ce

, 
k
n
o
w

le
d
g
e
, 
d
a
ta

? 
 

F
in

a
n
ci

a
l 
re

se
rv

e
s,

 l
ik

e
ly

 r
e
tu

rn
s?

  
M

a
rk

e
ti
n
g
 -

 r
e
a
ch

, 
d
is

tr
ib

u
ti
o
n
, 

a
w

a
re

n
e
ss

? 
 

In
n
o
v
a
ti
v
e
 a

sp
e
ct

s?
  

L
o
ca

ti
o
n
 a

n
d
 g

e
o
g
ra

p
h
ic

a
l?

  
P
ri
ce

, 
v
a
lu

e
, 
q
u
a
lit

y
? 

 
A
cc

re
d
it
a
ti
o
n
s,

 q
u
a
lif

ic
a
ti
o
n
s,

 
ce

rt
if
ic

a
ti
o
n
s?

  
P
ro

ce
ss

e
s,

 s
y
st

e
m

s,
 I

T
, 

co
m

m
u
n
ic

a
ti
o
n
s?

  
C
u
lt
u
ra

l,
 a

tt
it
u
d
in

a
l,
 b

e
h
a
v
io

u
ra

l?
  

M
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

co
v
e
r,

 s
u
cc

e
ss

io
n
? 

P
h
ilo

so
p
h
y
 a

n
d
 v

a
lu

e
s?

 

SW
O

T 
A

n
al

ys
is

 T
em

pl
at

e 
 
 

 S
ta

te
 w

h
a
t 

y
o
u
 a

re
 a

ss
e
ss

in
g
 h

e
re

 _
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
M

A
JI

 S
A
F
I_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

 (T
h
is

 p
a
rt

ic
u
la

r 
e
x
a
m

p
le

 i
s 

fo
r 

a
 n

e
w

 b
u
si

n
e
ss

 o
p
p
o
rt

u
n
it
y
. 
M

a
n
y
 c

ri
te

ri
a
 c

a
n
 a

p
p
ly

 t
o
 m

o
re

 t
h
a
n
 o

n
e
 q

u
a
d
ra

n
t.

 I
d
e
n
ti
fy

 c
ri
te

ri
a
 a

p
p
ro

p
ri
a
te

 t
o
 y

o
u
r 

o
w

n
 S

W
O

T
 s

it
u
a
ti
o
n
.)

 

©
 A

la
n
 C

h
a
p
m

a
n
 2

0
0
5
-0

8
. 

 
F
re

e
 P

D
F
 v

e
rs

io
n
 o

f 
th

is
 t

o
o
l 
a
n
d
 i
n
fo

rm
a
ti
o
n
 a

b
o
u
t 

S
W

O
T
 a

n
a
ly

si
s 

m
e
th

o
d
s 

a
re

 a
v
a
ila

b
le

 a
t 
w

w
w

.b
u
si

n
e
ss

b
a
lls

.c
o
m

/s
w

o
ta

n
a
ly

si
sf

re
e
te

m
p
la

te
.h

tm
. 

 
 

T
h
is

 i
s 

a
 f

re
e
 r

e
so

u
rc

e
 f

ro
m

 w
w

w
.b

u
si

n
e
ss

b
a
lls

.c
o
m

, 
w

h
ic

h
 c

o
n
ta

in
s 

lo
ts

 m
o
re

 u
se

fu
l 
to

o
ls

, 
d
ia

g
ra

m
s 

a
n
d
 m

a
te

ri
a
ls

. 
 
N

o
t 

to
 b

e
 s

o
ld

 o
r 

p
u
b
lis

h
e
d
. 



 

op
po

rt
u

n
it

ie
s×

st
re

n
gt

h
s 

1
. 

W
R
M

A
 a

s 
lo

ca
l 
le

a
d
 A

g
e
n
cy

 c
re

a
te

 
a
 F

M
 F

o
ru

m
 f

o
r 

in
v
o
lv

e
m

e
n
t 

o
f 

st
a
k
e
h
o
ld

e
rs

 
2
. 

T
o
 l
in

k
 l
o
ca

l 
k
n
o
w

le
d
g
e
 w

it
h
 

a
v
a
ila

b
le

 d
a
ta

 t
o
 d

e
v
e
lo

p
 e

a
rl
y
 

w
a
rn

in
g
 s

y
st

e
m

 
3
. 

S
e
cu

re
 w

ill
in

g
 d

o
n
o
r 

to
 f

in
a
n
ce

 
W

R
M

A
 I

n
st

it
u
ti
o
n
s 

(W
R
U

A
,S

) 
a
n
d
 

o
p
e
ra

ti
o
n
s 

op
po

rt
u

n
it

ie
s×

w
ea

kn
es

se
s 

1
. 

D
e
v
e
lo

p
 F

M
 p

ro
p
o
sa

ls
 t

o
 d

o
n
o
rs

 
to

 f
u
n
d
 t

ra
in

in
g
 a

n
d
 p

ro
cu

re
 

e
q
u
ip

m
e
n
t 

a
n
d
 t

o
o
ls

 
2
. 

S
u
p
p
le

m
e
n
t 

a
v
a
ila

b
le

 F
M

 d
a
ta

 
w

it
h
 l
o
ca

l 
k
n
o
w

le
d
g
e
 

3
. 

Id
e
n
ti
fy

 a
n
d
 c

o
o
rd

in
a
te

 
st

a
k
e
h
o
ld

e
rs

 i
n
 F

M
 t

o
 e

n
h
a
n
ce

 
e
q
u
ip

m
e
n
t/

to
o
ls

 a
n
d
 W

R
M

A
 

tr
a
in

e
d
 s

ta
ff

 c
a
p
a
ci

ty
 

 

th
re

at
s 

×
St

re
n

gt
h

s 
1
. 

D
e
v
e
lo

p
 f

lo
o
d
 f

o
cu

si
n
g
 s

y
st

e
m

 
u
si

n
g
 a

v
a
ila

b
le

 W
R
 d

a
ta

 t
o
 r

e
d
u
ce

 
v
u
lr
e
b
ili

ty
 

2
. 

 
C
re

a
te

 a
w

a
re

n
e
ss

 o
n
 f

lo
o
d
 

m
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

b
y
 u

si
n
g
 e

x
is

ti
n
g
 

W
R
V
A
s 

to
 i
n
cr

e
a
se

 c
o
m

m
u
n
it
y
 

a
w

a
re

n
e
ss

 
3
. 

S
tr

e
n
g
th

e
n
 W

R
M

A
 c

a
p
a
ci

ty
 t

o
 

co
o
rd

in
a
te

 v
a
ri
o
u
s 

F
M

 a
ct

o
rs

 
 

  

th
re

at
s×

w
ea

kn
es

se
s 

1
. 

C
a
p
a
ci

ty
 b

u
ild

 m
o
re

 s
ta

ff
 i
n
 f

lo
o
d
 

m
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

2
. 

D
e
v
e
lo

p
 p

ro
cu

re
m

e
n
t 

p
la

n
 f

o
r 

e
q
u
ip

m
e
n
ts

 a
n
d
 t

o
o
ls

 
3
. 

P
ro

m
o
te

 c
o
lla

b
o
ra

ti
v
e
 a

n
d
 

in
te

g
ra

te
d
 a

p
p
ro

a
ch

 t
o
 f

lo
o
d
 

m
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

4
. 

In
it
ia

te
 c

o
m

m
u
n
it
y
 d

ri
v
e
n
 s

e
lf
-

h
e
lp

 f
u
n
d
 f

o
r 

F
M

 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 M
a
rk

e
t 

d
e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

? 
 

C
o
m

p
e
ti
to

rs
' 
v
u
ln

e
ra

b
ili

ti
e
s?

  
In

d
u
st

ry
 o

r 
lif

e
st

y
le

 t
re

n
d
s?

  
T
e
ch

n
o
lo

g
y
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

a
n
d
 

in
n
o
v
a
ti
o
n
? 

 
G

lo
b
a
l 
in

fl
u
e
n
ce

s?
  

N
e
w

 m
a
rk

e
ts

, 
v
e
rt

ic
a
l,
 h

o
ri
zo

n
ta

l?
  

N
ic

h
e
 t

a
rg

e
t 

m
a
rk

e
ts

? 
 

G
e
o
g
ra

p
h
ic

a
l,
 e

x
p
o
rt

, 
im

p
o
rt

? 
 

N
e
w

 U
S
P
's

? 
 

T
a
ct

ic
s:

 e
g
, 
su

rp
ri
se

, 
m

a
jo

r 
co

n
tr

a
ct

s?
  

B
u
si

n
e
ss

 a
n
d
 p

ro
d
u
ct

 d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t?

 
In

fo
rm

a
ti
o
n
 a

n
d
 r

e
se

a
rc

h
? 

 
P
a
rt

n
e
rs

h
ip

s,
 a

g
e
n
ci

e
s,

 d
is

tr
ib

u
ti
o
n
? 

V
o
lu

m
e
s,

 p
ro

d
u
ct

io
n
, 
e
co

n
o
m

ie
s?

  
S
e
a
so

n
a
l,
 w

e
a
th

e
r,

 f
a
sh

io
n
 

in
fl
u
e
n
ce

s?
 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 D
is

a
d
v
a
n
ta

g
e
s 

o
f 

p
ro

p
o
si

ti
o
n
? 

 
G

a
p
s 

in
 c

a
p
a
b
ili

ti
e
s?

  
L
a
ck

 o
f 

co
m

p
e
ti
ti
v
e
 s

tr
e
n
g
th

? 
 

R
e
p
u
ta

ti
o
n
, 
p
re

se
n
ce

 a
n
d
 r

e
a
ch

? 
 

F
in

a
n
ci

a
ls

? 
 

O
w

n
 k

n
o
w

n
 v

u
ln

e
ra

b
ili

ti
e
s?

  
T
im

e
sc

a
le

s,
 d

e
a
d
lin

e
s 

a
n
d
 

p
re

ss
u
re

s?
  

C
a
sh

fl
o
w

, 
st

a
rt

-u
p
 c

a
sh

-d
ra

in
? 

 
C
o
n
ti
n
u
it
y
, 
su

p
p
ly

 c
h
a
in

 
ro

b
u
st

n
e
ss

? 
 

E
ff
e
ct

s 
o
n
 c

o
re

 a
ct

iv
it
ie

s,
 

d
is

tr
a
ct

io
n
? 

 
R

e
lia

b
ili

ty
 o

f 
d
a
ta

, 
p
la

n
 

p
re

d
ic

ta
b
ili

ty
? 

 
M

o
ra

le
, 
co

m
m

it
m

e
n
t,

 l
e
a
d
e
rs

h
ip

? 
 

A
cc

re
d
it
a
ti
o
n
s,

 e
tc

? 
 

P
ro

ce
ss

e
s 

a
n
d
 s

y
st

e
m

s,
 e

tc
? 

 
M

a
n
a
g
e
m

e
n
t 

co
v
e
r,

 s
u
cc

e
ss

io
n
? 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 P
o
lit

ic
a
l 
e
ff

e
ct

s?
  

L
e
g
is

la
ti
v
e
 e

ff
e
ct

s?
  

E
n
v
ir
o
n
m

e
n
ta

l 
e
ff

e
ct

s?
  

IT
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

? 
 

C
o
m

p
e
ti
to

r 
in

te
n
ti
o
n
s 

- 
v
a
ri
o
u
s?

  
M

a
rk

e
t 

d
e
m

a
n
d
? 

 
N

e
w

 t
e
ch

n
o
lo

g
ie

s,
 s

e
rv

ic
e
s,

 i
d
e
a
s?

  
V
it
a
l 
co

n
tr

a
ct

s 
a
n
d
 p

a
rt

n
e
rs

? 
 

S
u
st

a
in

in
g
 i
n
te

rn
a
l 
ca

p
a
b
ili

ti
e
s?

  
O

b
st

a
cl

e
s 

fa
ce

d
? 

 
In

su
rm

o
u
n
ta

b
le

 w
e
a
k
n
e
ss

e
s?

  
L
o
ss

 o
f 

k
e
y
 s

ta
ff
? 

 
S
u
st

a
in

a
b
le

 f
in

a
n
ci

a
l 
b
a
ck

in
g
? 

 
E
co

n
o
m

y
 -

 h
o
m

e
, 
a
b
ro

a
d
? 

 
S
e
a
so

n
a
lit

y
, 
w

e
a
th

e
r 

e
ff

e
ct

s?
 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
  

 A
d
v
a
n
ta

g
e
s 

o
f 

p
ro

p
o
si

ti
o
n
? 

 
C
a
p
a
b
ili

ti
e
s?

  
C
o
m

p
e
ti
ti
v
e
 a

d
v
a
n
ta

g
e
s?

  
U

S
P
's

 (
u
n
iq

u
e
 s

e
lli

n
g
 p

o
in

ts
)?

  
R
e
so

u
rc

e
s,

 A
ss

e
ts

, 
P
e
o
p
le

? 
 

E
x
p
e
ri
e
n
ce

, 
k
n
o
w

le
d
g
e
, 
d
a
ta

? 
 

F
in

a
n
ci

a
l 
re

se
rv

e
s,

 l
ik

e
ly

 r
e
tu

rn
s?

  
M

a
rk

e
ti
n
g
 -

 r
e
a
ch

, 
d
is

tr
ib

u
ti
o
n
, 

a
w

a
re

n
e
ss

? 
 

In
n
o
v
a
ti
v
e
 a

sp
e
ct

s?
  

L
o
ca

ti
o
n
 a

n
d
 g

e
o
g
ra

p
h
ic

a
l?

  
P
ri
ce

, 
v
a
lu

e
, 
q
u
a
lit

y
? 

 
A
cc

re
d
it
a
ti
o
n
s,

 q
u
a
lif

ic
a
ti
o
n
s,

 
ce

rt
if
ic

a
ti
o
n
s?

  
P
ro

ce
ss

e
s,

 s
y
st

e
m

s,
 I

T
, 

co
m

m
u
n
ic

a
ti
o
n
s?

  
C
u
lt
u
ra

l,
 a

tt
it
u
d
in

a
l,
 b

e
h
a
v
io

u
ra

l?
  

M
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

co
v
e
r,

 s
u
cc

e
ss

io
n
? 

P
h
ilo

so
p
h
y
 a

n
d
 v

a
lu

e
s?

 

SW
O

T 
A

n
al

ys
is

 T
em

pl
at

e 
 
 

 S
ta

te
 w

h
a
t 

y
o
u
 a

re
 a

ss
e
ss

in
g
 h

e
re

 _
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
T
IG

E
R

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

 (T
h
is

 p
a
rt

ic
u
la

r 
e
x
a
m

p
le

 i
s 

fo
r 

a
 n

e
w

 b
u
si

n
e
ss

 o
p
p
o
rt

u
n
it
y
. 
M

a
n
y
 c

ri
te

ri
a
 c

a
n
 a

p
p
ly

 t
o
 m

o
re

 t
h
a
n
 o

n
e
 q

u
a
d
ra

n
t.

 I
d
e
n
ti
fy

 c
ri
te

ri
a
 a

p
p
ro

p
ri
a
te

 t
o
 y

o
u
r 

o
w

n
 S

W
O

T
 s

it
u
a
ti
o
n
.)

 

©
 A

la
n
 C

h
a
p
m

a
n
 2

0
0
5
-0

8
. 

 
F
re

e
 P

D
F
 v

e
rs

io
n
 o

f 
th

is
 t

o
o
l 
a
n
d
 i
n
fo

rm
a
ti
o
n
 a

b
o
u
t 

S
W

O
T
 a

n
a
ly

si
s 

m
e
th

o
d
s 

a
re

 a
v
a
ila

b
le

 a
t 
w

w
w

.b
u
si

n
e
ss

b
a
lls

.c
o
m

/s
w

o
ta

n
a
ly

si
sf

re
e
te

m
p
la

te
.h

tm
. 

 
 

T
h
is

 i
s 

a
 f

re
e
 r

e
so

u
rc

e
 f

ro
m

 w
w

w
.b

u
si

n
e
ss

b
a
lls

.c
o
m

, 
w

h
ic

h
 c

o
n
ta

in
s 

lo
ts

 m
o
re

 u
se

fu
l 
to

o
ls

, 
d
ia

g
ra

m
s 

a
n
d
 m

a
te

ri
a
ls

. 
 
N

o
t 

to
 b

e
 s

o
ld

 o
r 

p
u
b
lis

h
e
d
. 



 

op
po

rt
u

n
it

ie
s×

st
re

n
gt

h
s 

1
. 

C
o
m

m
u
n
it
y
 f

o
rm

s 
W

R
U

A
 

2
. 

W
R
U

A
 d

e
v
e
lo

p
s 

a
n
d
 i
m

p
le

m
e
n
t 

S
C
M

P
 

3
. 

W
R
U

A
 s

ta
ff

 t
o
 c

a
p
a
ci

ty
 b

u
ild

 
W

R
U

A
 o

n
 F

M
 

4
. 

E
st

a
b
lis

h
 e

a
rl
y
 w

a
rn

in
g
 s

y
st

e
m

 

op
po

rt
u

n
it

ie
s×

w
ea

kn
es

se
s 

1
. 

T
ra

in
 s

ta
ff

 i
n
 r

e
le

v
a
n
t 

fi
e
ld

s 
2
. 

U
se

 W
R
U

A
S
 i
n
 W

R
 d

a
ta

 c
o
lle

ct
io

n
 

3
. 

D
is

se
m

in
a
te

 f
lo

o
d
 i
n
fo

rm
a
ti
o
n
 

th
ro

u
g
h
 d

is
a
st

e
r 

m
g
t 

te
a
m

s 

th
re

at
s 

×
St

re
n

gt
h

s 
1

. 
H

a
rm

o
n
is

a
ti
o
n
 o

f 
th

e
 r

e
le

v
a
n
t 

a
ct

s
2

. 
T
ra

in
in

g
 f

a
rm

e
rs

 o
n
 p

ro
p
e
r 

so
il 

a
n
d
 w

a
te

r 
co

n
se

rv
a
ti
o
n
 p

ra
ct

ic
e
s 

 

th
re

at
s×

w
ea

kn
es

se
s 

1
. 

S
e
n
si

ti
ze

 p
o
lit

ic
ia

n
s 

o
n
 W

R
M

 
2
. 

E
st

a
b
lis

h
 t

ra
n
sb

o
u
n
d
a
ry

 W
R
M

 
g
ro

u
p
s 

3
. 

U
se

 W
R
U

A
S
 i
n
 W

R
 d

a
ta

 c
o
lle

ct
io

n
 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 M
a
rk

e
t 

d
e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

? 
 

C
o
m

p
e
ti
to

rs
' 
v
u
ln

e
ra

b
ili

ti
e
s?

  
In

d
u
st

ry
 o

r 
lif

e
st

y
le

 t
re

n
d
s?

  
T
e
ch

n
o
lo

g
y
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

a
n
d
 

in
n
o
v
a
ti
o
n
? 

 
G

lo
b
a
l 
in

fl
u
e
n
ce

s?
  

N
e
w

 m
a
rk

e
ts

, 
v
e
rt

ic
a
l,
 h

o
ri
zo

n
ta

l?
  

N
ic

h
e
 t

a
rg

e
t 

m
a
rk

e
ts

? 
 

G
e
o
g
ra

p
h
ic

a
l,
 e

x
p
o
rt

, 
im

p
o
rt

? 
 

N
e
w

 U
S
P
's

? 
 

T
a
ct

ic
s:

 e
g
, 
su

rp
ri
se

, 
m

a
jo

r 
co

n
tr

a
ct

s?
  

B
u
si

n
e
ss

 a
n
d
 p

ro
d
u
ct

 d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t?

 
In

fo
rm

a
ti
o
n
 a

n
d
 r

e
se

a
rc

h
? 

 
P
a
rt

n
e
rs

h
ip

s,
 a

g
e
n
ci

e
s,

 d
is

tr
ib

u
ti
o
n
? 

V
o
lu

m
e
s,

 p
ro

d
u
ct

io
n
, 
e
co

n
o
m

ie
s?

  
S
e
a
so

n
a
l,
 w

e
a
th

e
r,

 f
a
sh

io
n
 

in
fl
u
e
n
ce

s?
 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 D
is

a
d
v
a
n
ta

g
e
s 

o
f 

p
ro

p
o
si

ti
o
n
? 

 
G

a
p
s 

in
 c

a
p
a
b
ili

ti
e
s?

  
L
a
ck

 o
f 

co
m

p
e
ti
ti
v
e
 s

tr
e
n
g
th

? 
 

R
e
p
u
ta

ti
o
n
, 
p
re

se
n
ce

 a
n
d
 r

e
a
ch

? 
 

F
in

a
n
ci

a
ls

? 
 

O
w

n
 k

n
o
w

n
 v

u
ln

e
ra

b
ili

ti
e
s?

  
T
im

e
sc

a
le

s,
 d

e
a
d
lin

e
s 

a
n
d
 

p
re

ss
u
re

s?
  

C
a
sh

fl
o
w

, 
st

a
rt

-u
p
 c

a
sh

-d
ra

in
? 

 
C
o
n
ti
n
u
it
y
, 
su

p
p
ly

 c
h
a
in

 
ro

b
u
st

n
e
ss

? 
 

E
ff
e
ct

s 
o
n
 c

o
re

 a
ct

iv
it
ie

s,
 

d
is

tr
a
ct

io
n
? 

 
R

e
lia

b
ili

ty
 o

f 
d
a
ta

, 
p
la

n
 

p
re

d
ic

ta
b
ili

ty
? 

 
M

o
ra

le
, 
co

m
m

it
m

e
n
t,

 l
e
a
d
e
rs

h
ip

? 
 

A
cc

re
d
it
a
ti
o
n
s,

 e
tc

? 
 

P
ro

ce
ss

e
s 

a
n
d
 s

y
st

e
m

s,
 e

tc
? 

 
M

a
n
a
g
e
m

e
n
t 

co
v
e
r,

 s
u
cc

e
ss

io
n
? 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 P
o
lit

ic
a
l 
e
ff

e
ct

s?
  

L
e
g
is

la
ti
v
e
 e

ff
e
ct

s?
  

E
n
v
ir
o
n
m

e
n
ta

l 
e
ff

e
ct

s?
  

IT
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

? 
 

C
o
m

p
e
ti
to

r 
in

te
n
ti
o
n
s 

- 
v
a
ri
o
u
s?

  
M

a
rk

e
t 

d
e
m

a
n
d
? 

 
N

e
w

 t
e
ch

n
o
lo

g
ie

s,
 s

e
rv

ic
e
s,

 i
d
e
a
s?

  
V
it
a
l 
co

n
tr

a
ct

s 
a
n
d
 p

a
rt

n
e
rs

? 
 

S
u
st

a
in

in
g
 i
n
te

rn
a
l 
ca

p
a
b
ili

ti
e
s?

  
O

b
st

a
cl

e
s 

fa
ce

d
? 

 
In

su
rm

o
u
n
ta

b
le

 w
e
a
k
n
e
ss

e
s?

  
L
o
ss

 o
f 

k
e
y
 s

ta
ff
? 

 
S
u
st

a
in

a
b
le

 f
in

a
n
ci

a
l 
b
a
ck

in
g
? 

 
E
co

n
o
m

y
 -

 h
o
m

e
, 
a
b
ro

a
d
? 

 
S
e
a
so

n
a
lit

y
, 
w

e
a
th

e
r 

e
ff

e
ct

s?
 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
  

 A
d
v
a
n
ta

g
e
s 

o
f 

p
ro

p
o
si

ti
o
n
? 

 
C
a
p
a
b
ili

ti
e
s?

  
C
o
m

p
e
ti
ti
v
e
 a

d
v
a
n
ta

g
e
s?

  
U

S
P
's

 (
u
n
iq

u
e
 s

e
lli

n
g
 p

o
in

ts
)?

  
R
e
so

u
rc

e
s,

 A
ss

e
ts

, 
P
e
o
p
le

? 
 

E
x
p
e
ri
e
n
ce

, 
k
n
o
w

le
d
g
e
, 
d
a
ta

? 
 

F
in

a
n
ci

a
l 
re

se
rv

e
s,

 l
ik

e
ly

 r
e
tu

rn
s?

  
M

a
rk

e
ti
n
g
 -

 r
e
a
ch

, 
d
is

tr
ib

u
ti
o
n
, 

a
w

a
re

n
e
ss

? 
 

In
n
o
v
a
ti
v
e
 a

sp
e
ct

s?
  

L
o
ca

ti
o
n
 a

n
d
 g

e
o
g
ra

p
h
ic

a
l?

  
P
ri
ce

, 
v
a
lu

e
, 
q
u
a
lit

y
? 

 
A
cc

re
d
it
a
ti
o
n
s,

 q
u
a
lif

ic
a
ti
o
n
s,

 
ce

rt
if
ic

a
ti
o
n
s?

  
P
ro

ce
ss

e
s,

 s
y
st

e
m

s,
 I

T
, 

co
m

m
u
n
ic

a
ti
o
n
s?

  
C
u
lt
u
ra

l,
 a

tt
it
u
d
in

a
l,
 b

e
h
a
v
io

u
ra

l?
  

M
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

co
v
e
r,

 s
u
cc

e
ss

io
n
? 

P
h
ilo

so
p
h
y
 a

n
d
 v

a
lu

e
s?

 

SW
O

T 
A

n
al

ys
is

 T
em

pl
at

e 
 
 

 S
ta

te
 w

h
a
t 

y
o
u
 a

re
 a

ss
e
ss

in
g
 h

e
re

 _
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
G

R
O

U
P
 A

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

 (T
h
is

 p
a
rt

ic
u
la

r 
e
x
a
m

p
le

 i
s 

fo
r 

a
 n

e
w

 b
u
si

n
e
ss

 o
p
p
o
rt

u
n
it
y
. 
M

a
n
y
 c

ri
te

ri
a
 c

a
n
 a

p
p
ly

 t
o
 m

o
re

 t
h
a
n
 o

n
e
 q

u
a
d
ra

n
t.

 I
d
e
n
ti
fy

 c
ri
te

ri
a
 a

p
p
ro

p
ri
a
te

 t
o
 y

o
u
r 

o
w

n
 S

W
O

T
 s

it
u
a
ti
o
n
.)

 

©
 A

la
n
 C

h
a
p
m

a
n
 2

0
0
5
-0

8
. 

 
F
re

e
 P

D
F
 v

e
rs

io
n
 o

f 
th

is
 t

o
o
l 
a
n
d
 i
n
fo

rm
a
ti
o
n
 a

b
o
u
t 

S
W

O
T
 a

n
a
ly

si
s 

m
e
th

o
d
s 

a
re

 a
v
a
ila

b
le

 a
t 
w

w
w

.b
u
si

n
e
ss

b
a
lls

.c
o
m

/s
w

o
ta

n
a
ly

si
sf

re
e
te

m
p
la

te
.h

tm
. 

 
 

T
h
is

 i
s 

a
 f

re
e
 r

e
so

u
rc

e
 f

ro
m

 w
w

w
.b

u
si

n
e
ss

b
a
lls

.c
o
m

, 
w

h
ic

h
 c

o
n
ta

in
s 

lo
ts

 m
o
re

 u
se

fu
l 
to

o
ls

, 
d
ia

g
ra

m
s 

a
n
d
 m

a
te

ri
a
ls

. 
 
N

o
t 

to
 b

e
 s

o
ld

 o
r 

p
u
b
lis

h
e
d
. 



 

op
po

rt
u

n
it

ie
s×

st
re

n
gt

h
s 

1
. 

E
st

a
b
lis

h
 F

M
 p

ro
g
ra

m
m

e
 w

it
h
 

D
o
n
o
r 

te
ch

n
ic

a
l 
su

p
p
o
rt

 
2
. 

D
o
cu

m
e
n
t 

le
ss

o
n
s 

le
a
rn

t 
to

 i
n
fo

rm
 

n
e
w

 F
M

 p
ro

g
ra

m
m

e
s 

3
. 

C
re

a
te

 i
n
te

r-
lin

k
a
g
e
s 

o
n
 d

a
ta

 
sh

a
ri
n
g
 
 

op
po

rt
u

n
it

ie
s×

w
ea

kn
es

se
s 

1
. 

M
o
b
ili

ze
 l
o
ca

l 
a
n
d
 e

x
te

rn
a
l 

re
so

u
rc

e
s 

fo
r 

F
M

 a
ct

iv
it
ie

s 
2
. 

S
tr

e
n
g
th

e
n
 d

a
ta

 g
a
th

e
ri
n
g
 

n
e
tw

o
rk

s(
fu

n
d
s 

fr
o
m

 o
n
g
o
in

g
 

P
ro

g
ra

m
m

e
) 

3
. 

D
e
si

g
n
 a

n
d
 i
m

p
le

m
e
n
t 

e
a
rl
y
 

w
a
rn

in
g
 s

y
st

e
m

 u
si

n
g
 t

e
ch

n
ic

a
l 

su
p
p
o
rt

 f
ro

m
 D

o
n
a
rs

 
4
. 

D
e
v
e
lo

p
 a

n
d
 i
m

p
le

m
e
n
t 

tr
a
in

in
g
 

p
ro

g
ra

m
m

e
 v

ia
 t

e
ch

n
ic

a
l 
su

p
p
o
rt

 

th
re

at
s 

×
St

re
n

gt
h

s 
1

. 
R
e
v
ie

w
 a

n
d
 r

e
co

m
m

e
n
d
 

h
a
rm

o
n
iz

a
ti
o
n
 o

f 
a
ct

s 
d
e
a
lin

g
 w

it
h
 

F
M

 
2

. 
A
d
o
p
t 

a
d
a
p
ti
v
e
 i
n
te

rv
e
n
ti
o
n
s 

in
 

W
R
M

A
 a

n
n
u
a
l 
w

o
rk

 p
ro

g
ra

m
m

e
 

a
n
d
 p

la
n
s 

3
. 

C
o
m

m
u
n
it
y
 s

e
n
si

ti
za

ti
o
n
 a

n
d
 

o
th

e
r 

s/
h
o
ld

e
rs

 o
n
 f

lo
o
d
 

m
a
n
a
g
m

e
n
t 

th
re

at
s×

w
ea

kn
es

se
s 

1
. 

S
e
ct

o
r 

p
o
lic

y
 r

e
v
ie

w
 o

n
 F

M
 a

n
d
 

fu
n
d
in

g
 

2
. 

D
e
v
e
lo

p
 a

n
d
 i
m

p
le

m
e
n
t 

e
a
rl
y
 

w
a
rn

in
g
 f

ra
m

e
w

o
rk

 
3
. 

S
tr

e
n
g
th

e
n
 W

R
U

A
 c

a
p
a
ci

ty
 i
n
 

fl
o
o
d
 m

a
n
a
g
m

e
n
t 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 M
a
rk

e
t 

d
e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

? 
 

C
o
m

p
e
ti
to

rs
' 
v
u
ln

e
ra

b
ili

ti
e
s?

  
In

d
u
st

ry
 o

r 
lif

e
st

y
le

 t
re

n
d
s?

  
T
e
ch

n
o
lo

g
y
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

a
n
d
 

in
n
o
v
a
ti
o
n
? 

 
G

lo
b
a
l 
in

fl
u
e
n
ce

s?
  

N
e
w

 m
a
rk

e
ts

, 
v
e
rt

ic
a
l,
 h

o
ri
zo

n
ta

l?
  

N
ic

h
e
 t

a
rg

e
t 

m
a
rk

e
ts

? 
 

G
e
o
g
ra

p
h
ic

a
l,
 e

x
p
o
rt

, 
im

p
o
rt

? 
 

N
e
w

 U
S
P
's

? 
 

T
a
ct

ic
s:

 e
g
, 
su

rp
ri
se

, 
m

a
jo

r 
co

n
tr

a
ct

s?
  

B
u
si

n
e
ss

 a
n
d
 p

ro
d
u
ct

 d
e
v
e
lo

p
m

e
n
t?

 
In

fo
rm

a
ti
o
n
 a

n
d
 r

e
se

a
rc

h
? 

 
P
a
rt

n
e
rs

h
ip

s,
 a

g
e
n
ci

e
s,

 d
is

tr
ib

u
ti
o
n
? 

V
o
lu

m
e
s,

 p
ro

d
u
ct

io
n
, 
e
co

n
o
m

ie
s?

  
S
e
a
so

n
a
l,
 w

e
a
th

e
r,

 f
a
sh

io
n
 

in
fl
u
e
n
ce

s?
 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 D
is

a
d
v
a
n
ta

g
e
s 

o
f 

p
ro

p
o
si

ti
o
n
? 

 
G

a
p
s 

in
 c

a
p
a
b
ili

ti
e
s?

  
L
a
ck

 o
f 

co
m

p
e
ti
ti
v
e
 s

tr
e
n
g
th

? 
 

R
e
p
u
ta

ti
o
n
, 
p
re

se
n
ce

 a
n
d
 r

e
a
ch

? 
 

F
in

a
n
ci

a
ls

? 
 

O
w

n
 k

n
o
w

n
 v

u
ln

e
ra

b
ili

ti
e
s?

  
T
im

e
sc

a
le

s,
 d

e
a
d
lin

e
s 

a
n
d
 

p
re

ss
u
re

s?
  

C
a
sh

fl
o
w

, 
st

a
rt

-u
p
 c

a
sh

-d
ra

in
? 

 
C
o
n
ti
n
u
it
y
, 
su

p
p
ly

 c
h
a
in

 
ro

b
u
st

n
e
ss

? 
 

E
ff
e
ct

s 
o
n
 c

o
re

 a
ct

iv
it
ie

s,
 

d
is

tr
a
ct

io
n
? 

 
R

e
lia

b
ili

ty
 o

f 
d
a
ta

, 
p
la

n
 

p
re

d
ic

ta
b
ili

ty
? 

 
M

o
ra

le
, 
co

m
m

it
m

e
n
t,

 l
e
a
d
e
rs

h
ip

? 
 

A
cc

re
d
it
a
ti
o
n
s,

 e
tc

? 
 

P
ro

ce
ss

e
s 

a
n
d
 s

y
st

e
m

s,
 e

tc
? 

 
M

a
n
a
g
e
m

e
n
t 

co
v
e
r,

 s
u
cc

e
ss

io
n
? 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
 

 P
o
lit

ic
a
l 
e
ff

e
ct

s?
  

L
e
g
is

la
ti
v
e
 e

ff
e
ct

s?
  

E
n
v
ir
o
n
m

e
n
ta

l 
e
ff

e
ct

s?
  

IT
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n
ts

? 
 

C
o
m

p
e
ti
to

r 
in

te
n
ti
o
n
s 

- 
v
a
ri
o
u
s?

  
M

a
rk

e
t 

d
e
m

a
n
d
? 

 
N

e
w

 t
e
ch

n
o
lo

g
ie

s,
 s

e
rv

ic
e
s,

 i
d
e
a
s?

  
V
it
a
l 
co

n
tr

a
ct

s 
a
n
d
 p

a
rt

n
e
rs

? 
 

S
u
st

a
in

in
g
 i
n
te

rn
a
l 
ca

p
a
b
ili

ti
e
s?

  
O

b
st

a
cl

e
s 

fa
ce

d
? 

 
In

su
rm

o
u
n
ta

b
le

 w
e
a
k
n
e
ss

e
s?

  
L
o
ss

 o
f 

k
e
y
 s

ta
ff
? 

 
S
u
st

a
in

a
b
le

 f
in

a
n
ci

a
l 
b
a
ck

in
g
? 

 
E
co

n
o
m

y
 -

 h
o
m

e
, 
a
b
ro

a
d
? 

 
S
e
a
so

n
a
lit

y
, 
w

e
a
th

e
r 

e
ff

e
ct

s?
 

cr
it

er
ia

 e
xa

m
pl

es
  

 A
d
v
a
n
ta

g
e
s 

o
f 

p
ro

p
o
si

ti
o
n
? 

 
C
a
p
a
b
ili

ti
e
s?

  
C
o
m

p
e
ti
ti
v
e
 a

d
v
a
n
ta

g
e
s?

  
U

S
P
's

 (
u
n
iq

u
e
 s

e
lli

n
g
 p

o
in

ts
)?

  
R
e
so

u
rc

e
s,

 A
ss

e
ts

, 
P
e
o
p
le

? 
 

E
x
p
e
ri
e
n
ce

, 
k
n
o
w

le
d
g
e
, 
d
a
ta

? 
 

F
in

a
n
ci

a
l 
re

se
rv

e
s,

 l
ik

e
ly

 r
e
tu

rn
s?

  
M

a
rk

e
ti
n
g
 -

 r
e
a
ch

, 
d
is

tr
ib

u
ti
o
n
, 

a
w

a
re

n
e
ss

? 
 

In
n
o
v
a
ti
v
e
 a

sp
e
ct

s?
  

L
o
ca

ti
o
n
 a

n
d
 g

e
o
g
ra

p
h
ic

a
l?

  
P
ri
ce

, 
v
a
lu

e
, 
q
u
a
lit

y
? 

 
A
cc

re
d
it
a
ti
o
n
s,

 q
u
a
lif

ic
a
ti
o
n
s,

 
ce

rt
if
ic

a
ti
o
n
s?

  
P
ro

ce
ss

e
s,

 s
y
st

e
m

s,
 I

T
, 

co
m

m
u
n
ic

a
ti
o
n
s?

  
C
u
lt
u
ra

l,
 a

tt
it
u
d
in

a
l,
 b

e
h
a
v
io

u
ra

l?
  

M
a
n
a
g
e
m

e
n
t 

co
v
e
r,

 s
u
cc

e
ss

io
n
? 

P
h
ilo

so
p
h
y
 a

n
d
 v

a
lu

e
s?

 

SW
O

T 
A

n
al

ys
is

 T
em

pl
at

e 
 
 

 S
ta

te
 w

h
a
t 

y
o
u
 a

re
 a

ss
e
ss

in
g
 h

e
re

 _
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
M

A
JI

 S
A
F
I_

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

 (T
h
is

 p
a
rt

ic
u
la

r 
e
x
a
m

p
le

 i
s 

fo
r 

a
 n

e
w

 b
u
si

n
e
ss

 o
p
p
o
rt

u
n
it
y
. 
M

a
n
y
 c

ri
te

ri
a
 c

a
n
 a

p
p
ly

 t
o
 m

o
re

 t
h
a
n
 o

n
e
 q

u
a
d
ra

n
t.

 I
d
e
n
ti
fy

 c
ri
te

ri
a
 a

p
p
ro

p
ri
a
te

 t
o
 y

o
u
r 

o
w

n
 S

W
O

T
 s

it
u
a
ti
o
n
.)

 

©
 A

la
n
 C

h
a
p
m

a
n
 2

0
0
5
-0

8
. 

 
F
re

e
 P

D
F
 v

e
rs

io
n
 o

f 
th

is
 t

o
o
l 
a
n
d
 i
n
fo

rm
a
ti
o
n
 a

b
o
u
t 

S
W

O
T
 a

n
a
ly

si
s 

m
e
th

o
d
s 

a
re

 a
v
a
ila

b
le

 a
t 
w

w
w

.b
u
si

n
e
ss

b
a
lls

.c
o
m

/s
w

o
ta

n
a
ly

si
sf

re
e
te

m
p
la

te
.h

tm
. 

 
 

T
h
is

 i
s 

a
 f

re
e
 r

e
so

u
rc

e
 f

ro
m

 w
w

w
.b

u
si

n
e
ss

b
a
lls

.c
o
m

, 
w

h
ic

h
 c

o
n
ta

in
s 

lo
ts

 m
o
re

 u
se

fu
l 
to

o
ls

, 
d
ia

g
ra

m
s 

a
n
d
 m

a
te

ri
a
ls

. 
 
N

o
t 

to
 b

e
 s

o
ld

 o
r 

p
u
b
lis

h
e
d
. 



 

 

 

 

 

付属書 ４．主要面談者リスト 



 



主要面談者リスト （1/2）

Ministry of Water and Irrigation (MWI)
Eng. David Stower Permanent Secretary
John R. Nyaoro Director of Water Resources
Water Resources Management Authority (WRMA),  Headquarters
Eng. John Philip Olum CEO
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